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巻 頭 言 

 

 校長 本間 稔 

 

  本校のスーパーサイエンスハイスクール研究開発事業が平成２８年度を終期とするⅡ期目に入

りました。平成１９年度から昨年度までのⅠ期５年間は、模索の繰り返しでしたが様々な活動を

行うことにより、生徒達の科学に対する興味・関心は大いに高まり、課題研究活動で全国トップ

クラスの賞を受賞するなど、大きな成果を上げることができました。そこでⅡ期目の指定にあた

っては、これまでの成果や課題に併せて一昨年の東日本大震災とそれに伴う原子力発電所事故を

踏まえ、研究課題として「震災・原発被災地として国内外に認知された福島の地域性と５年間の

SSH 研究開発を融合し、災害復興を可能とする領域横断的な科学力と国際コミュニケーション力

を持つ次世代型の指導的人材育成プログラムの開発研究」を掲げ、本校として考える次世代を担

う指導的人材として必要な６つの資質・能力を育成するための具体的研究テーマのもと研究開発

を進めることとしました。 

 Ⅱ期目第１年次の本年は、ＳＳＨの活動が理数系教育のカリキュラム開発であること、Ⅰ期と

の繋がりを重視し課題研究能力の醸成や課題研究推進プログラムの開発を系統立てて行うという

観点から、学校設定科目に「ＳＳＨ総合」と「探究」を設け、その研究開発に力を注ぎました。

また、グローバル社会に適応できる科学人材育成のため日本地球惑星科学連合大会をはじめとす

る多くの研究大会、ケンブリッジサイエンスワークショッフﾟ、台湾の高校生等との交流などを実

施しました。さらに「福島復興」を基盤としたキャリア教育プログラムの開発研究においては、

ＳＳＨを越えた形での様々な取り組みを行い、生徒の持てる力のすばらしさと次世代に向けたそ

の可能性を改めて認識することができました。まさにこの１年、生徒の取り組みのすばらしさに

圧倒され、スタッフの限界以上の事業を実施したという感があります。次年度よりその成果・課

題を検討し系統立てた、より組織だった取り組みにしていく必要があると考えています。 

  また、本校は本年度よりコアＳＳＨの指定を受け、本校を中心とした県内６つの拠点校と連携

し、「地域への自信、誇り、愛情を科学技術の側面から育み、難局を打破する素養をもった人材

を育成するための連携体制の構築 ～ふくしまサイエンススクールコミュニティ（FSC）の創設～」

を研究課題とし研究開発をスタートさせました。当初はＦＳＣの設立や円滑な運営が心配されま

したが、各拠点校のご理解とご協力を得てスムーズなスタートを切ることができました。まだ始

まったばかりではありますが各校が理数それぞれの分野で分担し実施する福島理数系セミナーや

グローバル人材育成を目指した台湾研修旅行など、福島県全体の高校生の資質や学力の向上に寄

与できる可能性が明確となり、その方向付けができたと感じています。今後、コアＳＳＨの取り

組みは本県の理数教育を推進する上でも重要な指針になるものと考えられます。 

 最後に、この１年、本校のＳＳＨ及びコアＳＳＨの活動に様々な形でご支援、ご協力いただき

ました科学技術振興機構、県教育委員会などをはじめとする教育研究機関や大学、関係した多く

の研究者の皆様、企業の皆様、そしてＦＳＣを構成する県内各高等学校の皆様に心より感謝申し

上げます。 

平成２５年３月 
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別紙様式１－１ 

福島県立福島高等学校 24～28 

 

平成２４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

 

 ① 研究開発課題  

 震災・原発被災地として国内外に認知された福島の地域性と5年間のSSH研究開発を融合し、災

害復興を可能とする領域横断的な科学力と国際コミュニケーション力を持つ次世代型の指導的人

材育成プログラムの開発研究 

 ② 研究開発の概要  

SSH 事業 2 期目の計画において、本校が目指してきた生徒像をさらに発展させ、逆境にある福島

の問題点をポジティブにとらえ、「自然への畏敬と深い観察」、「想定外への対応」、「福島復興」

の 3 つの視点を有する指導的な人材の育成を目指している。かつて経験したことのないこの難題を

突破するためには、文系・理系を問わず、3 つの視点を基礎とした科学的な思考力を有し、高いレ

ベルで自ら課題を設定し、解決できる能力が不可欠である。また、「フクシマ」が国際的にも注目

されている状況を踏まえ、意識的に視野を国際社会に広げ、得られた成果を海外にも発信させるこ

とで、次世代型の指導的な人材が育成できるであろう。 

次世代型の指導的な人材として、本校では以下のａ～ｆの能力・資質を有する人材と定義する。

ａ自然や社会の深い観察に基づいた高い課題発見力 

 ｂ想定外にも対応できる高い課題解決力 

 ｃ情報リテラシーを備えた高いコミュニケーション力 

 ｄ柔軟な適応力を持ったグローバルコミュニケーション力 

 ｅ自分自身や地域の未来に向けた強い熱意 

 ｆ逆境に負けない高い行動力 

 ③ 平成２４年度実施規模  

(1)課題研究力を醸成する学習プログラム開発研究・・・・・・・・・・全生徒を対象 

(2)課題研究推進プログラム開発研究・・・1・2 年生の特設クラスに所属する生徒を対象 

(3)情報機器を活用した理科・数学科のカリキュラム開発研究・・・・・・・次年度実施 

(4)グローバル社会に適応できる科学人材育成プログラム開発研究・全生徒のうち希望者 

(5)「福島復興」を基盤としたキャリア教育プログラム開発研究・・・全生徒のうち希望者 

 ④ 研究開発内容  

○研究計画 

〈1 年目の重点目標〉 

① SSH 事業 2 期目の研究開発課題の達成に必要な体制の早期構築 

② 生徒・教員・学校・保護者の変容を評価するための各課題の具体的評価基準作成 

③ 大学・研究機関・企業などとの新たな連携の構築 

〈2 年目の重点目標〉 

① 1 年目に構築した体制と、評価基準の修正と完成。 

② 「数理情報」評価基準の作成。 

〈3 年目の重点目標〉 

全校生徒が SSH 事業 2 期目のカリキュラムの対象となることから、生徒・教員・学校の変容の

詳細な分析・解析を実施する。 

〈4 年目の重点目標〉 

3 年間の成果を踏まえ、研究開発課題の方向性・発展性等を再検討する。 

〈5 年目の重点目標〉 

SSH 事業 2 期目の最終年度として、研究総括として成果発表会に力点をおく。 
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○教育課程上の特例等特記すべき事項 

 ①教育課程の特例とその適用範囲 

 ・「SSH総合」の設置（全学年 各学年１単位計２単位） 

 ・「数理情報」の設置（２学年 ２単位） 

 ②教育課程の特例に該当しない教育課程の変更 

・ ｢探究」の設置と「探究クラス」の編制。 

 希望生徒で「探究クラス」を編制し「探究」１単位を２年間で計２単位を履修させる。

○平成２４年度の教育課程の内容 

 上記「教育課程上の特例等特記すべき事項」と同じ内容を実施した。 

○具体的な研究事項・活動内容 

 （１）課題研究力を醸成する学習プログラム開発研究 

「SSH総合」では、基礎講座・応用講座に分かれて実施した。基礎講座では、「論理的とは何か」

「データ取得と誤差」「情報検索」「情報リテラシー」「発想法」の５つの内容で10時間、応用

講座では、現代社会や地域の抱える課題についてテーマ別に分かれ9時間さらに代表が校内発表会

で学んだことを発表した。 

 （２）課題研究推進プログラム開発研究 

  「探究」の設置により、課題発見・解決に取り組む資質を育成した。 

 （３）情報機器を活用した理科・数学科のカリキュラム開発研究(次年度実施) 

 （４）グローバル社会に適応できる科学人材育成プログラム開発研究 

世界銀行による講演、台湾の高校生との交流、イギリスケンブリッジサイエンスワークショッ

プへの参加などを通して、外国語で発表したり議論のできる科学系人材を育成した。 

 （５）「福島復興」を基盤としたキャリア教育プログラム開発研究 

 震災復興などにおいて進路希望と関わりの深い問題についての講義・研修などをとおして、課題

意識を高め解決に果敢に挑戦できる人材を育成した。 

 ⑤ 研究開発の成果と課題  

○実施による効果とその評価 

（１）課題研究を醸成する学習カリキュラム開発研究 

学校設定科目「ＳＳＨ総合」により、ａ、ｂを伸ばすことができた。学習内容の発表はｃコミュ

ニケーション力のみでなく、ａ、ｂの伸長にも有効であった。 

（２）課題研究推進プログラム開発研究 

学校設定科目「探究」により、目標とするａ、ｂ、ｅ、ｆ４つの力は充分伸ばすことができた。

（３）グローバル社会に適応できる科学人材育成プログラム 

外国人とのコミュニケーションの場を多く設定したことで、発表経験数と上達度は明らかに相関

が見られ、発表する機会そのものが生徒のプレゼンテーション力、ｃを大きく伸張させることがわ

かった。 

（４）福島復興を基盤としたキャリア教育プログラム開発研究 

グループごとに復興企画を作り発表会などでプレゼンさせたが、それに反応した企業や農協、温

泉組合など大人たちの動きを感じ、さらにｅ、ｆが高まった。 

○ 実施上の課題と今後の取組 

（１）学校設定科目２年生の「SSH 総合」を見直し、１年生の「SSH 総合」との接続を高める。 

（２）学校設定科目「探究」においては、まとめの充実を意識して課題研究活動に取り組ませると

ともに、研究内容を表現する力を高める指導法を検討する。 

（３）グローバル社会人材育成では、行動力を醸成する指導方法を検討する。 

（４）行動力を高めるための他者からの評価を、どのようにして収集し生徒にフィードバックして

いくかが課題である。 

 

別紙様式２－１ 

福島県立福島高等学校 24～28 

 

平成２４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題 

 

 ① 研究開発の成果  

研究開発の４つの柱についてそれぞれ成果は以下の通りである。 

（１）課題研究を醸成する学習カリキュラム開発研究 

学校設定科目「ＳＳＨ総合」により、ａ課題発見力、ｂ課題解決力を伸ばすことができた。応

用講座では目標に掲げた6つの力を良く伸ばしており、生徒は講座の内容にもかなり満足している。

また、学習内容の発表はｃコミュニケーション力のみでなく、ａ課題発見力、ｂ課題解決力の伸

長にも有効である。 

（２）課題研究推進プログラム開発研究 

学校設定科目「探究」により、目標とする４つの力、ａ課題発見力、ｂ課題解決力、ｅ熱意、

ｆ行動力は充分伸ばすことができた。「探究」の活動では、課題研究＋発表が最も生徒の力を伸

ばした。 

（３）グローバル社会に適応できる科学人材育成プログラム 

外国人とのコミュニケーションの場を多く設定したことで、生徒の英語コミュニケーション力

には大きなばらつきがあることがわかった。英語で話せない生徒も多数いたが、想像以上に話せ

る生徒も多い。発表経験数と上達度は明らかに相関が見られ、発表する機会そのものが生徒のプ

レゼンテーション力、ｃグローバルコミュニケーション力を大きく伸張させることがわかった。

校内にはこれまで英語による発表の機会はなかったが、このような場を提供することの重要性を

強く認識した。取組のほとんどは希望する生徒を対象としているが、希望してくる生徒は比較的

多い。例えば東京大学留学生との交流では、直前の案内であったにもかかわらず、４５名（１、

２年生全体の７％程度）の生徒が参加している。このような点から、本校の生徒は本取組へのｅ

熱意は非常に高いことがわかった。 

（４）福島復興を基盤としたキャリア教育プログラム開発研究 

 被災地に足を運び本人から話を聞かせたことで、復興に関わりたいというｅ熱意を高めること

ができた。さらに、グループごとに復興企画を作り発表会などでプレゼンさせたが、それに反応

した企業や農協、温泉組合など大人たちの動きを感じ、さらにｅ熱意、ｆ行動力が高まった。実

際に行動力を身につけさせるためには、他者からの評価も重要な要素であることがわかった。 

 ② 研究開発の課題  

記4つのそれぞれについての課題は以下の通りである。 

（１）課題研究を醸成する学習カリキュラム開発研究 

 学校設定科目２年生の「SSH総合」を見直し、１年生の「SSH総合」との接続を高める。 

（２）課題研究推進プログラム開発研究 

 研究のまとめの充実を意識して課題研究活動に取り組ませるとともに、研究内容を表現する力

を高める指導法も検討していく。 

（３）グローバル社会に適応できる科学人材育成プログラム 

行動力の醸成は現在のところあまり見られず、教員側が提供した取組に単に参加するという生

徒が多い。この点については次年度以降の課題である。 

（４）福島復興を基盤としたキャリア教育プログラム開発研究 

 行動力を高めるための他者からの評価を、どのようにして収集し生徒にフィードバックしてい

くか、その方法の検討が課題である。 
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○教育課程上の特例等特記すべき事項 

 ①教育課程の特例とその適用範囲 

 ・「SSH総合」の設置（全学年 各学年１単位計２単位） 

 ・「数理情報」の設置（２学年 ２単位） 

 ②教育課程の特例に該当しない教育課程の変更 

・ ｢探究」の設置と「探究クラス」の編制。 

 希望生徒で「探究クラス」を編制し「探究」１単位を２年間で計２単位を履修させる。

○平成２４年度の教育課程の内容 

 上記「教育課程上の特例等特記すべき事項」と同じ内容を実施した。 

○具体的な研究事項・活動内容 

 （１）課題研究力を醸成する学習プログラム開発研究 

「SSH総合」では、基礎講座・応用講座に分かれて実施した。基礎講座では、「論理的とは何か」

「データ取得と誤差」「情報検索」「情報リテラシー」「発想法」の５つの内容で10時間、応用

講座では、現代社会や地域の抱える課題についてテーマ別に分かれ9時間さらに代表が校内発表会

で学んだことを発表した。 

 （２）課題研究推進プログラム開発研究 

  「探究」の設置により、課題発見・解決に取り組む資質を育成した。 

 （３）情報機器を活用した理科・数学科のカリキュラム開発研究(次年度実施) 

 （４）グローバル社会に適応できる科学人材育成プログラム開発研究 

世界銀行による講演、台湾の高校生との交流、イギリスケンブリッジサイエンスワークショッ

プへの参加などを通して、外国語で発表したり議論のできる科学系人材を育成した。 

 （５）「福島復興」を基盤としたキャリア教育プログラム開発研究 

 震災復興などにおいて進路希望と関わりの深い問題についての講義・研修などをとおして、課題

意識を高め解決に果敢に挑戦できる人材を育成した。 

 ⑤ 研究開発の成果と課題  

○実施による効果とその評価 

（１）課題研究を醸成する学習カリキュラム開発研究 

学校設定科目「ＳＳＨ総合」により、ａ、ｂを伸ばすことができた。学習内容の発表はｃコミュ

ニケーション力のみでなく、ａ、ｂの伸長にも有効であった。 

（２）課題研究推進プログラム開発研究 

学校設定科目「探究」により、目標とするａ、ｂ、ｅ、ｆ４つの力は充分伸ばすことができた。

（３）グローバル社会に適応できる科学人材育成プログラム 

外国人とのコミュニケーションの場を多く設定したことで、発表経験数と上達度は明らかに相関

が見られ、発表する機会そのものが生徒のプレゼンテーション力、ｃを大きく伸張させることがわ

かった。 

（４）福島復興を基盤としたキャリア教育プログラム開発研究 

グループごとに復興企画を作り発表会などでプレゼンさせたが、それに反応した企業や農協、温

泉組合など大人たちの動きを感じ、さらにｅ、ｆが高まった。 

○ 実施上の課題と今後の取組 

（１）学校設定科目２年生の「SSH 総合」を見直し、１年生の「SSH 総合」との接続を高める。 

（２）学校設定科目「探究」においては、まとめの充実を意識して課題研究活動に取り組ませると

ともに、研究内容を表現する力を高める指導法を検討する。 

（３）グローバル社会人材育成では、行動力を醸成する指導方法を検討する。 

（４）行動力を高めるための他者からの評価を、どのようにして収集し生徒にフィードバックして

いくかが課題である。 

 

別紙様式２－１ 

福島県立福島高等学校 24～28 

 

平成２４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題 

 

 ① 研究開発の成果  

研究開発の４つの柱についてそれぞれ成果は以下の通りである。 

（１）課題研究を醸成する学習カリキュラム開発研究 

学校設定科目「ＳＳＨ総合」により、ａ課題発見力、ｂ課題解決力を伸ばすことができた。応

用講座では目標に掲げた6つの力を良く伸ばしており、生徒は講座の内容にもかなり満足している。

また、学習内容の発表はｃコミュニケーション力のみでなく、ａ課題発見力、ｂ課題解決力の伸

長にも有効である。 

（２）課題研究推進プログラム開発研究 

学校設定科目「探究」により、目標とする４つの力、ａ課題発見力、ｂ課題解決力、ｅ熱意、

ｆ行動力は充分伸ばすことができた。「探究」の活動では、課題研究＋発表が最も生徒の力を伸

ばした。 

（３）グローバル社会に適応できる科学人材育成プログラム 

外国人とのコミュニケーションの場を多く設定したことで、生徒の英語コミュニケーション力

には大きなばらつきがあることがわかった。英語で話せない生徒も多数いたが、想像以上に話せ

る生徒も多い。発表経験数と上達度は明らかに相関が見られ、発表する機会そのものが生徒のプ

レゼンテーション力、ｃグローバルコミュニケーション力を大きく伸張させることがわかった。

校内にはこれまで英語による発表の機会はなかったが、このような場を提供することの重要性を

強く認識した。取組のほとんどは希望する生徒を対象としているが、希望してくる生徒は比較的

多い。例えば東京大学留学生との交流では、直前の案内であったにもかかわらず、４５名（１、

２年生全体の７％程度）の生徒が参加している。このような点から、本校の生徒は本取組へのｅ

熱意は非常に高いことがわかった。 

（４）福島復興を基盤としたキャリア教育プログラム開発研究 

 被災地に足を運び本人から話を聞かせたことで、復興に関わりたいというｅ熱意を高めること

ができた。さらに、グループごとに復興企画を作り発表会などでプレゼンさせたが、それに反応

した企業や農協、温泉組合など大人たちの動きを感じ、さらにｅ熱意、ｆ行動力が高まった。実

際に行動力を身につけさせるためには、他者からの評価も重要な要素であることがわかった。 

 ② 研究開発の課題  

記4つのそれぞれについての課題は以下の通りである。 

（１）課題研究を醸成する学習カリキュラム開発研究 

 学校設定科目２年生の「SSH総合」を見直し、１年生の「SSH総合」との接続を高める。 

（２）課題研究推進プログラム開発研究 

 研究のまとめの充実を意識して課題研究活動に取り組ませるとともに、研究内容を表現する力

を高める指導法も検討していく。 

（３）グローバル社会に適応できる科学人材育成プログラム 

行動力の醸成は現在のところあまり見られず、教員側が提供した取組に単に参加するという生

徒が多い。この点については次年度以降の課題である。 

（４）福島復興を基盤としたキャリア教育プログラム開発研究 

 行動力を高めるための他者からの評価を、どのようにして収集し生徒にフィードバックしてい

くか、その方法の検討が課題である。 





報告書の本文



－ 6－

第Ⅰ章　研究開発の課題・経緯

－ 7－
 

第Ⅰ章 研究開発の課題・経緯 

 

１．１ 学校の概要 

   本校は、明治３１年、福島県第三尋常中学校として創立されて以来、１１４年の歴史と伝

統を誇る福島県内有数の進学校である。この間、男子校の時代が長く続いたが、平成１５年

４月からは男女共学となり、現在に至っている。敷地内には梅の木が多く植えられており、

校章は梅花をかたどったものに制定されている。また、「清らかであれ」、「勉励せよ」、

「世のためたれ」という「梅章のおしえ」が定められている。 

（１）課程・学科・学年別生徒数、学級数 

 

 

 

課 程 学 科 第１学年 第２学年 第３学年 計 

全日制 

 

普通科 

 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

３２１ ８ ３１７ ８ ３１３ ８ ９５１ ２４ 

（２）教職員数 

校長 教頭 教諭 養護 講師 実習教諭 実習助手 ＡＬＴ 事務職員 司書 用務員 団体 計 

１ ２ ５７ ２ ３ １ １ １ ４ １ ３ ２ ７８ 

（３）教育目標とめざす生徒像 

  ○教育目標 

世界の中の日本人として高い理想を掲げ、豊かな徳性を備え、広く深い知性と健やかな心

身を持つ有為な人材を育成する。 

① 個性を重んじ他を敬う広い心を養い、互いを認め共に生きる社会の進展に貢献する豊か

な心を育てる。 

② 自律創造の精神と主体的学習の伝統を基本とし、理想を求めて健やかな生活を創造する

豊かな知性を育てる。 

③ 自然と生命の存在を尊ぶ深い心を養い、たくましい意志と実践力を備えた健やかな身体

を育てる。 

   ○めざす生徒像 

① 主体的自律的に行動する生徒 

② 高い志をもって自己を高める生徒 

③ 進んで心身を鍛える生徒 

 

１．２ 研究開発の概要 

（１）現状の分析 

東日本大震災及び福島第一原子力発電所の事故は、本県に甚大な被害をもたらした。解決

すべき課題は山積しており、復旧・復興には長い時間が必要である。また、復興を支える人

材の育成が急務となっている。 

本校は、平成 19 年度から 23 年度までの 5 年間、スーパーサイエンスハイスクールの指定

を受け、科学技術分野で指導的役割を果たす人材の育成を目指してきた。今後は、本校が目

指してきた生徒像をさらに発展させるとともに、自然科学だけでなく社会科学をも取り込ん

だ領域横断的な学力を持つ人材育成が必要である。 

（２）研究開発の理念 

ＳＳＨ事業２期目では、「自然への畏敬と深い観察」、「想定外への対応」、「福島復興」

という３つの視点を有する人材育成を目指す。また、本県が国際的にも注目されている状況

を踏まえ、意識的に視野を国際社会に広げ、得られた成果を海外にも発信できる次世代型の

 

指導的な人材育成を目指す。 

以上の研究開発理念のもとに、本校の既存の特色と融合し、研究開発課題を設定する。 

（３）研究開発課題 

「震災・原発被災地として国内外に認知された福島の地域性と 5 年間の SSH 研究開発を融合

し、災害復興を可能とする領域横断的な科学力と国際コミュニケーション力を持つ次世代型

の指導的人材育成プログラムの開発研究」 

（４）研究の概要 

 研究開発課題に挙げた次世代型の指導的な人材として、本校では次のａ～ｆの能力・資質

を有する人材と定義する。 
ａ 自然や社会の深い観察に基づいた高い課題発見力 

ｂ 想定外にも対応できる高い課題解決力 

ｃ 情報リテラシーを備えた高いコミュニケーション力 

ｄ 柔軟な適応力を持ったグローバルコミュニケーション力 

ｅ 自分自身や地域の未来に向けた強い熱意 

ｆ 逆境に負けない高い行動力 

これら 6 つの能力・資質を育成するために、次の①～⑤の研究テーマを設定した。 

① 課題研究力を醸成する学習カリキュラム開発研究 

② 課題研究推進プログラム開発研究 

③ 情報機器を活用した理科・数学科のカリキュラム開発研究 

④ グローバル社会に適応できる科学人材育成プログラム開発研究 

⑤ 「福島復興」を基盤としたキャリア教育プログラム開発研究 

（５）研究開発の実施規模 

実  施  内  容 実  施  規  模 

課題研究力を醸成する学習プログラム開

発研究 

全生徒を対象とする 

 

課題研究推進プログラム開発研究 1・2年生の特設クラスに所属する生徒を対象とする

（この生徒は3年間SS部に所属する） 

情報機器を活用した理科・数学科のカリ

キュラム開発研究 

2年生全員を対象とする 

グローバル社会に適応できる科学人材育

成プログラム開発研究 

全生徒のうち希望者を対象とする 

「福島復興」を基盤としたキャリア教育

プログラム開発研究 

全生徒のうち希望者を対象とする 

 

１．３ 研究組織の概要 

ＳＳＨ部 

橋爪清成（主任）、原 尚志（副主任）、遠藤直哉、高橋泰洋、佐藤友恵、田中 彩

 ○計画・実施・評価等事業全体の連絡調整、渉外、会計、発表、マスコミ対応 

ＳＳＨ連絡調整会議（運営委員会：ＳＳＨ部主任参加） 

企画推進部会議 

教頭、ＳＳＨ部、理科、各学年主任、教務主任、各活動担当者 

○ＳＳＨ事業の具体的検討 
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１．３　研究組織の概要

 

第Ⅰ章 研究開発の課題・経緯 

 

１．１ 学校の概要 

   本校は、明治３１年、福島県第三尋常中学校として創立されて以来、１１４年の歴史と伝

統を誇る福島県内有数の進学校である。この間、男子校の時代が長く続いたが、平成１５年

４月からは男女共学となり、現在に至っている。敷地内には梅の木が多く植えられており、

校章は梅花をかたどったものに制定されている。また、「清らかであれ」、「勉励せよ」、

「世のためたれ」という「梅章のおしえ」が定められている。 

（１）課程・学科・学年別生徒数、学級数 

 

 

 

課 程 学 科 第１学年 第２学年 第３学年 計 

全日制 

 

普通科 

 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

３２１ ８ ３１７ ８ ３１３ ８ ９５１ ２４ 

（２）教職員数 

校長 教頭 教諭 養護 講師 実習教諭 実習助手 ＡＬＴ 事務職員 司書 用務員 団体 計 

１ ２ ５７ ２ ３ １ １ １ ４ １ ３ ２ ７８ 

（３）教育目標とめざす生徒像 

  ○教育目標 

世界の中の日本人として高い理想を掲げ、豊かな徳性を備え、広く深い知性と健やかな心

身を持つ有為な人材を育成する。 

① 個性を重んじ他を敬う広い心を養い、互いを認め共に生きる社会の進展に貢献する豊か

な心を育てる。 

② 自律創造の精神と主体的学習の伝統を基本とし、理想を求めて健やかな生活を創造する

豊かな知性を育てる。 

③ 自然と生命の存在を尊ぶ深い心を養い、たくましい意志と実践力を備えた健やかな身体

を育てる。 

   ○めざす生徒像 

① 主体的自律的に行動する生徒 

② 高い志をもって自己を高める生徒 

③ 進んで心身を鍛える生徒 

 

１．２ 研究開発の概要 

（１）現状の分析 

東日本大震災及び福島第一原子力発電所の事故は、本県に甚大な被害をもたらした。解決

すべき課題は山積しており、復旧・復興には長い時間が必要である。また、復興を支える人

材の育成が急務となっている。 

本校は、平成 19 年度から 23 年度までの 5 年間、スーパーサイエンスハイスクールの指定

を受け、科学技術分野で指導的役割を果たす人材の育成を目指してきた。今後は、本校が目

指してきた生徒像をさらに発展させるとともに、自然科学だけでなく社会科学をも取り込ん

だ領域横断的な学力を持つ人材育成が必要である。 

（２）研究開発の理念 

ＳＳＨ事業２期目では、「自然への畏敬と深い観察」、「想定外への対応」、「福島復興」

という３つの視点を有する人材育成を目指す。また、本県が国際的にも注目されている状況

を踏まえ、意識的に視野を国際社会に広げ、得られた成果を海外にも発信できる次世代型の

 

指導的な人材育成を目指す。 

以上の研究開発理念のもとに、本校の既存の特色と融合し、研究開発課題を設定する。 

（３）研究開発課題 

「震災・原発被災地として国内外に認知された福島の地域性と 5 年間の SSH 研究開発を融合

し、災害復興を可能とする領域横断的な科学力と国際コミュニケーション力を持つ次世代型

の指導的人材育成プログラムの開発研究」 

（４）研究の概要 

 研究開発課題に挙げた次世代型の指導的な人材として、本校では次のａ～ｆの能力・資質

を有する人材と定義する。 
ａ 自然や社会の深い観察に基づいた高い課題発見力 

ｂ 想定外にも対応できる高い課題解決力 

ｃ 情報リテラシーを備えた高いコミュニケーション力 

ｄ 柔軟な適応力を持ったグローバルコミュニケーション力 

ｅ 自分自身や地域の未来に向けた強い熱意 

ｆ 逆境に負けない高い行動力 

これら 6 つの能力・資質を育成するために、次の①～⑤の研究テーマを設定した。 

① 課題研究力を醸成する学習カリキュラム開発研究 

② 課題研究推進プログラム開発研究 

③ 情報機器を活用した理科・数学科のカリキュラム開発研究 

④ グローバル社会に適応できる科学人材育成プログラム開発研究 

⑤ 「福島復興」を基盤としたキャリア教育プログラム開発研究 

（５）研究開発の実施規模 

実  施  内  容 実  施  規  模 

課題研究力を醸成する学習プログラム開

発研究 

全生徒を対象とする 

 

課題研究推進プログラム開発研究 1・2年生の特設クラスに所属する生徒を対象とする

（この生徒は3年間SS部に所属する） 

情報機器を活用した理科・数学科のカリ

キュラム開発研究 

2年生全員を対象とする 

グローバル社会に適応できる科学人材育

成プログラム開発研究 

全生徒のうち希望者を対象とする 

「福島復興」を基盤としたキャリア教育

プログラム開発研究 

全生徒のうち希望者を対象とする 

 

１．３ 研究組織の概要 

ＳＳＨ部 

橋爪清成（主任）、原 尚志（副主任）、遠藤直哉、高橋泰洋、佐藤友恵、田中 彩

 ○計画・実施・評価等事業全体の連絡調整、渉外、会計、発表、マスコミ対応 

ＳＳＨ連絡調整会議（運営委員会：ＳＳＨ部主任参加） 

企画推進部会議 

教頭、ＳＳＨ部、理科、各学年主任、教務主任、各活動担当者 

○ＳＳＨ事業の具体的検討 

 

 

１．３　研究組織の概要
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各活動担当者 

 具体的研究 主担当 担当 

課題研究力を醸成する学習カリキュラム

開発研究（ＳＳＨ総合） 
原 

浜田、佐藤真、紺野、佐藤惠、今関、高橋美、

本多信、遠藤、須藤、伊藤 

課題研究推進プログラム開発研究 

（探究） 
原 

遠藤（１学年）、原（２学年） 

理科教員全員、平良、田中訓 

情報機器を活用した理科・数学のカリキ

ュラム開発研究 
須藤 秦、佐藤富、目々澤、平良、ＳＳＨ部 

グローバル社会に対応できる科学人材育

成プログラム開発研究 
橋爪 荒川、渡邊兼、ＳＳＨ部 

福島復興を基盤としたキャリア教育プログ

ラム開発研究 
遠藤 浜田、ＳＳＨ部 

評価 橋爪 ＳＳＨ部 

 

スーパーサイエンス部（ＳＳ部、◎主担当） 

顧問 ◎ 原尚志 ○橋爪清成  遠藤直哉  佐藤友恵 

物理班担当 ◎原尚志  須藤鑑 

佐藤友恵 

田中彩 

化学班担当 ◎橋爪清成  秦孝子  高橋泰洋   

生物班担当 ◎遠藤直哉  佐藤富浩  内池秀一  

地学班担当 ◎目々澤光一 

数学班担当 ◎平良誠 田中訓樹 松浦健二 

 

運営指導委員会 

安藤  晃 東北大学大学院工学研究科 教授 

岡田  努 福島大学総合教育研究センター 准教授 

小澤 喜仁 福島大学共生システム理工学類 教授 

丹治 三則 應義塾大学環境情報学部 講師 

平山 紀夫 日東紡績株式会社常務取締役 開発本部福島研究所所長 

本間  好 福島県立医科大学医学部 教授 

渡辺 正夫 東北大学大学院生命科学研究科 教授 

田代 公啓 福島県教育庁 高校教育課課長 

永田 斉寿 福島県教育センター 指導主事 

 

 

 

 

総合 探究
グロー

バル
復興

コア

ＳＳＨ
教員

20 探究クラス２年生開講式 ２年生探究クラス生徒 ○

27 探究クラス１年生開講式 １年生探究クラス生徒 ○

2 校内放射線測定 探究クラス希望者３０名 ○

3 サイエンスフェスティバル　（郡山市ふれあい科学館） 生徒18名、引率1名 ○

10 ＦＳＣ　担当者会議 ＦＳＣ担当教員 ○

18
特別講義「植物科学の魅力」

東京大学大学院　農学生命科学研究科　経塚淳子　先生

1･2年探究クラス生徒、

希望生徒　教員５名
○ SSH支援対象外

19 物理チャレンジサポート 生徒１名　 ○

20 日本地球惑星科学連合大会　ｉｎ幕張メッセ　⇒　優秀賞受賞 生徒5名、引率1名 ○

21 金環食限界線調査　（南相馬市） 生徒69名、引率2名 ○

17 物理チャレンジサポート 生徒１名 ○

23-24 理数系セミナー（生物） 生徒　約５０名 ○

24 物理チャレンジ２０１２　ｉｎ福島高校 生徒１名　 ○

24 福島高校内　化学オリンピック学習会 生徒１０名 ○

25 ＳＳＨ総合基礎講座「発想法を鍛える」 1学年全員 ○

29-30 海外研修事前研修（バークレイズ証券） 生徒４名　引率１名 ○ SSH支援対象外

1 福島高校内　化学オリンピック学習会 生徒８名 ○

4
ＳＳＨ総合　最先端研究者講演会

「ふしぎなキリスト教」東京工業大学　橋爪大三郎　氏

「試験にでない英語」　東京工業大学　ロジャー・パルバース氏

全校生徒 ○ SSH支援対象外

8 理数系セミナー（化学）（安積高） 生徒55名、引率5名 ○

13
特別講義「わかりやすいプレゼン技術」

東北大学大学院　酒井　聡樹　氏
探究クラス１，２年生 ○

13-14 理数系セミナー（化学）（仙台二高　東北大学） 生徒１０名　引率１名 ○

14-16 理数系セミナー（生物）（福島高） 生徒　約３０名 ○

15 生物オリンピック（福島高） 生徒　約３０名 ○

16 化学グランプリ２０１２　（安積高） 生徒16名、引率1名 ○

18-29 ケンブリッジサイエンスワークショップ（ケンブリッジ大学） 生徒4名、引率1名 ○ SSH支援対象外

26 ケンブリッジワークショップ参加教員発表会（ケンブリッジ大学） 引率教員１名 ○ SSH支援対象外

1 特別講義　　世界銀行　森　秀樹　氏 生徒５０名 ○ SSH支援対象外

5-8 「物理チャレンジ２０１２」第２チャレンジ　ｉｎ　岡山大 生徒1名 ○

6-8 関東研修旅行（日本科学未来館、電力中央研究所、生徒研究発表会） 生徒28名、引率2名 ○

7-9 全国ＳＳＨ生徒研究発表会　（パシフィコ横浜） 生徒3名、引率1名 ○

9-10 「科学グランプリ２０１２」2次選考　ｉｎ慶應義塾大学 生徒1名 ○ SSH支援対象外

10-11 サイエンスカフェ　ｉｎ　東京 生徒2名、引率1名 ○ SSH支援対象外

17-19 ダイコンコンソーシアムを発展させた鹿児島モデル発表会　（鹿児島） 生徒1名、引率1名 ○

19 第1回　福島数学キャラバン 生徒3９名、引率６名 ○

20-21 放射線研究サポート（物理） 生徒30名、引率10名 ○

22 台湾高校生とのエネルギーに関する討論、交流会 生徒　約４０名 ○

25-26 福島復興「フィールドワーク」　ｉｎ南相馬市 生徒45名、引率1名 ○

5 ＳＳＨ総合応用講座ガイダンス １学年全員 ○

７ ＳＳＨ　コアＳＳＨ運営指導委員会 ○

14-15 高校生シンポジウム　ｉｎ　京都大学 生徒2名、引率1名 ○

14 ＦＳＣ　担当者会議 ○

21 海外研修事後研修（バークレイズ証券） 生徒４名　引率１名 ○ SSH支援対象外

22 福島復興　企画書作成　講義 復興Ｐ参加生徒 ○ SSH支援対象外

30 第2回　福島数学キャラバン 生徒54名、引率10名 ○

備考参加者内　　　　容日月
研究分類

4

5

6

7

8

9

 

１．４ 研究開発の経緯 

ＳＳＨ事業およびコアＳＳＨ事業の今年度の経緯についてまとめたものを示す。 
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１．４　研究開発の経緯

 

各活動担当者 

 具体的研究 主担当 担当 

課題研究力を醸成する学習カリキュラム

開発研究（ＳＳＨ総合） 
原 

浜田、佐藤真、紺野、佐藤惠、今関、高橋美、

本多信、遠藤、須藤、伊藤 

課題研究推進プログラム開発研究 

（探究） 
原 

遠藤（１学年）、原（２学年） 

理科教員全員、平良、田中訓 

情報機器を活用した理科・数学のカリキ

ュラム開発研究 
須藤 秦、佐藤富、目々澤、平良、ＳＳＨ部 

グローバル社会に対応できる科学人材育

成プログラム開発研究 
橋爪 荒川、渡邊兼、ＳＳＨ部 

福島復興を基盤としたキャリア教育プログ

ラム開発研究 
遠藤 浜田、ＳＳＨ部 

評価 橋爪 ＳＳＨ部 

 

スーパーサイエンス部（ＳＳ部、◎主担当） 

顧問 ◎ 原尚志 ○橋爪清成  遠藤直哉  佐藤友恵 

物理班担当 ◎原尚志  須藤鑑 

佐藤友恵 

田中彩 

化学班担当 ◎橋爪清成  秦孝子  高橋泰洋   

生物班担当 ◎遠藤直哉  佐藤富浩  内池秀一  

地学班担当 ◎目々澤光一 

数学班担当 ◎平良誠 田中訓樹 松浦健二 

 

運営指導委員会 

安藤  晃 東北大学大学院工学研究科 教授 

岡田  努 福島大学総合教育研究センター 准教授 

小澤 喜仁 福島大学共生システム理工学類 教授 

丹治 三則 應義塾大学環境情報学部 講師 

平山 紀夫 日東紡績株式会社常務取締役 開発本部福島研究所所長 

本間  好 福島県立医科大学医学部 教授 

渡辺 正夫 東北大学大学院生命科学研究科 教授 

田代 公啓 福島県教育庁 高校教育課課長 

永田 斉寿 福島県教育センター 指導主事 

 

 

 

 

総合 探究
グロー

バル
復興

コア

ＳＳＨ
教員

20 探究クラス２年生開講式 ２年生探究クラス生徒 ○

27 探究クラス１年生開講式 １年生探究クラス生徒 ○

2 校内放射線測定 探究クラス希望者３０名 ○

3 サイエンスフェスティバル　（郡山市ふれあい科学館） 生徒18名、引率1名 ○

10 ＦＳＣ　担当者会議 ＦＳＣ担当教員 ○

18
特別講義「植物科学の魅力」

東京大学大学院　農学生命科学研究科　経塚淳子　先生

1･2年探究クラス生徒、

希望生徒　教員５名
○ SSH支援対象外

19 物理チャレンジサポート 生徒１名　 ○

20 日本地球惑星科学連合大会　ｉｎ幕張メッセ　⇒　優秀賞受賞 生徒5名、引率1名 ○

21 金環食限界線調査　（南相馬市） 生徒69名、引率2名 ○

17 物理チャレンジサポート 生徒１名 ○

23-24 理数系セミナー（生物） 生徒　約５０名 ○

24 物理チャレンジ２０１２　ｉｎ福島高校 生徒１名　 ○

24 福島高校内　化学オリンピック学習会 生徒１０名 ○

25 ＳＳＨ総合基礎講座「発想法を鍛える」 1学年全員 ○

29-30 海外研修事前研修（バークレイズ証券） 生徒４名　引率１名 ○ SSH支援対象外

1 福島高校内　化学オリンピック学習会 生徒８名 ○

4
ＳＳＨ総合　最先端研究者講演会

「ふしぎなキリスト教」東京工業大学　橋爪大三郎　氏

「試験にでない英語」　東京工業大学　ロジャー・パルバース氏

全校生徒 ○ SSH支援対象外

8 理数系セミナー（化学）（安積高） 生徒55名、引率5名 ○

13
特別講義「わかりやすいプレゼン技術」

東北大学大学院　酒井　聡樹　氏
探究クラス１，２年生 ○

13-14 理数系セミナー（化学）（仙台二高　東北大学） 生徒１０名　引率１名 ○

14-16 理数系セミナー（生物）（福島高） 生徒　約３０名 ○

15 生物オリンピック（福島高） 生徒　約３０名 ○

16 化学グランプリ２０１２　（安積高） 生徒16名、引率1名 ○

18-29 ケンブリッジサイエンスワークショップ（ケンブリッジ大学） 生徒4名、引率1名 ○ SSH支援対象外

26 ケンブリッジワークショップ参加教員発表会（ケンブリッジ大学） 引率教員１名 ○ SSH支援対象外

1 特別講義　　世界銀行　森　秀樹　氏 生徒５０名 ○ SSH支援対象外

5-8 「物理チャレンジ２０１２」第２チャレンジ　ｉｎ　岡山大 生徒1名 ○

6-8 関東研修旅行（日本科学未来館、電力中央研究所、生徒研究発表会） 生徒28名、引率2名 ○

7-9 全国ＳＳＨ生徒研究発表会　（パシフィコ横浜） 生徒3名、引率1名 ○

9-10 「科学グランプリ２０１２」2次選考　ｉｎ慶應義塾大学 生徒1名 ○ SSH支援対象外

10-11 サイエンスカフェ　ｉｎ　東京 生徒2名、引率1名 ○ SSH支援対象外

17-19 ダイコンコンソーシアムを発展させた鹿児島モデル発表会　（鹿児島） 生徒1名、引率1名 ○

19 第1回　福島数学キャラバン 生徒3９名、引率６名 ○

20-21 放射線研究サポート（物理） 生徒30名、引率10名 ○

22 台湾高校生とのエネルギーに関する討論、交流会 生徒　約４０名 ○

25-26 福島復興「フィールドワーク」　ｉｎ南相馬市 生徒45名、引率1名 ○

5 ＳＳＨ総合応用講座ガイダンス １学年全員 ○

７ ＳＳＨ　コアＳＳＨ運営指導委員会 ○

14-15 高校生シンポジウム　ｉｎ　京都大学 生徒2名、引率1名 ○

14 ＦＳＣ　担当者会議 ○

21 海外研修事後研修（バークレイズ証券） 生徒４名　引率１名 ○ SSH支援対象外

22 福島復興　企画書作成　講義 復興Ｐ参加生徒 ○ SSH支援対象外

30 第2回　福島数学キャラバン 生徒54名、引率10名 ○

備考参加者内　　　　容日月
研究分類

4

5

6

7

8

9

 

１．４ 研究開発の経緯 

ＳＳＨ事業およびコアＳＳＨ事業の今年度の経緯についてまとめたものを示す。 

１．４　研究開発の経緯
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総合 探究
グロー

バル
復興

コア

ＳＳＨ
教員

4 楽天ＩＴ学校 復興Ｐ参加生徒 ○ SSH支援対象外

5
「東北地方太平洋沖地震と科学掘削」

東北大学大学院理学研究科　久利　美和　氏

海洋研究開発機構　　　齋藤　実篤　氏

生徒約40名 ○

9 福島復興Ｐ　企画発表会 復興Ｐ参加生徒 ○ SSH支援対象外

12 Tofu Project 復興Ｐ参加生徒 ○ SSH支援対象外

13-14 第2回理数系セミナー（生物） 生徒　約３０名 ○

13-14 情報処理学会　シンポジウム発表（福島市） 教員１名 ○ SSH支援対象外

16 ＳＳＨ総合応用講座① １年生全員 ○

28 第3回　福島数学キャラバン 生徒34名、引率4名 ○

28 東大留学生との交流 生徒約５０名 ○ SSH支援対象外

28 JTB ドリーマートレイン企画発表会（東京） 生徒2名、引率1名 ○ SSH支援対象外

3-4
高校化学グランドコンテスト　（大阪市立大学）

　　　　　⇒ポスター賞＆シュプリンガー賞受賞
生徒３名　引率１名 ○

9 ＳＳＨ総合応用講座② １年生全員 ○

9 日本女性科学者の会　女性研究者トーク会　ｉｎ　東京 生徒10名、引率1名 ○ SSH支援対象外

11 ＦＳＣ　第1回福島数学トップセミナー 生徒30名、引率３名 ○

11 TＴbis 中間ミーティング 生徒８名 ○ SSH支援対象外

15-16 学校視察（日比谷高校、岡崎高校、時習館高校） 教員２名 ○

18 県高校理科研究発表会　ｉｎ　いわき 生徒18名、引率2名 ○

24 科学の甲子園県予選　ｉｎ福島大学　⇒　準優勝 生徒35名、引率1名 ○

28 楽天ＩＴ学校 福島復興Ｐ参加生徒 ○ SSH支援対象外

29 特別講義「粘土鉱物学の基礎」　東北大学　准教授　久利美和　氏 探究クラス生徒約20名 ○

30 特別講義「世界経済の200年」　東京大学大学院　松井　彰彦　氏 探究生徒・希望生徒約80名 ○

1-2 ＦＳＣ　理数系セミナー地学　ｉｎ　磐城高校 生徒24名、引率8名 ○

5 ＳＳＨ総合応用講座③ １年生全員 ○

7-8 ダイコンコンソーシアムを発展させた鹿児島モデル発表会（鹿児島） 生徒1名、引率1名 ○

9 ＦＳＣ　第2回福島数学トップセミナー 生徒４４名　引率８名 ○

9 ＦＳＣサイエンスフェア　ｉｎこむこむ 生徒97名、引率１５名 ○

15-16 東北地区ＳＳＨ校教員研修会（盛岡市） 教員３名 ○

22 SBPのビジネスアイディアコンテスト　プレゼン（東京） 生徒４名　引率１名 ○ SSH支援対象外

25 ＳＳＨ校情報交換会（東京） 教員２名 ○

25 東北大学理学部　研修 生徒６名　引率１名 ○

26 ＥＳ２プロジェクト① 生徒４名 ○ SSH支援対象外

14 ＦＳＣ物理プレチャレンジ（福島高） 生徒30名、引率8名 ○

14 日本数学オリンピック　（郡山市） 生徒9名、引率1名 ○

17 ＳＳＨ総合応用講座④ １年生全員 ○

26-27 北海道東北地区ＳＳＨ発表会（仙台三高） 生徒10名、引率2名 ○

2 ＦＳＣ　生徒交流会　（いわき市文化センター） 生徒160名、引率16名 ○

2-3 ＦＳＣ　理数系セミナー（生物） 生徒約３０名 ○

8 楽天ＩＴ学校　新春カンファレンス　プレゼン 生徒２名　引率１名 ○ SSH支援対象外

10 ＥＳ２プロジェクト② 生徒４名 ○ SSH支援対象外

10 ＧＩサミット　プレゼン（裏磐梯） 生徒５名　引率１名 ○ SSH支援対象外

21 福島高校ＳＳＨ生徒研究発表会 1･2年全員 ○ ○

21 ＳＳＨ　コアＳＳＨ運営指導委員会 ○

22-23 ＦＳＣ　グローバル　国内研修（福島高） 生徒８名　引率２名 ○

22 ＦＳＣ　担当者会議 ○

2 そうそうこども科学祭２０１３（南相馬市） 生徒６名　引率１名 ○ SSH支援対象外

15-16 北東アジア環境シンポジウム（新潟南高） 生徒17名、引率1名 ○

17 サイエンスキャッスル（東京工大） 生徒４名　引率１名 ○ SSH支援対象外

19-23 FSC　台湾海外研修（台北、新竹、台中） 生徒30名、引率7名 ○

21 創造的復興教育協会　発表会（東京大学） 生徒４名　引率１名 ○ SSH支援対象外

24 つくばサイエンスエッジ 生徒４名　引率１名 ○

25-27 中国高校生との交流 生徒６名　引率１名 ○ SSH支援対象外

30 日本水環境学会東北支部　水ものがたり研究会（東北大学） 生徒１５名　引率２名 ○ SSH支援対象外

10

11

12

1

2

3

月 日 内　　　　容 参加者
研究分類

備考

 

第Ⅱ章 研究開発の内容 

 

２．１ 課題研究力を醸成する学習カリキュラム開発研究 

２．１．１ 概要と仮説 

（１）概要 

 課題研究力を醸成する学習カリキュラム開発研究を通して高めようとする生徒の力は、下図

(1)研究力醸成のａ課題発見力、ｂ課題解決力の２つである。 

能力・資質 

テーマ 

ａ 課題 

発見力 

ｂ 課題 

解決力 

ｃ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ

ﾝ力 

ｄ ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺ

ﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力 

ｅ 熱意 ｆ 行動力 

(1)研究力醸成 ○ ○     

(2)課題研究 ○ ○   ○ ○ 

(3)情報ｶﾘｷｭﾗﾑ   ○    

(4)ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ人材    ○ ○ ○ 

(5)ｷｬﾘｱ教育 ○ ○   ○ ○ 

 

 このためⅠ期目同様、１年生を対象として、学校設定科目「ＳＳＨ総合」を履修させた。 

 １年次のＳＳＨ総合は、昨年Ⅱ期目のＳＳＨを見据えてⅠ期目の内容を大幅に見直し、基礎

講座・応用講座の２本の柱で構成することにした。今年度はさらに、この２つの柱を充実させ

た。 

 基礎講座では、あらたに慶應義塾大学システムデザインマネジメント研究科の協力を得、発

想法の学習（３時間）を組み入れた。ここでは、ブレーンス・ストーミング、KJ 法などの技法

について学習した。 

 応用講座は昨年同様、現代社会や地域の課題について学ぶことを目的として講座を選択さ

せ、テーマ別学習を行った。昨年の 10 講座に対して今年は 12 講座から選択させることができ

た。さらに昨年とは違い、講座で学んだ内容またはそれを発展させた内容を、各講座の代表の

生徒数名に、校内生徒研究発表会で発表させた。 

 

（２）仮説 

 

基礎教養として課題研究の技法や表現の技法を習得させることで、物事を科学的にとらえ表

現する基礎的な研究力を高めることができる。さらに、震災や原発事故を含めた現代社会の抱

える課題を学習することによって、生徒のａ課題発見力、ｂ課題解決力を高めることができる。
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２．１　課題研究力を醸成する学習カリキュラム開発研究

 

 

総合 探究
グロー

バル
復興

コア

ＳＳＨ
教員

4 楽天ＩＴ学校 復興Ｐ参加生徒 ○ SSH支援対象外

5
「東北地方太平洋沖地震と科学掘削」

東北大学大学院理学研究科　久利　美和　氏

海洋研究開発機構　　　齋藤　実篤　氏

生徒約40名 ○

9 福島復興Ｐ　企画発表会 復興Ｐ参加生徒 ○ SSH支援対象外

12 Tofu Project 復興Ｐ参加生徒 ○ SSH支援対象外

13-14 第2回理数系セミナー（生物） 生徒　約３０名 ○

13-14 情報処理学会　シンポジウム発表（福島市） 教員１名 ○ SSH支援対象外

16 ＳＳＨ総合応用講座① １年生全員 ○

28 第3回　福島数学キャラバン 生徒34名、引率4名 ○

28 東大留学生との交流 生徒約５０名 ○ SSH支援対象外

28 JTB ドリーマートレイン企画発表会（東京） 生徒2名、引率1名 ○ SSH支援対象外

3-4
高校化学グランドコンテスト　（大阪市立大学）

　　　　　⇒ポスター賞＆シュプリンガー賞受賞
生徒３名　引率１名 ○

9 ＳＳＨ総合応用講座② １年生全員 ○

9 日本女性科学者の会　女性研究者トーク会　ｉｎ　東京 生徒10名、引率1名 ○ SSH支援対象外

11 ＦＳＣ　第1回福島数学トップセミナー 生徒30名、引率３名 ○

11 TＴbis 中間ミーティング 生徒８名 ○ SSH支援対象外

15-16 学校視察（日比谷高校、岡崎高校、時習館高校） 教員２名 ○

18 県高校理科研究発表会　ｉｎ　いわき 生徒18名、引率2名 ○

24 科学の甲子園県予選　ｉｎ福島大学　⇒　準優勝 生徒35名、引率1名 ○

28 楽天ＩＴ学校 福島復興Ｐ参加生徒 ○ SSH支援対象外

29 特別講義「粘土鉱物学の基礎」　東北大学　准教授　久利美和　氏 探究クラス生徒約20名 ○

30 特別講義「世界経済の200年」　東京大学大学院　松井　彰彦　氏 探究生徒・希望生徒約80名 ○

1-2 ＦＳＣ　理数系セミナー地学　ｉｎ　磐城高校 生徒24名、引率8名 ○

5 ＳＳＨ総合応用講座③ １年生全員 ○

7-8 ダイコンコンソーシアムを発展させた鹿児島モデル発表会（鹿児島） 生徒1名、引率1名 ○

9 ＦＳＣ　第2回福島数学トップセミナー 生徒４４名　引率８名 ○

9 ＦＳＣサイエンスフェア　ｉｎこむこむ 生徒97名、引率１５名 ○

15-16 東北地区ＳＳＨ校教員研修会（盛岡市） 教員３名 ○

22 SBPのビジネスアイディアコンテスト　プレゼン（東京） 生徒４名　引率１名 ○ SSH支援対象外

25 ＳＳＨ校情報交換会（東京） 教員２名 ○

25 東北大学理学部　研修 生徒６名　引率１名 ○

26 ＥＳ２プロジェクト① 生徒４名 ○ SSH支援対象外

14 ＦＳＣ物理プレチャレンジ（福島高） 生徒30名、引率8名 ○

14 日本数学オリンピック　（郡山市） 生徒9名、引率1名 ○

17 ＳＳＨ総合応用講座④ １年生全員 ○

26-27 北海道東北地区ＳＳＨ発表会（仙台三高） 生徒10名、引率2名 ○

2 ＦＳＣ　生徒交流会　（いわき市文化センター） 生徒160名、引率16名 ○

2-3 ＦＳＣ　理数系セミナー（生物） 生徒約３０名 ○

8 楽天ＩＴ学校　新春カンファレンス　プレゼン 生徒２名　引率１名 ○ SSH支援対象外

10 ＥＳ２プロジェクト② 生徒４名 ○ SSH支援対象外

10 ＧＩサミット　プレゼン（裏磐梯） 生徒５名　引率１名 ○ SSH支援対象外

21 福島高校ＳＳＨ生徒研究発表会 1･2年全員 ○ ○

21 ＳＳＨ　コアＳＳＨ運営指導委員会 ○

22-23 ＦＳＣ　グローバル　国内研修（福島高） 生徒８名　引率２名 ○

22 ＦＳＣ　担当者会議 ○

2 そうそうこども科学祭２０１３（南相馬市） 生徒６名　引率１名 ○ SSH支援対象外

15-16 北東アジア環境シンポジウム（新潟南高） 生徒17名、引率1名 ○

17 サイエンスキャッスル（東京工大） 生徒４名　引率１名 ○ SSH支援対象外

19-23 FSC　台湾海外研修（台北、新竹、台中） 生徒30名、引率7名 ○
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２．１ 課題研究力を醸成する学習カリキュラム開発研究 

２．１．１ 概要と仮説 

（１）概要 

 課題研究力を醸成する学習カリキュラム開発研究を通して高めようとする生徒の力は、下図

(1)研究力醸成のａ課題発見力、ｂ課題解決力の２つである。 

能力・資質 

テーマ 

ａ 課題 

発見力 

ｂ 課題 

解決力 

ｃ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ

ﾝ力 

ｄ ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺ

ﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力 

ｅ 熱意 ｆ 行動力 

(1)研究力醸成 ○ ○     

(2)課題研究 ○ ○   ○ ○ 

(3)情報ｶﾘｷｭﾗﾑ   ○    

(4)ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ人材    ○ ○ ○ 

(5)ｷｬﾘｱ教育 ○ ○   ○ ○ 

 

 このためⅠ期目同様、１年生を対象として、学校設定科目「ＳＳＨ総合」を履修させた。 

 １年次のＳＳＨ総合は、昨年Ⅱ期目のＳＳＨを見据えてⅠ期目の内容を大幅に見直し、基礎

講座・応用講座の２本の柱で構成することにした。今年度はさらに、この２つの柱を充実させ

た。 

 基礎講座では、あらたに慶應義塾大学システムデザインマネジメント研究科の協力を得、発

想法の学習（３時間）を組み入れた。ここでは、ブレーンス・ストーミング、KJ 法などの技法

について学習した。 

 応用講座は昨年同様、現代社会や地域の課題について学ぶことを目的として講座を選択さ

せ、テーマ別学習を行った。昨年の 10 講座に対して今年は 12 講座から選択させることができ

た。さらに昨年とは違い、講座で学んだ内容またはそれを発展させた内容を、各講座の代表の

生徒数名に、校内生徒研究発表会で発表させた。 

 

（２）仮説 

 

基礎教養として課題研究の技法や表現の技法を習得させることで、物事を科学的にとらえ表

現する基礎的な研究力を高めることができる。さらに、震災や原発事故を含めた現代社会の抱

える課題を学習することによって、生徒のａ課題発見力、ｂ課題解決力を高めることができる。
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２．１．２ 内容 １学年 

 １学年の学校設定科目「ＳＳＨ総合」(年間 40 時間)の内容は、下表のように構成した。Ｓ

ＳＨ部が関わるのは 22 時間＋進路講演会 2 時間（進路指導部との共催）＝24 時間となってい

る。 

 
（１）基礎講座 

 基礎講座では、昨年同様「論理的とは何か」「情報アクセス」「情報リテラシー」「データ

取得と処理(測定と誤差)」は、国語科、福島県立図書館、数学科、理科の協力を得て実施した。

昨年度との変更点は、慶應義塾大学大学システムデザインマネジメント研究科の支援で、発想

法の授業を取り入れたところにある。 

 講座「発想法を学ぶ」の実施は 6 月 25 日（月）5・6・7 校時。事前に各クラス８名ごと５班

編成として、会場の体育館に入場。まず、アイス・ブレイクで人の意見に繰り返し「いいね！」

を伝える練習、次に発想法としての KJ 法を学び、福島復興に向けてのアイディアを出し合い、

最後にグループごとに発表した。講師たちは、体育館で 320 名を相手にブレーン・ストーミン

グの指導をするのははじめてであったが、生徒たちは終始楽しく学び、充実した３時間であっ

た。流れは以下の通りである。 

時程 内容 生徒の様子 

13:10 

13:25 

13:40 

14:30 

15:00 

15:30 

15:45 

内容説明 

アイス・ブレイク 

ブレーン・ストーミング 

KJ 法 

スキット準備 

各班代表によるスキット 

まとめ 

・8 人 1 班、各クラス５班編成 

・「いいね」の連発 

・付箋に書き込んだアイディアを順番に模造紙に貼付け 

・アイディアの関連付け 

・アイディアのグループ化とグループの関連づけ 

・各班代表による発表（８班程度） 

 

 終了後の生徒の評価を以下に示す。 

 どの項目も全て評価が高くほぼ 90%以上の生徒に好評であったことがわかる。特に 96%とい

う実に多くの生徒が発想を練る上での参考になったと答えている。 

 

 

 放課後には SS 部・復興プロジェクトに関わる上級生のために改めて同じ内容の講義をして

いただき、講師の先生方には、到着直後から終了まで 6 時間の長きにわたって、ほとんど立ち

っぱなしで教えて頂いた。輝かしいご経歴をお持ちの蒼々たる先生方からの、本校ＳＳＨ活動

への手厚いご協力に、あらためてここで御礼申し上げたい。 

 

 また、「情報アクセス」では、福島県立図書館の協力により、本校情報室を用いての情報検

索講座１時間＋県立図書館見学１時間の合計２時間で実施することができた。東日本太平洋大

地震により県立図書館が被災し、昨年度の講座では見学を実施できなかったが、2012 年 7 月に

全館復旧となり、今年度は見学も実施することができた。 

 見学では、生徒は 100 万冊にも及ぶ圧倒的な蔵書量に驚くとともに、検索端末の位置や相談

カウンターの位置などを確認した。さらに本県二本松市出身の朝河貫一の書簡類の所蔵庫や、

日清日露戦争関係資料を収集した佐藤文庫などの貴重な資料の所蔵庫も見学させていただい

た。 
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（２）応用講座 

 応用講座は、１年生のＳＳＨ総合の目玉とも呼ぶべきもので、「現代社会や地域の抱える課

題」について学ぶのを主眼としている。2 時間×4 回の各講座に加え 1 時間の紹介合わせ計 9

時間で展開した。講座の編成は、次ページの表の通りである。昨年は 10 講座であったが、今

年は 12 講座となった。昨年の「浮世絵と油絵」「レアアース」の 2 講座にかえて、「学校を

問う」「映画が伝えるもの」「細胞性粘菌」「鉄・刀・日本文化」の 4 講座が新たに加わった。

生徒数 320 名÷12 講座＝27 名となるが、テーマ別学習の趣旨から極力第一希望優先の講座編

成とし、各講座の生徒数は 14〜35 名となった。 

 このうち「コンピューターと音楽」は今年も福島大学 嶋津武仁教授の協力を得、各回バス

で福島大学へ移動して大学のコンピューター室を使って実施した。Ｍａｃのソフトウェア「Ｇ

ａｒａｇｅＢａｎｄ」を利用するためである。４回の講座によって、ソフトウェアの利用から

音源の収集、作曲まで実施し、全員曲を完成させた。 

 「鉄・刀・日本文化」は、福島在住の藤安将平刀匠の協力を得て実施された。砂鉄からたた

ら製鉄によって玉鋼とし、これを脱炭して日本刀にしていくようすを体験も交えて、学ばせて

頂いた。 

 「細胞性粘菌」は山形県立博物館 川上新一氏のご指導のもと実施した。粘菌について一通

り学んだ後、信夫山から粘菌を採取し観察した。 

 「放射線を学ぶ」では、文科省の貸し出す線量計「はかるくん」を用い、全員が各自の自室

や自宅周辺の測定報告を行った。さらに千代田テクノル 酒井昭宏先生「食品に含まれる放射

能測定について」、東京大学医科学研究所・南相馬病院 坪倉正治医師「南相馬病院でのホー

ルボディカウンター計測から」というご講義を頂き、現在流通食品は検査されており、未計測

の天然産食材を口にしない限り危険はほとんどないこと、チェルノブイリ事故では数年後政治

体制の変化により、未計測の食材を食べる人が増え、内部被曝が増えたことなどを学んだ。 

 また、今年度は校内生徒研究発表会において、応用講座で学んだことなどを主にポスターで

発表させた。12 講座のうち 8 講座から代表が発表を行った。 

 ポスターの作成は代表の生徒が行い、印刷はＳＳＨ部の担当者が行った。また、発表会当日

は代表者数名がポスターの前に立ち、約１時間の発表を行った。 

 

 

 

 

 

  

平成 24 年度 1 学年ＳＳＨ総合 応用講座一覧
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各回の講座の内容を一部示す。 

２ ヒューマンセクソロジー 

 

 

 

３ 音楽創造とコンピューター 

 

 

５ 鉄・刀・日本の文化 

 

 

６ 裁判員制度 
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10 生命科学と生命倫理 

 

 

12 放射線を学ぶ 

 

 

２．１．３ 内容 ２学年 

 本校では、平成 22 年度より、２学年で従来行われてきた修学旅行を「研修旅行」と改めて実施

して来た。今年は３年目で、プロジェクトの完成年度である。本校生に身につけてほしい自主性･

主体性･積極性･企画力等の総合的な力の養成を目的とし、３泊４日の研修旅行中の１日を SSH 総

合の時間の時間(７時間)として、目的別研修を実施した。 

 

（１）仮説（ねらい） 

・テーマを自主的に設定する。  <意欲･自主性>  

・グループで計画を立て、活動する。  <企画力･協調性･行動力> 

・研修結果をレポートとしてまとめ発表する。 <分析力･総合力･表現力> 

 

（２）活動概要 

《１年次》 

 <10 月> [ガイダンス] 今後の活動日程の説明。生徒の活動開始 

  <11 月> テーマ検討（個人ごと） 

 <12 月> テーマ調整、班編制。 

 <１月> 班別活動(1) 訪問先検討(1) 

 <２月>  班別活動(2) 訪問先について下調べ(1) 

《２年次》<４月> 班別活動(3) 訪問先にアポイントメントを取る。 

 <５月> 班別活動(4) 訪問先調整、決定 

 <６月> 班別活動(5) 研修活動細案検討 

 <７月> 班別活動(6) 研修活動細案作成(1) 経路、時刻、経費 

 <９月> 班別活動(7) 研修活動細案作成(2) 最終調整、確認 

 <10 月> 研修旅行 10 月 16 日(火)～19 日(金) のちレポート作成（班別、個人別） 

 

（３）主な研修テーマ・訪問先 … 次ページに一覧を掲げる。 
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２．１　課題研究力を醸成する学習カリキュラム開発研究

 

10 生命科学と生命倫理 

 

 

12 放射線を学ぶ 

 

 

２．１．３ 内容 ２学年 

 本校では、平成 22 年度より、２学年で従来行われてきた修学旅行を「研修旅行」と改めて実施

して来た。今年は３年目で、プロジェクトの完成年度である。本校生に身につけてほしい自主性･

主体性･積極性･企画力等の総合的な力の養成を目的とし、３泊４日の研修旅行中の１日を SSH 総

合の時間の時間(７時間)として、目的別研修を実施した。 

 

（１）仮説（ねらい） 

・テーマを自主的に設定する。  <意欲･自主性>  

・グループで計画を立て、活動する。  <企画力･協調性･行動力> 

・研修結果をレポートとしてまとめ発表する。 <分析力･総合力･表現力> 

 

（２）活動概要 

《１年次》 

 <10 月> [ガイダンス] 今後の活動日程の説明。生徒の活動開始 

  <11 月> テーマ検討（個人ごと） 

 <12 月> テーマ調整、班編制。 

 <１月> 班別活動(1) 訪問先検討(1) 

 <２月>  班別活動(2) 訪問先について下調べ(1) 

《２年次》<４月> 班別活動(3) 訪問先にアポイントメントを取る。 

 <５月> 班別活動(4) 訪問先調整、決定 

 <６月> 班別活動(5) 研修活動細案検討 

 <７月> 班別活動(6) 研修活動細案作成(1) 経路、時刻、経費 

 <９月> 班別活動(7) 研修活動細案作成(2) 最終調整、確認 

 <10 月> 研修旅行 10 月 16 日(火)～19 日(金) のちレポート作成（班別、個人別） 

 

（３）主な研修テーマ・訪問先 … 次ページに一覧を掲げる。 
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主なテーマと訪問先   
  研究テーマ 見 学 場 所 

1 和算の研究 関孝和数学研究所 京都大学総合人間学部   

2 先端科学技術の見学 京都大学原子力実験所 トヨタ自動車   

3 教育関係施設の見学 京都大学教育学部 京都大学高等教育研究科   

4 放射能についての知識を増やす 財団法人放射線影響研究所     

5 放射線が生物に与える影響 広島大学原爆放射線研究所 広島市農業振興センター 放射能影響研究所 

6 放射光の研究 Sprig-８     

7 レーザーエネルギーによる核融合 理化学研究所播磨研究所 
理研次世代スーパーコンピュータ

開発本部 
  

8 ｉｐｓ細胞（京都大学）認知脳科学 京都大学 ips 細胞研究所 大阪大学認知脳科学研究室 京都大学再生医科学研究所 

9 最先端の科学 京都大学工学部情報科学研究室     

10 発酵食品に使われている微生物について 明治乳業ヨーグルト館 ヤクルト本社京都工場 雪印メグミルク京都工場 

11 創薬研究と生物の仕組みについて 京都大学薬学部薬学研究科 神戸理化学研究所 武田製薬株式会社 

12 科学を知る ニューロンエイジ グリコピア神戸   

13 讃岐うどんを学ぶ さぬき麺業本店 中野うどん学校高松店 中野うどん学校琴平校 

14 京都、大阪 七條甘春堂 京友禅体験工房 九益西村屋   

15 歴史的建造物を学ぶ 厳島神社 宮島歴史民族資料館   

16 大徳寺、他 京小庵 茶道体験 京扇堂 

17 京都の寺社の特色 京都御所 清水寺 二条城 

18 京都の歴史・文化 龍安寺 哲学の道 大阪歴史博物館 

19 京都の伝統的な工芸品について EN 家(えんや) 西陣織会館 安達くみひも館 

20 アニメーションとその文化と歴史 京都アニメーション本社 アングル   

21 阪神淡路大震災から学ぶ震災と復興 人と防災未来センター 異人館 南京町 

22 お菓子の歴史 明治製菓大阪工場 グリコピア神戸   

23 日本文化と各国の文化を比較する 
オランダ館･オーストリアの家 

・デンマーク館 
神戸大学 神戸女学院大学 

24 阪神淡路大震災と東日本大震災を比べる 人と防災未来センター 神戸港震災メモリアルパーク NPO エフエムわいわい 

25 甲子園球場の歴史 甲子園球場 甲子園博物館   

26 日本と海外の関わり方 ハーバーランド 異人館通り 南京町 

27 世界経済と日本（神戸大学） グリコ 神戸大学経済経営研究所 大阪証券取引所 

28 インスタントラーメンの歴史を知ろう インスタントラーメン発明記念館     

29 お金の歴史 造幣局     

30 京都霊山、他 
幕末維新ミュージアム 

霊山歴史館 
八木邸 養源院 

31 大阪の歴史 大阪歴史博物館 大阪青山歴史文学博物館   

32 ラグビーの歴史 近鉄花園 大阪南ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ協会   

33 大阪の文化 なんばグランド花月 明治製菓大阪工場 海遊館 

34 関西と福島の文化比較 キッコーマン高砂工場 たこ焼きミュージアム   

35 人権と世界の今の状況について見聞し体験する 大阪ユニセフ協会 大阪人権博物館 大阪国際平和センター 

36 卑弥呼を探す 奈良国立博物館     

37 正倉院の文化・芸術 奈良国立博物館 東大寺･正倉院   

38 城と文化 大阪城 清水寺 二条城 

39 幕末の偉人について 霊山博物館 寺田屋跡 近江屋跡 

40 京文化（建築、仏像、舞妓さん） 金閣寺 銀閣寺 変身処 舞香 

41 日本の文化の真髄を知る 清水寺 京都国立博物館 三十三間堂 

42 京都の寺巡り 嵐山嵯峨野 渡月橋 天竜寺･念仏寺 

43 京都の寺と城 清水寺 金閣寺 大阪城 

44 食文化の比較（コカコーラ、福寿園） ｺｶｺｰﾗ京都工場 福寿園京都本舗   

45 千利休と茶の湯の世界について 北野天満宮 茶道資料館   

46 京都の着物・和服文化について 西陣織会館 近所の呉服店   

47 ゲーム技術研究 任天堂     

48 自衛隊基地の見学 航空自衛隊防府北基地 海上自衛隊呉地方総監部   

 
（４）研修後の感想（生徒の自由記述 ） 

・キャンパス内の施設の説明ももちろん参考になったが、先輩との質疑応答がとても参考にな

った。大学での授業のシステムや勉強法、自分たちの将来についてなどたくさんのことにつ

いて意見交換をしあい、学ぶことが多かった。（男子Ａ、京都大学訪問） 

・生まれて初めて原子炉内をのぞくことができ、貴重な体験ができた。中性子線の利用ひとつ

を取るだけでも物理学と農学や医学は密接につながっていることを知った。これら最新の技

術を学び人間生活に役立てていきたい。（男子Ｄ、京都大学原子力実験所訪問） 

 

・型紙の選択･配置、染料の刷り込み･除去等々、すべての行程に小さな工夫がいくつも集まっ

て成り立っていることを知りました。日本文化の繊細さは、日本人の気質そのものを表して

いると思います。日本人に生まれてよかった。（女子Ｆ、丸益西村屋(友禅染体験工房)訪問） 

・今回の研修旅行で私が痛感したことは、日本の伝統技術の素晴らしさ･偉大さです。そして、

現代の便利な生活の根本には、そのような先人たちの知恵が詰まっていることです。私たち

はそれらを深く理解し、感謝の念を抱くのと同時に、後世に伝えていく義務がある、と生ま

れて初めて思いました。（女子Ｇ、厳島神社、丸益西村屋訪問） 

・福島第一原発事故による放射線の影響をもっと詳しく知りたくて、ここを選びました。です

が、原爆は瞬間線量の違いから、人体への影響は単純に比較できないことも知りました。福

島県の人たちは、これからまだ長期にわたって健康状態を注視していく必要があると思いま

す。（女子Ｊ、広島大学原爆放射線医科学研究所訪問） 

・阪神淡路大震災は、私が生まれる前のことで、習い知ってはいましたがそれだけのことでし

た。東日本大震災を経験し、阪神淡路大震災の復興の教訓が東日本の復興にも生かされると

思いここを選びましたが、大いにためになりました。（女子Ｍ、人と防災未来センター(神戸

市)訪問） 

 

（５）検証 

・研修テーマを生徒各自が自主的に設定することにより、物事に主体的に取り組む意欲･積極

性が高まり、総合的な力を養成することができた。 

・研修先（訪問先）は、希望に基づき、生徒自らが設定した。当初訪問先は 100 を超えたが、

生徒の希望を優先することで生徒の意欲を高め、事前調査から事後学習まで、積極的に取り

組むことができた。 

・内容が類似するものをグループ化し、クラスを越えた班編制を行った。そのことにより、日

頃は関わりが薄い他のクラスの生徒とも、同じ興味･関心を持った者同士として、お互いに

刺激しあい協力して物事を進める力を大いに高めることができた。 

・研修先は自分の興味･関心があるところであり、進路希望と関連のある研究所や大学等を訪

問したグループは、訪問先から手厚く対応してもらい、社会人としての生き方、仕事の進め

方という点においても、多くのことを学ぶことができた。 

・事後活動として、研修の成果をレポートにまとめたが、完成度が高い充実したレポートが多

かった。表現力の向上にも大いに寄与した。 
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２．１　課題研究力を醸成する学習カリキュラム開発研究

 

 

主なテーマと訪問先   
  研究テーマ 見 学 場 所 

1 和算の研究 関孝和数学研究所 京都大学総合人間学部   

2 先端科学技術の見学 京都大学原子力実験所 トヨタ自動車   

3 教育関係施設の見学 京都大学教育学部 京都大学高等教育研究科   

4 放射能についての知識を増やす 財団法人放射線影響研究所     

5 放射線が生物に与える影響 広島大学原爆放射線研究所 広島市農業振興センター 放射能影響研究所 

6 放射光の研究 Sprig-８     

7 レーザーエネルギーによる核融合 理化学研究所播磨研究所 
理研次世代スーパーコンピュータ

開発本部 
  

8 ｉｐｓ細胞（京都大学）認知脳科学 京都大学 ips 細胞研究所 大阪大学認知脳科学研究室 京都大学再生医科学研究所 

9 最先端の科学 京都大学工学部情報科学研究室     

10 発酵食品に使われている微生物について 明治乳業ヨーグルト館 ヤクルト本社京都工場 雪印メグミルク京都工場 

11 創薬研究と生物の仕組みについて 京都大学薬学部薬学研究科 神戸理化学研究所 武田製薬株式会社 

12 科学を知る ニューロンエイジ グリコピア神戸   

13 讃岐うどんを学ぶ さぬき麺業本店 中野うどん学校高松店 中野うどん学校琴平校 

14 京都、大阪 七條甘春堂 京友禅体験工房 九益西村屋   

15 歴史的建造物を学ぶ 厳島神社 宮島歴史民族資料館   

16 大徳寺、他 京小庵 茶道体験 京扇堂 

17 京都の寺社の特色 京都御所 清水寺 二条城 

18 京都の歴史・文化 龍安寺 哲学の道 大阪歴史博物館 

19 京都の伝統的な工芸品について EN 家(えんや) 西陣織会館 安達くみひも館 

20 アニメーションとその文化と歴史 京都アニメーション本社 アングル   

21 阪神淡路大震災から学ぶ震災と復興 人と防災未来センター 異人館 南京町 

22 お菓子の歴史 明治製菓大阪工場 グリコピア神戸   

23 日本文化と各国の文化を比較する 
オランダ館･オーストリアの家 

・デンマーク館 
神戸大学 神戸女学院大学 

24 阪神淡路大震災と東日本大震災を比べる 人と防災未来センター 神戸港震災メモリアルパーク NPO エフエムわいわい 

25 甲子園球場の歴史 甲子園球場 甲子園博物館   

26 日本と海外の関わり方 ハーバーランド 異人館通り 南京町 

27 世界経済と日本（神戸大学） グリコ 神戸大学経済経営研究所 大阪証券取引所 

28 インスタントラーメンの歴史を知ろう インスタントラーメン発明記念館     

29 お金の歴史 造幣局     

30 京都霊山、他 
幕末維新ミュージアム 

霊山歴史館 
八木邸 養源院 

31 大阪の歴史 大阪歴史博物館 大阪青山歴史文学博物館   

32 ラグビーの歴史 近鉄花園 大阪南ﾗｸﾞﾋﾞｰﾌｯﾄﾎﾞｰﾙ協会   

33 大阪の文化 なんばグランド花月 明治製菓大阪工場 海遊館 

34 関西と福島の文化比較 キッコーマン高砂工場 たこ焼きミュージアム   

35 人権と世界の今の状況について見聞し体験する 大阪ユニセフ協会 大阪人権博物館 大阪国際平和センター 

36 卑弥呼を探す 奈良国立博物館     

37 正倉院の文化・芸術 奈良国立博物館 東大寺･正倉院   

38 城と文化 大阪城 清水寺 二条城 

39 幕末の偉人について 霊山博物館 寺田屋跡 近江屋跡 

40 京文化（建築、仏像、舞妓さん） 金閣寺 銀閣寺 変身処 舞香 

41 日本の文化の真髄を知る 清水寺 京都国立博物館 三十三間堂 

42 京都の寺巡り 嵐山嵯峨野 渡月橋 天竜寺･念仏寺 

43 京都の寺と城 清水寺 金閣寺 大阪城 

44 食文化の比較（コカコーラ、福寿園） ｺｶｺｰﾗ京都工場 福寿園京都本舗   

45 千利休と茶の湯の世界について 北野天満宮 茶道資料館   

46 京都の着物・和服文化について 西陣織会館 近所の呉服店   

47 ゲーム技術研究 任天堂     

48 自衛隊基地の見学 航空自衛隊防府北基地 海上自衛隊呉地方総監部   

 
（４）研修後の感想（生徒の自由記述 ） 

・キャンパス内の施設の説明ももちろん参考になったが、先輩との質疑応答がとても参考にな

った。大学での授業のシステムや勉強法、自分たちの将来についてなどたくさんのことにつ

いて意見交換をしあい、学ぶことが多かった。（男子Ａ、京都大学訪問） 

・生まれて初めて原子炉内をのぞくことができ、貴重な体験ができた。中性子線の利用ひとつ

を取るだけでも物理学と農学や医学は密接につながっていることを知った。これら最新の技

術を学び人間生活に役立てていきたい。（男子Ｄ、京都大学原子力実験所訪問） 

 

・型紙の選択･配置、染料の刷り込み･除去等々、すべての行程に小さな工夫がいくつも集まっ

て成り立っていることを知りました。日本文化の繊細さは、日本人の気質そのものを表して

いると思います。日本人に生まれてよかった。（女子Ｆ、丸益西村屋(友禅染体験工房)訪問） 

・今回の研修旅行で私が痛感したことは、日本の伝統技術の素晴らしさ･偉大さです。そして、
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す。（女子Ｊ、広島大学原爆放射線医科学研究所訪問） 

・阪神淡路大震災は、私が生まれる前のことで、習い知ってはいましたがそれだけのことでし

た。東日本大震災を経験し、阪神淡路大震災の復興の教訓が東日本の復興にも生かされると

思いここを選びましたが、大いにためになりました。（女子Ｍ、人と防災未来センター(神戸
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（５）検証 

・研修テーマを生徒各自が自主的に設定することにより、物事に主体的に取り組む意欲･積極
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２．１．３ 「ＳＳＨ総合」の検証 

 今年度から始めたⅡ期目の学校設定科目「ＳＳＨ総合」の有効性について、年度末１年生全員

（294 名回答）にアンケートを実施し検証した。 

 

 グラフ「基礎講座で伸びた力」は、

ＳＳＨ総合の各講座の受講をとおし

てａ～ｆの力のうちどの力が伸びた

か○をつけさせ、それぞれの講座ごと

に累計したもので、数字は延べ人数で

ある。 

 基礎講座では「発想法」が最も力を

伸ばしている(計 343 人)。しかし、ａ

課題解決力とｂ課題発見力の伸びで

見るとどの講座もほぼ一様（約 140

人）であり、基礎講座がこれらの力を

充分伸ばしたのがわかる。 

 応用講座では、さらに多くの生徒が力の伸びを感じており、ａ課題解決力とｂ課題発見力に加

え、ｃコミュニケーション力、ｅ熱意、ｆ行動力など、いずれもよく伸びている。 

 

 グラフ「応用講座の満足度」は、選

択した講座ごとに満足度を集計した。

「とてもよい内容で後輩に勧めたい」

と「内容に充分満足している」をあわ

せると 78%にものぼり、「全体的には

満足」も含めると全体の 97%生徒が満

足を感じている。 

 

 また、今年度は校内生徒研究発表会

において、応用講座で学んだことなど

をポスターで発表させた。発表会で発

表した者としなかった者の比較は特

に行っていないが、発表した者の感想からは、ポスターの制作や発表の練習を通して、なお一層

課題の把握に努めていることがうかがえ、学習内容の発表は課題発見力、課題解決力の伸張にも

有効であると言える。 
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結論 

１ 「ＳＳＨ総合」の設定により、ａ課題発見力、ｂ課題解決力を伸ばすことができた。 

２ 応用講座はａ〜f の力を良く伸ばしており、生徒は講座の内容にもかなり満足している。 

３ 応用講座の学習内容を発表させることはａ課題発見力、ｂ課題解決力の伸長にも有効であ

る。 

 

２．２ 課題研究推進プログラム開発研究 

２．２．１ 概要と仮説 

（１）概要 

 課題研究推進プログラム研究を通して高めようとする生徒の力は、下図(2)課題研究のａ、ｂ、

ｅ、ｆの４つである。 

能力・資質 

テーマ 

ａ 課題 

発見力 

ｂ 課題 

解決力 

ｃ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ

ﾝ力 

ｄ ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺ

ﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力 

ｅ 熱意 ｆ 行動力 

(1)研究力醸成 ○ ○     

(2)課題研究 ○ ○   ○ ○ 

(3)情報ｶﾘｷｭﾗﾑ   ○    

(4)ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ人材    ○ ○ ○ 

(5)ｷｬﾘｱ教育 ○ ○   ○ ○ 

 

 課題研究推進のために、Ⅰ期目同様、全クラスから募集した生徒による「探究クラス」を編成

し、１単位（金曜日７校時）の授業を行った。今年度の探究クラスは、1 年生 28 名、2 年生 25

名であった。２期目の初年度としては若干少ないが、原則に２年間の継続履修であり、意欲ある

者で編成するという原則を貫いている。 

年度 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 

１学年人数 ４０ ２７ ３２ ４３ ３０ ２８ 

２学年人数 － ３３ ２４ ２９ ３５ ２５ 

○１年次は、課題研究に取り組むための基礎段階として、ガイダンス、関東研修、科学コミュニ

ケーション研修等を行うことにより、研究活動に必要な意欲を高め、また知識や表現技法を身

につけさせる。 

○２年次は、積極的に大学や研究機関との連携を図り、科学技術の先端的な研究成果にふれさせ

る一方、校内の実験・実習の環境を充実させることで、自ら高い研究課題を設定し、意欲的に

かつ共同して課題研究に取り組む姿勢を身につけさせる。 

○発表会などにも積極的に参加させ、従来の研究成果に学ぶ姿勢が身つき、自らの取り組みとそ

の成果について、積極的に発信しようとする意欲と能力を高める。 

 

（２）仮説 

 

 

意欲的ある 1・2 年生を募り、「探究クラス」を編制し学校設定科目「探究」を履修させる

とともに、部活動なども含め、探究活動に取り組ませることで、マニュアルにとらわれない柔

軟な適応力を高め、自ら課題を発見・解決できる次世代型研究者の資質を育成できる。 
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２．２　課題研究推進プログラム開発研究
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２．２　課題研究推進プログラム開発研究
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２．２．２ １年生の活動 

１年生の探究クラスでは、a 課題発見力 e 熱意 f 行動力 の育成を目指した。身近に存在す

る科学に気が付かせ、それを探求したいという気持ちにさせるために、１年生単独授業では以下

の内容を扱った。 

① エッグドロップ（６月～） 

東京工業大学で行われている授業で、楽しみながら考える力が

育成できるので取り入れた。探究クラスを４人グループに分け、

それぞれの班に模造紙一枚、タコ糸、セロファンテープ、生卵

１個を配り、製作時間 1 時間で校舎３階から落としても卵を保

護できるカバーを作らせた。その後、３階から卵を落下させる。 

1 回目の落下実験では、全７班中１班のみが成功。 

そこで、物理の教員から落下と衝撃エネルギーについての講義

をしてもらう。 

再度、保護カバーを作らせると、随所にアイディアが見られ、

いろいろな衝撃吸収の構造が作られた。 

2 度目の落下実験では７班中４班が成功、楽しみながら物理の

基本法則とモノづくりの面白さを理解できたようである。 

 

② パラボラ作成（９月～） 

波の性質をまず生徒に体験させる。その後、波の性質を持つものを教え、どのような面白

実験ができるかを考えさせる。 

実際にパラボラアンテナを作らせて実験させる。 

生徒は、授業時間が大幅に延びても放課後まで実験を続ける。 

 

③ 新型インフルエンザについて学ぶ（１１月～） 

わかっているようで実はほとんどわからないのが自分の体や病気である。たとえば、冬に

風邪が流行る理由もわからない。風邪を引くとはどういうことなのかもわかっていない。

この事実を認識させてから、体と病気について３年理系のレベルで授業を行う。普通に勉

強するより学習効率が高い。そのあと、新型インフルエンザの NHK スペシャルを見せるが、

質問が高度になっている。この講座も、基礎知識が重要であることを理解させるのに効果

があった。 

 

④ 課題研究準備（２月～） 

興味のある分野を調べさせ、研究テーマを決めさせる。何人かが考えた研究テーマについ

て、そのテーマがユニークな点、研究仮説、実験計画、結果予想（複数）、その際の仮説

の検証、さらに研究の発展性についてクラス全員で考えさせる。この授業を２回ほど行う

と、多くの場合実験計画がまとまっていく。初めのうちは練習を兼ねるので、テーマが科

学的である必要はない。例えば、なぜオジサンはおやじギャグを言うのかなどである。そ

のあと、仮説を立てさせる。それを証明するための実験を考えさせる。必ず、対照実験も

 

設定させる。どのような結果が出るかを予想させ、その場合の仮説を検証させる。また、

そのことが明らかになることで、どのような発展性があるのかも考えさせる。このような

訓練を複数回させて、徐々に科学的な内容について考えさせるようにしていく。 

 

⑤ 関東研修 

日程：２４年８月６日～８日 

研修場所：電力中央研究所、全国 SSH 生徒研究発表会、科学未来館 

内容： 

 

以上、一年探究クラスで行った授業内容であるが、身近な事象から興味を引き出すことで、自

分の能力を自覚するとともに身の丈にあった研究テーマを設定できる。生徒はレベルの高い課題

研究を行いたがる。そのこと自体はいいのだが、基礎力がないままハイレベルな課題研究を続け

ると、研究がうまくいかないばかりか自信まで失ってしまう。そのようなことがないよう、２年

次の課題研究を指導していく。 
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る科学に気が付かせ、それを探求したいという気持ちにさせるために、１年生単独授業では以下

の内容を扱った。 

① エッグドロップ（６月～） 

東京工業大学で行われている授業で、楽しみながら考える力が

育成できるので取り入れた。探究クラスを４人グループに分け、

それぞれの班に模造紙一枚、タコ糸、セロファンテープ、生卵

１個を配り、製作時間 1 時間で校舎３階から落としても卵を保

護できるカバーを作らせた。その後、３階から卵を落下させる。 

1 回目の落下実験では、全７班中１班のみが成功。 

そこで、物理の教員から落下と衝撃エネルギーについての講義

をしてもらう。 

再度、保護カバーを作らせると、随所にアイディアが見られ、

いろいろな衝撃吸収の構造が作られた。 

2 度目の落下実験では７班中４班が成功、楽しみながら物理の

基本法則とモノづくりの面白さを理解できたようである。 

 

② パラボラ作成（９月～） 

波の性質をまず生徒に体験させる。その後、波の性質を持つものを教え、どのような面白

実験ができるかを考えさせる。 

実際にパラボラアンテナを作らせて実験させる。 

生徒は、授業時間が大幅に延びても放課後まで実験を続ける。 

 

③ 新型インフルエンザについて学ぶ（１１月～） 

わかっているようで実はほとんどわからないのが自分の体や病気である。たとえば、冬に

風邪が流行る理由もわからない。風邪を引くとはどういうことなのかもわかっていない。

この事実を認識させてから、体と病気について３年理系のレベルで授業を行う。普通に勉

強するより学習効率が高い。そのあと、新型インフルエンザの NHK スペシャルを見せるが、

質問が高度になっている。この講座も、基礎知識が重要であることを理解させるのに効果

があった。 

 

④ 課題研究準備（２月～） 

興味のある分野を調べさせ、研究テーマを決めさせる。何人かが考えた研究テーマについ

て、そのテーマがユニークな点、研究仮説、実験計画、結果予想（複数）、その際の仮説

の検証、さらに研究の発展性についてクラス全員で考えさせる。この授業を２回ほど行う

と、多くの場合実験計画がまとまっていく。初めのうちは練習を兼ねるので、テーマが科

学的である必要はない。例えば、なぜオジサンはおやじギャグを言うのかなどである。そ

のあと、仮説を立てさせる。それを証明するための実験を考えさせる。必ず、対照実験も

 

設定させる。どのような結果が出るかを予想させ、その場合の仮説を検証させる。また、

そのことが明らかになることで、どのような発展性があるのかも考えさせる。このような

訓練を複数回させて、徐々に科学的な内容について考えさせるようにしていく。 

 

⑤ 関東研修 

日程：２４年８月６日～８日 

研修場所：電力中央研究所、全国 SSH 生徒研究発表会、科学未来館 

内容： 

 

以上、一年探究クラスで行った授業内容であるが、身近な事象から興味を引き出すことで、自

分の能力を自覚するとともに身の丈にあった研究テーマを設定できる。生徒はレベルの高い課題

研究を行いたがる。そのこと自体はいいのだが、基礎力がないままハイレベルな課題研究を続け

ると、研究がうまくいかないばかりか自信まで失ってしまう。そのようなことがないよう、２年

次の課題研究を指導していく。 
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２．２．３ ２年生の活動 

（１）特別講義 

平成２４年度は、特別講義として以下の３つの講義を実施した。 

①地球探査船「ちきゅう」との Skype 中継 

５月９日（水）放課後、福島高校と東北地方太平洋沖地震の震源域断層調査中の地球深部探査

船「ちきゅう」が、インターネットを使った Skype で TV 中継を実施した。 

「ちきゅう」アウトリーチ担当の久利美和先生（東北大学）が、船中の研究者・技術者に取材

し、生徒はそれを元に今回の調査の概要や、研究者や船内のようすを知った。参加したのは、SS

部の生徒など１～３年生あわせて約４６名、校長先生はじめ教員８名である。 

はじめに久利先生から、海底のボーリング（掘削）調査についての説明、つづいて船内の計測

器、研究室・研究者の紹介があった。計測器のうち最初に画面に登場したのは、病院などにある

大型の CT スキャンで、掘削で取り出されたばかりの円柱状の岩石サンプルを、Ｘ線を使って断層

撮影するためのものだった。最後には、船外から夕空をバックに掘削櫓の中継。櫓は 130ｍもあ

り、ここでパイプを繰り返し継ぎ足して掘削をする。船の回線には限りがあるのを知らず中継時

間を度々延長して頂き、たくさんの質問にお答えいただいた。 

協力いただいた東北大学の久利先生、「ちきゅう」の皆様に感謝申し上げたい。 

 

②「わかりやすいプレゼン技術」 

 ７月 13 日(金)の「探究」の授業時間を延長して東北大学大学院生命化学准教授 酒井聡樹先生

によるプレゼン技術についての講義を実施した。生徒から寄せられた「プレゼンの技術や、わか

りやすい発表の指導を受けたい」という声に答えたものである。この内容で大学生対象の著書を

お持ちの酒井先生に講義をお願いし実現した。 

 

生徒の感想は以下の通りである。 

・ わかりやすいポスター、スライドの作り方に関して改めて知ったことがあり、とても自分の

中でためになった事が多くありました。 
・ 「自分の興味を聴衆の興味にする」というところが少しギクッとし、あらためて自分の研究

の目的や聴衆の得になるようなことはなにかということを考えてみようと思った。 
・ 自分の考えでは、聴衆側からするとスライドが多いと疲れてしまうのかなと考えていたが、

「スライドが増えるのは構わない」というのが印象に残った。聴衆が嫌がるのは大量の情報

がくることだと知れて良かった。 
・ 情報は伝え方だけで、わかりやすさ、見やすさが変わるというところ。特に文章は簡潔にす

るとかなり変わった。 
・ ポスターの時も相手の位置から視線を考え、色や大きさはもちろん、結論考察は上部に書く

ことで聴衆に気を配ったポスターになる。 
 

・ スライドの作り方。研究内容ばかりを重視してしまいがちだが、おっしゃっていたように、

私も聴衆側にいるときはスライドに注目していると思う。スライドにもっと力を入れたまと

め方をしていこうと思った。 
・ 今まで何気なくやっていたプレゼンテーションにこんなに沢山のテクニックが必要だったな

んて知りませんでした。今回もらったパワーポイントの資料をいつかあるであろうポスター

や口頭発表の時までとっておいて参考にしたいと思います。 
・ あらためてこのような講義を受けてみると、じぶんが今まで持っていた研究発表の形は「自

分視点」で会ったことに気付かされた。特にポスター発表のまとめを上部に配置することは

いままでまるで考えていなかったので、理由を聞いて納得した。自分たちの研究と重ねてみ

るとタイトルからしてわかりにくいなあと感じた。聴衆の興味をいしきしてこれから頑張り

たい。 
 

③世界銀行特別講義 

夏季休業中の課外最終日に、探究クラスおよび希望生徒を対象に特別講義を行った。 

講師は本校ＯＢで、現在、世界銀行 緊急社会対策プログラムマネージャーの森秀樹さんである。 

なお、今回の企画は、世界銀行の「グローバル人材育成のための講師派遣事業」の一環として実

施させていただいた。 

森さんは、本校卒業後、東京大学理科Ⅱ類に進学、その後、民間企業のシステムエンジニアと

しての経験後、世界銀行に入行された。講義では、世界の貧困問題を解決する世界銀行の業務と

やりがい、求められる資質、森さんのこれまでの経緯、世界からみた震災後の日本や東北に対す

る称賛など、さまざまなお話をざっくばらんに聞くことができた。 

森さんは世界じゅうを飛び回っているとのことで、オーストラリア経由で来日した。ＯＢの方

の活躍は在校生にとってもあこがれになり、また励みにもなる。お忙しいところお出で頂いた森

さんに感謝申し上げる。 
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２．２　課題研究推進プログラム開発研究

 

２．２．３ ２年生の活動 

（１）特別講義 

平成２４年度は、特別講義として以下の３つの講義を実施した。 

①地球探査船「ちきゅう」との Skype 中継 

５月９日（水）放課後、福島高校と東北地方太平洋沖地震の震源域断層調査中の地球深部探査

船「ちきゅう」が、インターネットを使った Skype で TV 中継を実施した。 

「ちきゅう」アウトリーチ担当の久利美和先生（東北大学）が、船中の研究者・技術者に取材

し、生徒はそれを元に今回の調査の概要や、研究者や船内のようすを知った。参加したのは、SS

部の生徒など１～３年生あわせて約４６名、校長先生はじめ教員８名である。 

はじめに久利先生から、海底のボーリング（掘削）調査についての説明、つづいて船内の計測

器、研究室・研究者の紹介があった。計測器のうち最初に画面に登場したのは、病院などにある

大型の CT スキャンで、掘削で取り出されたばかりの円柱状の岩石サンプルを、Ｘ線を使って断層

撮影するためのものだった。最後には、船外から夕空をバックに掘削櫓の中継。櫓は 130ｍもあ

り、ここでパイプを繰り返し継ぎ足して掘削をする。船の回線には限りがあるのを知らず中継時

間を度々延長して頂き、たくさんの質問にお答えいただいた。 

協力いただいた東北大学の久利先生、「ちきゅう」の皆様に感謝申し上げたい。 

 

②「わかりやすいプレゼン技術」 

 ７月 13 日(金)の「探究」の授業時間を延長して東北大学大学院生命化学准教授 酒井聡樹先生

によるプレゼン技術についての講義を実施した。生徒から寄せられた「プレゼンの技術や、わか

りやすい発表の指導を受けたい」という声に答えたものである。この内容で大学生対象の著書を

お持ちの酒井先生に講義をお願いし実現した。 

 

生徒の感想は以下の通りである。 

・ わかりやすいポスター、スライドの作り方に関して改めて知ったことがあり、とても自分の

中でためになった事が多くありました。 
・ 「自分の興味を聴衆の興味にする」というところが少しギクッとし、あらためて自分の研究

の目的や聴衆の得になるようなことはなにかということを考えてみようと思った。 
・ 自分の考えでは、聴衆側からするとスライドが多いと疲れてしまうのかなと考えていたが、

「スライドが増えるのは構わない」というのが印象に残った。聴衆が嫌がるのは大量の情報

がくることだと知れて良かった。 
・ 情報は伝え方だけで、わかりやすさ、見やすさが変わるというところ。特に文章は簡潔にす

るとかなり変わった。 
・ ポスターの時も相手の位置から視線を考え、色や大きさはもちろん、結論考察は上部に書く

ことで聴衆に気を配ったポスターになる。 
 

・ スライドの作り方。研究内容ばかりを重視してしまいがちだが、おっしゃっていたように、

私も聴衆側にいるときはスライドに注目していると思う。スライドにもっと力を入れたまと

め方をしていこうと思った。 
・ 今まで何気なくやっていたプレゼンテーションにこんなに沢山のテクニックが必要だったな

んて知りませんでした。今回もらったパワーポイントの資料をいつかあるであろうポスター

や口頭発表の時までとっておいて参考にしたいと思います。 
・ あらためてこのような講義を受けてみると、じぶんが今まで持っていた研究発表の形は「自

分視点」で会ったことに気付かされた。特にポスター発表のまとめを上部に配置することは

いままでまるで考えていなかったので、理由を聞いて納得した。自分たちの研究と重ねてみ

るとタイトルからしてわかりにくいなあと感じた。聴衆の興味をいしきしてこれから頑張り

たい。 
 

③世界銀行特別講義 

夏季休業中の課外最終日に、探究クラスおよび希望生徒を対象に特別講義を行った。 

講師は本校ＯＢで、現在、世界銀行 緊急社会対策プログラムマネージャーの森秀樹さんである。 

なお、今回の企画は、世界銀行の「グローバル人材育成のための講師派遣事業」の一環として実

施させていただいた。 

森さんは、本校卒業後、東京大学理科Ⅱ類に進学、その後、民間企業のシステムエンジニアと

しての経験後、世界銀行に入行された。講義では、世界の貧困問題を解決する世界銀行の業務と

やりがい、求められる資質、森さんのこれまでの経緯、世界からみた震災後の日本や東北に対す

る称賛など、さまざまなお話をざっくばらんに聞くことができた。 

森さんは世界じゅうを飛び回っているとのことで、オーストラリア経由で来日した。ＯＢの方

の活躍は在校生にとってもあこがれになり、また励みにもなる。お忙しいところお出で頂いた森

さんに感謝申し上げる。 
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④「東北地方太平洋沖地震と科学掘削」 
１０月５日(金)探究の授業で、東北地方太平洋沖地震震源域のボーリング調査について講義が

あった。５月に実施した「ちきゅう」からの Skype 中継の続編として、東北大学大学院理学研究

科助教 久利美和先生、海洋研究開発機構地球内部ダイナミクス領域チームチームリーダー齋藤

実篤先生をお招きして実施した。 

 
 最初に久利先生からはボーリング調査の概要を、齋藤先生からは掘削した岩石の分析から震源

域を推定することについてご講義いただいた。 

 生徒の感想は以下の通りである。 

・ アスペリティの場所はどこにあるか分かっているのでしょうか。東北の太平洋は泥岩の

地すべりだが、南海トラフや世界の他の所ではどんな原因でしょうか。今日は本当に面

白かったです。ありがとうございました。 
・ 5 月以降、研究がここまで進んでいたことに驚き、その内容の濃密さと先生方の説明に

感服した。今後の研究の進展に注目すると当時に先生方には来年あたりにまた来校して

もらいたいと思った。 
・ 前回の「ちきゅう」からの中継でもお話を伺いましたが、今回はより詳しい検層につい

ての話を聞くことができました。また新しい情報について調べてみたいと思います。 
・ 10 年後にマントルまで到達するということが驚きだった。今後、断層の特定が進んで研

究が進めば大地震のメカニズムが掴めること。断層の部分が粘土という柔らかい部分と

いうのが、アスペリティは固い所だと思っていたので不思議だった。 
・ 断層の位置を推定するために失敗してもなお掘削や温度計の設置を試みるという分析へ

の熱意と根気の強さに感心したと共に、３・１１の東日本震災を受けて、さらなる高み

と精度を求めていることもより作業の巧が伝わった。 
 

（２）数学分野 数学オリンピックにむけて 

 毎年１月に実施される「日本数学オリンピック予選」に向けての活動を行った。 

基礎演習を２ヶ月間行い、その後は過去の予選問題や科学の甲子園の問題に取り組みながら整

数問題や場合の数と確率、図形問題についての理解を深めていった。これらの問題はすぐに答え

が出るものは少ないため、学習を進める過程で、問題解決に向けて根気強く取り組む姿勢や多く

の視点で物事を捉える意識が身に付いてきたように感じる。予選の結果はあと一歩本選進出には

届かなかったが、来年度に向けて期待の持てるものとなっている。 

 

 

 

 

（３）物理分野 課題研究活動 

 前年度までは、生徒は２年次に自分の研究テーマを決定していたが、絞り込めるのが夏以降と

なり、スタートの遅れが目立った。また、自由に決めさせていたため、先輩の残した実験機材が

役立たないばかりか、実験技術習得が遅れ内容的にも深化しないと感じていた。 

 そこで今年度は研究テーマの設定に際し、年度当初以下のように変更した。 

①全員放射線、プラズマ、音波、コンピューターのいずれかに所属させる。 

②１年生も上記のいずれかのチームに所属させ、２年生と共同研究を行わせる。 

①については、チームの所属は生徒に選択させたが、関連する研究なら良いと、詳細な研究内容

の選択は生徒に任せてみた。しかし結局どのチームも昨年までの先輩の研究をほぼそのまま引き

継いだ。また、当初４チームに限定するつもりでいたが、結局１年生に再生可能エネルギーチー

ムを新たに立ち上げることになった。 
②１年生の所属チームの決定は夏前としたが、学年ごとに固まる傾向があり１つのチームと成る

までに時間がかかる。また音波チームに入った１年生女子１人は孤立してしまい、別のチームに

移動した。 
○放射線 

 昨年の研究を引き継ぎ、土壌汚染の研究をしてきた。グラウンド以外の土壌でも 25μm 以下の

粒子の放射能汚染が明らかになった。現在は、鉱物レベルでの放射能汚染調査を検討中である。

物理班の看板研究のような位置づけを意識し、各発表に積極的に参加している。 

○プラズマ 

 一昨年の研究を引き継ぎ、プラズマの発生とらせん運動の研究をしている。安定的にプラズマ

を作る環境がようやく整い、正常グローの中でらせん運動が可能なのではないかと仮説を持ち研

究している。 

メンバーは積極性が高く各種発表会への意欲も高いが、結果を出すためにはもう一段の努力が

求められる。 

○音波 

 やはり昨年の 3 年生の研究を引き継いだ。しかしようやく研究方法の確立したところである。

安定して再現性のあるデータがとれはじめ、ようやく研究の端緒についたところである。後輩が

おらず、引き継ぎが難しい。 

○再生可能エネルギー 

 ES2 プロジェクト参加のために 1 年生のみのチームが立ち上がった。まずサボニウス型風力発

電について実験を行い、再生可能エネルギーの大きな特徴である低エネルギー密度を実感した。

また、波力発電についても資料調査を行った。福島盆地の底に位置する本校では平均風力が低い

こともわかり、太陽光発電の研究に軸足を移しはじめている。 

○コンピューター 

 ２名の生徒が、自主的に活動し、それぞれに以下の２つのソフトウェア開発を行った。 

①C言語を用いたアプリケーションソフトの研究開発 
WinAPI を利用したfade in fade out 等の画面表示効果の研究、ゲームソフトの制作を行った。 

②Visual Basic を用いたアプリケーションソフトの研究開発 
  複素二次方程式の解析解を表示するソフトを制作した。 
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④「東北地方太平洋沖地震と科学掘削」 
１０月５日(金)探究の授業で、東北地方太平洋沖地震震源域のボーリング調査について講義が

あった。５月に実施した「ちきゅう」からの Skype 中継の続編として、東北大学大学院理学研究

科助教 久利美和先生、海洋研究開発機構地球内部ダイナミクス領域チームチームリーダー齋藤

実篤先生をお招きして実施した。 

 
 最初に久利先生からはボーリング調査の概要を、齋藤先生からは掘削した岩石の分析から震源

域を推定することについてご講義いただいた。 

 生徒の感想は以下の通りである。 

・ アスペリティの場所はどこにあるか分かっているのでしょうか。東北の太平洋は泥岩の

地すべりだが、南海トラフや世界の他の所ではどんな原因でしょうか。今日は本当に面

白かったです。ありがとうございました。 
・ 5 月以降、研究がここまで進んでいたことに驚き、その内容の濃密さと先生方の説明に

感服した。今後の研究の進展に注目すると当時に先生方には来年あたりにまた来校して

もらいたいと思った。 
・ 前回の「ちきゅう」からの中継でもお話を伺いましたが、今回はより詳しい検層につい

ての話を聞くことができました。また新しい情報について調べてみたいと思います。 
・ 10 年後にマントルまで到達するということが驚きだった。今後、断層の特定が進んで研

究が進めば大地震のメカニズムが掴めること。断層の部分が粘土という柔らかい部分と

いうのが、アスペリティは固い所だと思っていたので不思議だった。 
・ 断層の位置を推定するために失敗してもなお掘削や温度計の設置を試みるという分析へ

の熱意と根気の強さに感心したと共に、３・１１の東日本震災を受けて、さらなる高み

と精度を求めていることもより作業の巧が伝わった。 
 

（２）数学分野 数学オリンピックにむけて 

 毎年１月に実施される「日本数学オリンピック予選」に向けての活動を行った。 

基礎演習を２ヶ月間行い、その後は過去の予選問題や科学の甲子園の問題に取り組みながら整

数問題や場合の数と確率、図形問題についての理解を深めていった。これらの問題はすぐに答え

が出るものは少ないため、学習を進める過程で、問題解決に向けて根気強く取り組む姿勢や多く

の視点で物事を捉える意識が身に付いてきたように感じる。予選の結果はあと一歩本選進出には

届かなかったが、来年度に向けて期待の持てるものとなっている。 

 

 

 

 

（３）物理分野 課題研究活動 

 前年度までは、生徒は２年次に自分の研究テーマを決定していたが、絞り込めるのが夏以降と

なり、スタートの遅れが目立った。また、自由に決めさせていたため、先輩の残した実験機材が

役立たないばかりか、実験技術習得が遅れ内容的にも深化しないと感じていた。 

 そこで今年度は研究テーマの設定に際し、年度当初以下のように変更した。 

①全員放射線、プラズマ、音波、コンピューターのいずれかに所属させる。 

②１年生も上記のいずれかのチームに所属させ、２年生と共同研究を行わせる。 

①については、チームの所属は生徒に選択させたが、関連する研究なら良いと、詳細な研究内容

の選択は生徒に任せてみた。しかし結局どのチームも昨年までの先輩の研究をほぼそのまま引き

継いだ。また、当初４チームに限定するつもりでいたが、結局１年生に再生可能エネルギーチー

ムを新たに立ち上げることになった。 
②１年生の所属チームの決定は夏前としたが、学年ごとに固まる傾向があり１つのチームと成る

までに時間がかかる。また音波チームに入った１年生女子１人は孤立してしまい、別のチームに

移動した。 
○放射線 

 昨年の研究を引き継ぎ、土壌汚染の研究をしてきた。グラウンド以外の土壌でも 25μm 以下の

粒子の放射能汚染が明らかになった。現在は、鉱物レベルでの放射能汚染調査を検討中である。

物理班の看板研究のような位置づけを意識し、各発表に積極的に参加している。 

○プラズマ 

 一昨年の研究を引き継ぎ、プラズマの発生とらせん運動の研究をしている。安定的にプラズマ

を作る環境がようやく整い、正常グローの中でらせん運動が可能なのではないかと仮説を持ち研

究している。 

メンバーは積極性が高く各種発表会への意欲も高いが、結果を出すためにはもう一段の努力が

求められる。 

○音波 

 やはり昨年の 3 年生の研究を引き継いだ。しかしようやく研究方法の確立したところである。

安定して再現性のあるデータがとれはじめ、ようやく研究の端緒についたところである。後輩が

おらず、引き継ぎが難しい。 

○再生可能エネルギー 

 ES2 プロジェクト参加のために 1 年生のみのチームが立ち上がった。まずサボニウス型風力発

電について実験を行い、再生可能エネルギーの大きな特徴である低エネルギー密度を実感した。

また、波力発電についても資料調査を行った。福島盆地の底に位置する本校では平均風力が低い

こともわかり、太陽光発電の研究に軸足を移しはじめている。 

○コンピューター 

 ２名の生徒が、自主的に活動し、それぞれに以下の２つのソフトウェア開発を行った。 

①C言語を用いたアプリケーションソフトの研究開発 
WinAPI を利用したfade in fade out 等の画面表示効果の研究、ゲームソフトの制作を行った。 

②Visual Basic を用いたアプリケーションソフトの研究開発 
  複素二次方程式の解析解を表示するソフトを制作した。 
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（４）化学分野 課題研究の活動 

バイオマスとしての大根の可能性を探る（鹿児島県立錦江湾高校コアＳＳＨとしての取組み） 

鹿児島県立錦江湾高校主催のダイコンコン

ソーシアムに参加し、研究活動を実施した。ダ

イコンを生物資源（バイオマス）の一つとして

捉え、ダイコンのセルロース、アミラーゼを活

用して乳酸、ポリ乳酸等の物質への変換を行っ

た。 

①ダイコンセルロースのセルラーゼによる分

解 

ダイコンは白色であり、セルロース成分が多くリグニン等の成分は少ないないことが期待され

る。そこでダイコンのセルロースに注目し、セルラーゼを用いた分解によるグルコースの合成を

検討した。また茹でることによる分解しやすさへの影響も調査した。その結果実際にグルコース

の生成が確認された。一方で、分解に時間がかかること、緩衝液の成分を除くこと等課題も明ら

かになった。 

②乳酸発酵による乳酸カルシウムの合成 

市販のグルコースを原料として、たくあん、こぬかに含まれる乳酸菌を作用させて乳酸発酵を

行った。その結果、条件をうまく設定することにより乳酸発酵は進行し、乳酸カルシウムを分離

精製することができた。 

③乳酸カルシウムから乳酸の合成 

乳酸カルシウムに乳酸よりも強い酸を作用させることで乳酸を遊離させることができる。また、

副生する塩を分離させるためには塩が水に溶けないことが必須条件となる。そのような酸として、

硫酸、リン酸、シュウ酸を取り上げ、乳酸カルシウムとの反応を検討した。いずれも問題があり、

純粋な乳酸を得るまでには至っていない。 

④乳酸からポリ乳酸の合成 

市販の乳酸を用いて自作の重合装置で重合させ、ポリ乳酸が得られることを確認した。 

①～④は独立に研究を行ったが、今後、①の原料から通して実際にポリ乳酸が得られるか検討し

たい。 

⑤発表・コンテスト 

・平成２４年度 野口英世賞（福島県教育委員会主催）に出展 入選受賞 

・高校化学グランドコンテスト（大阪市立大学他主催）においてポスター発表  

ポスターセッション賞、特別賞（シュプリンガー賞）受賞 

・鹿児島県立錦江湾高校コアＳＳＨ発表会においてベストパフォーマンス賞受賞 

 

都市鉱山は採掘できるか？ 

現在、資源枯渇問題が世界で顕在化しており、資源のない日本では特に喫緊の課題となってい

る。そのなかで資源のリサイクルが注目され、特に電子基板からの希少な金属の回収が実際に行

われている。このような背景から、実際に電子基板から金属を回収することができ 
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るのか、どのような金属が回収できるのか検討した。具体的な方法としては、王水を用いて金属

を陽イオンにし、それを分離していく手法を検討した。その結果、銀、鉛、銅、鉄、アルミニウ

ムが検出された。また、未同定の物質もいくつか単離されているため、今後、この方法の検討を

進めたい。なお、この手法は無機化学の授業や資源問題

を考察する教材としても活用できる可能性があり、この

視点からも研究を進めていく。 

発表・コンテスト 

・平成２４年度 野口英世賞（福島県教育委員会主催）

に出展  

・高校化学グランドコンテスト（大阪市立大学他主催）

においてポスター発表  

・第 31 回福島県高等学校総合文化祭 自然科学部門 第

25 回福島県高等学校生徒理科研究発表会 ポスター発

表 

・東北大学大学院理学研究科 都市鉱山の専門家とのディスカッション 

 

藻の研究 

 資源のない日本では、今後のエネルギー資源の獲得は非常に重要な課題である。この観点から、

最近、バイオマスの活用が注目されている。今回、その中の１つとして、藻に注目した。ある種

の藻は石油と同等の良質な油を算出するとの話を聞き、実際にそのような藻のサンプリング、培

養の検討を行った。藻類バイオマスの第一人者である筑波大学大学院 生命環境科学研究科 教

授 渡邉信先生とコンタクトをとり、藻の生息場所、採取方法等を教えていただいた。この情報

をもとに近隣の湖沼で藻の採取を行い、藻の培養、同定を検討中である。また、藻のサンプリン

グフィールドワークと並行して、石油産生藻類であるボトリオコッカスを国立環境研究所より譲

り受け、培養、石油の抽出を検討中である。 

上記の研究に関連して福島県内の温泉に藻が生息している情

報を得たため、温泉藻についてもサンプリングを行い（右の写

真）、培養を検討中である。 

発表・コンテスト 

・第 31 回福島県高等学校総合文化祭 自然科学部門 第 25 回 

福島県高等学校生徒理科研究発表会 ポスター発表 

 

 

（５）生物分野 課題研究の活動 生徒が取り組んだ課題研究の内容 

ａ．福島駅前におけるムクドリの被害状況とその対策 

ここ数年、秋から冬にかけて大量のムクドリが群れを成し、ＪＲ福島駅周辺において騒音や糞

による被害を出ていた。人通りが多い中心市街地では大きな問題であると感じた。そこで我々は

ムクドリに悪影響が無い方法で本来のねぐらへと帰す方法はないかと考え、ムクドリへの影響や

退避コスト、いくつかの自治体での成功例を参考に、忌避音を用いてムクドリを移動させる計画

を考えた。まず、ムクドリの生態を調べるため福島市にある小鳥の森へ行きいくつかの調査を行

おうと計画したが、現地の職員から許可が得られず断念した。次に、他の地域でのムクドリ被害・

ムクドリ撃退対策などを調べることにした。すると、いくつかの都市で同じような被害が出てお

り、特に新潟県の長岡市ではムクドリの忌避音によって撃退に成功したとの記事を見つけた。そ

こで、長岡市に問い合わせてみると、忌避音のＣＤをお借りできることになり、早速波形ソフト
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（４）化学分野 課題研究の活動 

バイオマスとしての大根の可能性を探る（鹿児島県立錦江湾高校コアＳＳＨとしての取組み） 

鹿児島県立錦江湾高校主催のダイコンコン

ソーシアムに参加し、研究活動を実施した。ダ

イコンを生物資源（バイオマス）の一つとして

捉え、ダイコンのセルロース、アミラーゼを活

用して乳酸、ポリ乳酸等の物質への変換を行っ

た。 

①ダイコンセルロースのセルラーゼによる分

解 

ダイコンは白色であり、セルロース成分が多くリグニン等の成分は少ないないことが期待され

る。そこでダイコンのセルロースに注目し、セルラーゼを用いた分解によるグルコースの合成を

検討した。また茹でることによる分解しやすさへの影響も調査した。その結果実際にグルコース

の生成が確認された。一方で、分解に時間がかかること、緩衝液の成分を除くこと等課題も明ら

かになった。 

②乳酸発酵による乳酸カルシウムの合成 

市販のグルコースを原料として、たくあん、こぬかに含まれる乳酸菌を作用させて乳酸発酵を

行った。その結果、条件をうまく設定することにより乳酸発酵は進行し、乳酸カルシウムを分離

精製することができた。 

③乳酸カルシウムから乳酸の合成 

乳酸カルシウムに乳酸よりも強い酸を作用させることで乳酸を遊離させることができる。また、

副生する塩を分離させるためには塩が水に溶けないことが必須条件となる。そのような酸として、

硫酸、リン酸、シュウ酸を取り上げ、乳酸カルシウムとの反応を検討した。いずれも問題があり、

純粋な乳酸を得るまでには至っていない。 

④乳酸からポリ乳酸の合成 

市販の乳酸を用いて自作の重合装置で重合させ、ポリ乳酸が得られることを確認した。 

①～④は独立に研究を行ったが、今後、①の原料から通して実際にポリ乳酸が得られるか検討し

たい。 

⑤発表・コンテスト 

・平成２４年度 野口英世賞（福島県教育委員会主催）に出展 入選受賞 

・高校化学グランドコンテスト（大阪市立大学他主催）においてポスター発表  

ポスターセッション賞、特別賞（シュプリンガー賞）受賞 

・鹿児島県立錦江湾高校コアＳＳＨ発表会においてベストパフォーマンス賞受賞 

 

都市鉱山は採掘できるか？ 

現在、資源枯渇問題が世界で顕在化しており、資源のない日本では特に喫緊の課題となってい

る。そのなかで資源のリサイクルが注目され、特に電子基板からの希少な金属の回収が実際に行

われている。このような背景から、実際に電子基板から金属を回収することができ 
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るのか、どのような金属が回収できるのか検討した。具体的な方法としては、王水を用いて金属

を陽イオンにし、それを分離していく手法を検討した。その結果、銀、鉛、銅、鉄、アルミニウ

ムが検出された。また、未同定の物質もいくつか単離されているため、今後、この方法の検討を

進めたい。なお、この手法は無機化学の授業や資源問題

を考察する教材としても活用できる可能性があり、この

視点からも研究を進めていく。 

発表・コンテスト 

・平成２４年度 野口英世賞（福島県教育委員会主催）

に出展  

・高校化学グランドコンテスト（大阪市立大学他主催）

においてポスター発表  

・第 31 回福島県高等学校総合文化祭 自然科学部門 第

25 回福島県高等学校生徒理科研究発表会 ポスター発

表 

・東北大学大学院理学研究科 都市鉱山の専門家とのディスカッション 

 

藻の研究 

 資源のない日本では、今後のエネルギー資源の獲得は非常に重要な課題である。この観点から、

最近、バイオマスの活用が注目されている。今回、その中の１つとして、藻に注目した。ある種

の藻は石油と同等の良質な油を算出するとの話を聞き、実際にそのような藻のサンプリング、培

養の検討を行った。藻類バイオマスの第一人者である筑波大学大学院 生命環境科学研究科 教

授 渡邉信先生とコンタクトをとり、藻の生息場所、採取方法等を教えていただいた。この情報

をもとに近隣の湖沼で藻の採取を行い、藻の培養、同定を検討中である。また、藻のサンプリン

グフィールドワークと並行して、石油産生藻類であるボトリオコッカスを国立環境研究所より譲

り受け、培養、石油の抽出を検討中である。 

上記の研究に関連して福島県内の温泉に藻が生息している情

報を得たため、温泉藻についてもサンプリングを行い（右の写

真）、培養を検討中である。 

発表・コンテスト 

・第 31 回福島県高等学校総合文化祭 自然科学部門 第 25 回 

福島県高等学校生徒理科研究発表会 ポスター発表 

 

 

（５）生物分野 課題研究の活動 生徒が取り組んだ課題研究の内容 

ａ．福島駅前におけるムクドリの被害状況とその対策 

ここ数年、秋から冬にかけて大量のムクドリが群れを成し、ＪＲ福島駅周辺において騒音や糞

による被害を出ていた。人通りが多い中心市街地では大きな問題であると感じた。そこで我々は

ムクドリに悪影響が無い方法で本来のねぐらへと帰す方法はないかと考え、ムクドリへの影響や

退避コスト、いくつかの自治体での成功例を参考に、忌避音を用いてムクドリを移動させる計画

を考えた。まず、ムクドリの生態を調べるため福島市にある小鳥の森へ行きいくつかの調査を行

おうと計画したが、現地の職員から許可が得られず断念した。次に、他の地域でのムクドリ被害・

ムクドリ撃退対策などを調べることにした。すると、いくつかの都市で同じような被害が出てお

り、特に新潟県の長岡市ではムクドリの忌避音によって撃退に成功したとの記事を見つけた。そ

こで、長岡市に問い合わせてみると、忌避音のＣＤをお借りできることになり、早速波形ソフト
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を用いて忌避音の調査に入った。忌避音のポイントは音のテンポなのか周波数なのかを調べるた

めに、波形編集ソフトを用い編集を行った。ところが、そのような作業を行っているうちに福島

駅のムクドリは突然消え去ってしまい、この実験を行うことができなかった。今後は、実験でき

るフィールドを探し調査したいと考えている。また、実験を進めていく中で、人間と動物がどの

ように共生していくべきなのか、単に人間の生活環境から迷惑動物を排除することが根本的な解

決策になるのか、考えさせられた。私たちは、今までと違った価値観を持って共生していくべき

なのかもしれない。 

ｂ．放射線への不安を払拭する企画（福島復興プロジェクト内で進めている） 

原発事故以後、専門家の間でも福島の放射線が安全か否かという対立した意見がある。そのた

め、福島県民はどちらを信じていいかわからず不安に陥っている。この状況を改善するため、福

島県民の放射線に対する理解を深め、自分なりの放射線に対する考えを確立する必要があると考

えた。内容は、放射線障害に関して相反する主張をする研究者に一同に会して議論してもらい、

それを県民に聞いてもらう場を設けるというものである。一方からの主張であると、それに対す

る反論を県民が知ることはできない。これでは、自分なりの判断をすることができない。現在は

福島市や県にこのような場が設定でいないか協力を依頼しているところである。 

ｃ．シャンプーが頭髪の強度に与える影響について 

今日、市場では様々な種類のシャンプーが売り出されているが、知識の少ない一般人がそれら

の成分表示に対し正しい判断を下すことは難しい。そこで私たちは何が頭髪の美しさを保つこと

に役立つかを調べるために、まずシャンプーが頭髪の強度に与える影響について検証した。その

結果、硫酸系のシャンプーの場合、髪の強度を低下させる可能性があることがわかった。しかし、

同じ人の髪でも個体差があり、確証を得るまでには至らなかった。今回は実施できなかったが、

位相差顕微鏡などを用いて、実際の髪にどのような変化が生じているのかを調べていきたい。ま

た、髪質による向き・不向きがあるのかも調べていきたい。 

ｄ．ＶＡＫ傾向による学習効率の個人差 

「効率のよい学習法を知りたい」誰もが抱いたことのある夢

である。そこで、心理学の世界で用いられているＶＡＫ傾向

（後述）による学習効率の個人差を分析することで、個人に

合った学習法を決定することができるかどうかを検証した。

ＶＡＫとは、ＮＬＰ（神経言語プログラム）において五感を

３つに分類したものであるで、Ｖ，Ａ，Ｋはそれぞれ visual，

auditory，kinesthetic の頭文字である。これらの優位性に

は個人差がある。私たちがものを覚えるとき、視覚優位の人、聴覚優位の人、身体感覚優位の人

それぞれいるが、記憶力とどのくらい関係があるのか調べてみた。映像だけを見せて暗記させる、

音だけを聞かせて暗記させるといった方法である。右図は、２６名での検証実験で、映像（Ｖ）

のみを見せたときの被験者の得点推移である。本来映像のみなので、Ｖの傾向がある人で高い得

点率を見せると予想したが、実際には大きな違いは見られなかった。これが、今回偶然の結果な

のか、聴覚（Ａ）で実験した場合は違う結果がでるのかはまだ検証していない。まだまだ研究と

しては道半ばであるが、その人にあった記憶法は誰もが知りたい情報であるので、今後はさらに

実験計画を練りデータを積み上げていきたい。 

 

 

２．２．４ 「探究」の検証 

 右のグラフは、「探究」の授業でどの力が伸びたか

それぞれの力ごとに、「4 伸びた，3 少し伸びた，2 あ

まり変わらない，1 むしろ下がった」の４段階で自己

評価させ、全生徒（探究クラス１年生 28 名２年生 25

名計 53 名）の平均値を示したものである。 

 グラフから、ａ～ｆ平均で 3.1 の値を示しており、

多くの生徒が力が伸びたことがわかる。内訳として、

ａ課題発見力(ポイント平均 3.3)、ｂ課題解決力(同

3.2)、ｃコミュニケーション力(同 3.4)をはじめｅ熱

意(同 3.3)、ｆ行動力(同 3.4)を伸ばすことができてい

る。最も低かったのは、ｄグローバルコミュニケーシ

ョン力（同 2.4）であり、これに関わる内容が少なかったことが理由と考えられる。 

 次のグラフは、「探究」で実施したいくつかの講

義・活動で伸びた力に○をつけさせ、講義ごとに○

の数を合計したもので、縦軸はのべ人数を表してい

る。同じ講義・活動で複数の力が伸びたとする者が

多数おり、合計は生徒数には一致しない。 

 グラフから「探究」では、多くの生徒が「生徒研

究発表会」で力を伸ばせたと答え(63 人)、内訳とし

てｃコミュニケーション力（27 人）、ｅ熱意、ｆ行

動力（10 人）となった。他には、「金環日食調査」

「科学の甲子園」のポイントが高く、「自らテーマ

を持って実験しまとめ発表する」学習活動が力を伸ばすと評価しているのがわかる。さまざまな

発表会にも多数参加させているが、発表のためには研究を進めなければならず、発表会への参加

を促すことが、生徒の力を最も伸ばすカギと言える。 

 「探究」で実施した講義の中では、プレゼンに関する講義の評価が高く（46 人）、内訳ではｃ

コミュニケーション力を高めた（30 人）としている。発表の技法については、これまで学ぶ場が

なかったが、生徒のニーズに充分応える講義を実施することができたと考える。 

結論 

１ 「探究」の設定により目標とする４つの力（ａ、ｂ、ｅ、ｆ）は充分伸ばすことができた。

２ 「探究」の活動では、課題研究＋発表が最も生徒の力を伸ばす。次年度はさらにこの充実

に努める。 

３ 評価の高かった「プレゼンについての講義」は、次年度さらに内容を深めて実施する。 



－ 32 －

第Ⅱ章　研究開発の内容

－ 33 －

２．２　課題研究推進プログラム開発研究
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２．３ グローバル社会に適応できる科学人材育成プログラム開発研究 

２．３．１ 概要と仮説 

（１）研究の概要 

 グローバル社会に適応・活躍するためには、科学的な見地に立脚した英語コミュニケーショ

ン・プレゼンテーション力が必須である。また、外国との交流をとおしてグローバルスタンダ

ードを習得し、「想定外対応力」を持った科学系人材の育成は急務である。ここでは、将来グ

ローバル社会で活躍するために高校生段階で獲得すべき素養を育成するための研究を行う。 

本研究を通して高めようとする生徒の力は、下図(4)ｄ、ｅ、ｆの３つである。 

能力・資質 

テーマ 

ａ 課題 

発見力 

ｂ 課題 

解決力 

ｃ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ

ﾝ力 

ｄ ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺ

ﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力 

ｅ 熱意 ｆ 行動力 

(1)研究力醸成 ○ ○     

(2)課題研究 ○ ○   ○ ○ 

(3)情報ｶﾘｷｭﾗﾑ   ○    

(4)ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ人材    ○ ○ ○ 

(5)ｷｬﾘｱ教育 ○ ○   ○ ○ 

 

平成２４年度は、以下のような具体的取組みを行った。 

概 要 実施日 本校対象生徒 備 考 

イギリス研修 事前研修 

・英語による発表の事前指導 

・外国人とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ 

6/30 - 7/1 ４名 SSH 支援対象外

(Barclays 証券か

らの支援) 

イギリス研修 

・科学に関連する施設における研修 

・ケンブリッジ大学におけるワークショップ 

・ワークショップ成果発表 

・東日本大震災についての発表、議論 

7/18 - 7/29 ４名 SSH 支援対象外

(Clifton 

Scientific Trust

からの支援) 

イギリス研修 事後研修 

・イギリス研修のまとめ 事後報告会 

9/21 ４名 SSH 支援対象外

(Barclays 証券か

らの支援) 

世界銀行 講演会 

・キャリアについての講演 

・世界銀行の役割についての講演 

8/2 ５３名 SSH 支援対象外 

東京大学留学生との交流会 

・福島復興プロジェクトに関する発表、討論 

10/28 ４５名 SSH 支援対象外 

北東アジア環境シンポジウム 

・課題研究発表 

・環境問題に関するパネルディスカッション 

3/15 - 3/16 １７名 新潟南高校主催 

台湾研修 事前研修 

・東日本大震災、災害についての発表練習 

2/22 - 2/23 ８名 本校コア SSH 事業

台湾研修 

・大学、企業、研究所における研修 

・東日本大震災、災害についての発表 

3/19 - 3/23 ８名 本校コア SSH 事業

 

 

 

（２）仮説 

○グローバルコミュニケーション力 

・英語で書かれた学術論文や資料等を調べ、理解できる。 

・科学的なものの見方・考え方を踏まえ、外国人と的確に意思疎通できる。 

・科学的な事象について、理論や実験等の裏付けをもとに、外国語で発表できる。 

○熱意 

・目的を明確にし、グローバル人材育成に関する取組みに積極的に取り組むことができる。 

○行動力 

・リーダーシップを発揮して、自ら提案し、実行することができる。 

 

 

２．３．２ 内容 

イギリス研修 事前研修 

実施日：平成２４年６月３０日（土）～７月１日（日） 

会 場：バークレイズ証券 東京オフィス 

参加者：本校生４名、引率１名 その他、仙台二高、古川黎明高より生徒３名 引率１名 

内 容：Barclays 証券のご支援により、イギリス研修の事前研修を実施させていただいた。すべ

て英語での取組であり、Barclays 証券の外国人スタッフの方々と以下の活動を行った。 

 ・学校紹介、東日本大震災後の各学校の状況報告（各学校２０分） 

 ・六本木ヒルズ内の防災体制についての見学、研修 

・英語によるコミュニケーショントレーニング（六本木ヒルズ内、都内を見学しながら 

英語による会話の実践） 

成 果：英語での発表は初めてという生徒が多く、緊張した状態でのプレゼンテーションであっ

たが、このような経験そのものが生徒にとって非常に有意義であった。生徒自身の反省

も多く、イギリスでの発表に向けた課題抽出等、具体的な次の活動につながる取組がで

きた。 

対応していただいた Barclays 証券の方々は気さくな方ばかりで、生徒の緊張をおお

いにほぐしてくれた。英語によるコミュニケーション力を鍛える場として有功に機能し

ただけでなく、ビジネスマンとしてのコミュニケーション能力の高さ、必要性を生徒た

ちが認識する良い機会となった。お世話になった皆様に改めて感謝したい。 

 

イギリス研修 

背 景：東日本大震災による東北地区の甚大な被害を鑑み、イギリスの科学教育団体であるクリ

フトン科学トラストからイギリスにおける研修について招待をいただいた。この招待は昨年度に

引き続き２回目である。今回は、ＳＳＨ校である京都教育大学附属高校がコアＳＳＨ事業の一環

として実施するサイエンスワークショップに特別に参加させていただく形で、実現した。 

実施日：平成２４年７月１８日（水）～２９日（日） 

参加者：本校生４名、引率１名 他に以下の高校からの参加があった。 

    東北地区（相馬高、仙台二高、古川黎明高）  ８名 

    関西地区（京都教育大附高、洛北高、桃山高、立命館守山高） １７名 

イギリスからの参加 ２１名 

引率 全体で１４名  
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２．３ グローバル社会に適応できる科学人材育成プログラム開発研究 

２．３．１ 概要と仮説 

（１）研究の概要 

 グローバル社会に適応・活躍するためには、科学的な見地に立脚した英語コミュニケーショ

ン・プレゼンテーション力が必須である。また、外国との交流をとおしてグローバルスタンダ

ードを習得し、「想定外対応力」を持った科学系人材の育成は急務である。ここでは、将来グ

ローバル社会で活躍するために高校生段階で獲得すべき素養を育成するための研究を行う。 

本研究を通して高めようとする生徒の力は、下図(4)ｄ、ｅ、ｆの３つである。 

能力・資質 

テーマ 

ａ 課題 

発見力 

ｂ 課題 

解決力 

ｃ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ

ﾝ力 

ｄ ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺ

ﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力 

ｅ 熱意 ｆ 行動力 

(1)研究力醸成 ○ ○     

(2)課題研究 ○ ○   ○ ○ 

(3)情報ｶﾘｷｭﾗﾑ   ○    

(4)ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ人材    ○ ○ ○ 

(5)ｷｬﾘｱ教育 ○ ○   ○ ○ 

 

平成２４年度は、以下のような具体的取組みを行った。 

概 要 実施日 本校対象生徒 備 考 

イギリス研修 事前研修 

・英語による発表の事前指導 

・外国人とのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ 

6/30 - 7/1 ４名 SSH 支援対象外

(Barclays 証券か

らの支援) 

イギリス研修 

・科学に関連する施設における研修 

・ケンブリッジ大学におけるワークショップ 

・ワークショップ成果発表 

・東日本大震災についての発表、議論 

7/18 - 7/29 ４名 SSH 支援対象外

(Clifton 

Scientific Trust

からの支援) 

イギリス研修 事後研修 

・イギリス研修のまとめ 事後報告会 

9/21 ４名 SSH 支援対象外

(Barclays 証券か

らの支援) 

世界銀行 講演会 

・キャリアについての講演 

・世界銀行の役割についての講演 

8/2 ５３名 SSH 支援対象外 

東京大学留学生との交流会 

・福島復興プロジェクトに関する発表、討論 

10/28 ４５名 SSH 支援対象外 

北東アジア環境シンポジウム 

・課題研究発表 

・環境問題に関するパネルディスカッション 

3/15 - 3/16 １７名 新潟南高校主催 

台湾研修 事前研修 

・東日本大震災、災害についての発表練習 

2/22 - 2/23 ８名 本校コア SSH 事業

台湾研修 

・大学、企業、研究所における研修 

・東日本大震災、災害についての発表 

3/19 - 3/23 ８名 本校コア SSH 事業

 

 

 

（２）仮説 

○グローバルコミュニケーション力 

・英語で書かれた学術論文や資料等を調べ、理解できる。 

・科学的なものの見方・考え方を踏まえ、外国人と的確に意思疎通できる。 

・科学的な事象について、理論や実験等の裏付けをもとに、外国語で発表できる。 

○熱意 

・目的を明確にし、グローバル人材育成に関する取組みに積極的に取り組むことができる。 

○行動力 

・リーダーシップを発揮して、自ら提案し、実行することができる。 

 

 

２．３．２ 内容 

イギリス研修 事前研修 

実施日：平成２４年６月３０日（土）～７月１日（日） 

会 場：バークレイズ証券 東京オフィス 

参加者：本校生４名、引率１名 その他、仙台二高、古川黎明高より生徒３名 引率１名 

内 容：Barclays 証券のご支援により、イギリス研修の事前研修を実施させていただいた。すべ

て英語での取組であり、Barclays 証券の外国人スタッフの方々と以下の活動を行った。 

 ・学校紹介、東日本大震災後の各学校の状況報告（各学校２０分） 

 ・六本木ヒルズ内の防災体制についての見学、研修 

・英語によるコミュニケーショントレーニング（六本木ヒルズ内、都内を見学しながら 

英語による会話の実践） 

成 果：英語での発表は初めてという生徒が多く、緊張した状態でのプレゼンテーションであっ

たが、このような経験そのものが生徒にとって非常に有意義であった。生徒自身の反省

も多く、イギリスでの発表に向けた課題抽出等、具体的な次の活動につながる取組がで

きた。 

対応していただいた Barclays 証券の方々は気さくな方ばかりで、生徒の緊張をおお

いにほぐしてくれた。英語によるコミュニケーション力を鍛える場として有功に機能し

ただけでなく、ビジネスマンとしてのコミュニケーション能力の高さ、必要性を生徒た

ちが認識する良い機会となった。お世話になった皆様に改めて感謝したい。 

 

イギリス研修 

背 景：東日本大震災による東北地区の甚大な被害を鑑み、イギリスの科学教育団体であるクリ

フトン科学トラストからイギリスにおける研修について招待をいただいた。この招待は昨年度に

引き続き２回目である。今回は、ＳＳＨ校である京都教育大学附属高校がコアＳＳＨ事業の一環

として実施するサイエンスワークショップに特別に参加させていただく形で、実現した。 

実施日：平成２４年７月１８日（水）～２９日（日） 

参加者：本校生４名、引率１名 他に以下の高校からの参加があった。 

    東北地区（相馬高、仙台二高、古川黎明高）  ８名 

    関西地区（京都教育大附高、洛北高、桃山高、立命館守山高） １７名 

イギリスからの参加 ２１名 

引率 全体で１４名  

２．３　グローバル社会に適応できる科学人材育成プログラム開発研究
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内容・スケジュール 

壮行会 プレ研修 

Date  Time  Outline
2012  
Wed  
July 18  

evening  
Depart from Each school  
Arrive at British Embassy Tokyo  
 Send-off Party by Rolls Royce Japan  

Thu  
July 19  

morning
afternoon  

Depart from Narita Airport
Arrive at Heathrow Airport  

Fri  
July 20  

morning
afternoon 

University College London, Prof. Ohnuma  
Royal Society and Royal Institution  

Sat  
July 21  

morning
afternoon  

Natural History Museum
British Museum  

Sun  
July 22  

morning
afternoon  
evening  

Sightseeing at Guildford
Arrive at Cambridge, Murry Edward College  
Self Introduction between Japan and UK students  

ケンブリッジ大学での研修 
Date  Time  Outline  

Mon  
July 23  

Morning  
Afternoon  
evening  

Welcome and Orientation
Projects  
Let’s Communicate in Japanese !  

Tue  
July 24  

Morning  
Afternoon  
evening  

Projects
Projects  
Gift Exchange and Cultural Evening  

Wed  
July 25  

Morning  
Afternoon  
evening  

Projects 
Projects   Teachers Forum only for Teachers  
Outdoor Games (informal relaxation)  

Thu  
July 26  

Morning  
 
Afternoon  
evening  

Special Presentation by Japanese Students                       
     on the situation following the 2011 Disaster  
Visits in Cambridge    
Presentation Preparation  

Fri  
July 27  

Morning  
Afternoon  
evening  

Presentation Preparation
Team Presentations   
Workshop Dinner at Corpus Christi College  

Sat  
July 28  morning  Depart after breakfast          

Depart from Heathrow  
Sun  
July 29  morning  Arrive at Narita

Arrive at Each School  

壮行会 

 Rolls Royce Japan の主催により、英国大使館で壮行会を実施していただいた。壮行会では Rolls 

Royce Japan の社長様より激励のご挨拶をいただき、また、東京大学大学院工学研究科 教授 中

須加真一先生より超小型人工衛星の研究とグローバル社会で活躍するための心構えについてお話

をいただいた。生徒たちは様々な方から激励を受け、イギリスでの研修に向けて意識を高めるこ

とができた。 

 

プレ研修 

University College London(UCL)では、UCL 教授で本校の卒業生でもある大沼信一先生より特

別講義をいただいた。大沼先生は、現代の日本人が鎖国時代と同様に内向き志向になっているこ

とを指摘し、グローバルに行動することの重要性について、ご自身の経験も踏まえてお話いただ

いた。 

施設研修（王立協会、王立研究所、自然史博物館、大英博物館）では、科学史の中でもとくに

存在感のある科学者の功績、サイエンスの歴史を目の当たりにすることができ、非常に刺激的で

あった。 

 

サイエンスワークショップ 

プロジェクト ケンブリッジ大学で９つのプロジェクトに分かれて実験、実習、討論、ものづく

りなどを行った。プロジェクトは以下の通りである。 

1  Chemistry      2  Biochemistry.     3  Physics at Cavendish Laboratory 

4  Biological Anthropology by PrIME Research Group    5  Living in a Nuclear Age  

6  Meet the Algae     7  Engineering        8  Communicating Science  

本校からの参加生徒は以下の３つのプロジェクトに参加した。 

○Living in a Nuclear Age 放射性物質の活用方法、放射線の性質、原子力の活用等について、

講義と討論を中心に行った。討論では福島第一原子力発電所の事故を踏まえて、原子力発電の活

用の是非等について様々な意見が生徒から寄せられた。なお、本講座を担当していただいたオッ

クスフォード大学名誉教授 Wade Allison 氏は昨年度、福島を訪問してくださり、本校をはじめ、

福島県の現状をご自身で確認してくださった。 

○Biological Anthropology 動物行動学に関するプロジェクトであり、南米に住むキツネのフン

からＤＮＡを増幅して種の特定を行い、また動物園で動物の行動について実際に観察し、観察方

法などを学んだ。 

○Engineering 工学に関するプロジェクトであり、ケンブリッジ大学で実際に使われている工作

室で、スターリングエンジンの製作を行った。スタッフに指示していただきながら様々な工作機

械を操作させていただき、金属製のエンジンを製作することができた。 

発表 今回のワークショップでは、東日本大震災に関する発表、プロジェクトについての最終発

表、教員対象の日本とイギリスの教育に関する発表、情報交換を行った。東日本大震災に関する

発表では東北地区からの現状報告や、災害に対して若い世代がどう社会に貢献できるかというテ

ーマについての討論等が行われた。プロジェクトの発表では、グループごとに実施した内容につ

いてのまとめが報告された。教員の発表では、本校教員による日本における理科教育の報告がな

され、日本とイギリスの中等教育の理解に役立った。 

 

成 果：ワークショップでは、同世代のイギリスの高校生とコミュニケーションする場が多く、

英語を使って意思疎通を図ることが必須であった。また英語で発表する機会も非常に多かった。

このことから、グローバルコミュニケーション力は大きく向上したと考えられる。また、当初緊

張気味であった生徒たちも、プロジェクトの進行につれて積極的に発言するようになっていった。

例えば、Living in a Nuclear Age に参加した生徒は初めのうちはなかなか自分の見解を周囲に

伝えることができなかったが、後半になり、それができるようになった。最後は原子力の活用に

ついて他の人とは全く見解が異なる自分の意見をはっきり主張することができた。この意味で熱

意や行動力が向上したと言えるであろう。また、教員側としては、今後のこのような取組に対し

て長期的に連携する可能性を見いだすことができた。今回、東北地区からの高校の参加は招待と

いうかたちであったが、今後は我々が主催するような取組を是非とも検討したい。 

 

イギリス研修 事後研修 

実施日：平成２４年９月２１日（金） 

会 場：バークレイズ証券 東京オフィス 

参加者：本校生４名、引率１名 その他、相馬高、古川黎明高より生徒５名 引率２名 

内 容：事前研修と同様、Barclays 証券のご支援により、事後研修を実施させていただいた。イ

ギリスでの研修について、参加した生徒、教員がそれぞれ発表を行った。事前研修の時

とは大きく異なり、生徒、教員共に堂々と、また気軽に英語で発表することができた。

このことから、イギリスでの研修がグローバルコミュニケーション力を高めることに大

きな効果があったことが伺えた。お世話になったバークレイズ証券の方々に改めて感謝
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内容・スケジュール 

壮行会 プレ研修 

Date  Time  Outline
2012  
Wed  
July 18  

evening  
Depart from Each school  
Arrive at British Embassy Tokyo  
 Send-off Party by Rolls Royce Japan  

Thu  
July 19  

morning
afternoon  

Depart from Narita Airport
Arrive at Heathrow Airport  

Fri  
July 20  

morning
afternoon 

University College London, Prof. Ohnuma  
Royal Society and Royal Institution  

Sat  
July 21  

morning
afternoon  

Natural History Museum
British Museum  

Sun  
July 22  

morning
afternoon  
evening  

Sightseeing at Guildford
Arrive at Cambridge, Murry Edward College  
Self Introduction between Japan and UK students  

ケンブリッジ大学での研修 
Date  Time  Outline  

Mon  
July 23  

Morning  
Afternoon  
evening  

Welcome and Orientation
Projects  
Let’s Communicate in Japanese !  

Tue  
July 24  

Morning  
Afternoon  
evening  

Projects
Projects  
Gift Exchange and Cultural Evening  

Wed  
July 25  

Morning  
Afternoon  
evening  

Projects 
Projects   Teachers Forum only for Teachers  
Outdoor Games (informal relaxation)  

Thu  
July 26  

Morning  
 
Afternoon  
evening  

Special Presentation by Japanese Students                       
     on the situation following the 2011 Disaster  
Visits in Cambridge    
Presentation Preparation  

Fri  
July 27  

Morning  
Afternoon  
evening  

Presentation Preparation
Team Presentations   
Workshop Dinner at Corpus Christi College  

Sat  
July 28  morning  Depart after breakfast          

Depart from Heathrow  
Sun  
July 29  morning  Arrive at Narita

Arrive at Each School  

壮行会 

 Rolls Royce Japan の主催により、英国大使館で壮行会を実施していただいた。壮行会では Rolls 

Royce Japan の社長様より激励のご挨拶をいただき、また、東京大学大学院工学研究科 教授 中

須加真一先生より超小型人工衛星の研究とグローバル社会で活躍するための心構えについてお話

をいただいた。生徒たちは様々な方から激励を受け、イギリスでの研修に向けて意識を高めるこ

とができた。 

 

プレ研修 

University College London(UCL)では、UCL 教授で本校の卒業生でもある大沼信一先生より特

別講義をいただいた。大沼先生は、現代の日本人が鎖国時代と同様に内向き志向になっているこ

とを指摘し、グローバルに行動することの重要性について、ご自身の経験も踏まえてお話いただ

いた。 

施設研修（王立協会、王立研究所、自然史博物館、大英博物館）では、科学史の中でもとくに

存在感のある科学者の功績、サイエンスの歴史を目の当たりにすることができ、非常に刺激的で

あった。 

 

サイエンスワークショップ 

プロジェクト ケンブリッジ大学で９つのプロジェクトに分かれて実験、実習、討論、ものづく

りなどを行った。プロジェクトは以下の通りである。 

1  Chemistry      2  Biochemistry.     3  Physics at Cavendish Laboratory 

4  Biological Anthropology by PrIME Research Group    5  Living in a Nuclear Age  

6  Meet the Algae     7  Engineering        8  Communicating Science  

本校からの参加生徒は以下の３つのプロジェクトに参加した。 

○Living in a Nuclear Age 放射性物質の活用方法、放射線の性質、原子力の活用等について、

講義と討論を中心に行った。討論では福島第一原子力発電所の事故を踏まえて、原子力発電の活

用の是非等について様々な意見が生徒から寄せられた。なお、本講座を担当していただいたオッ

クスフォード大学名誉教授 Wade Allison 氏は昨年度、福島を訪問してくださり、本校をはじめ、

福島県の現状をご自身で確認してくださった。 

○Biological Anthropology 動物行動学に関するプロジェクトであり、南米に住むキツネのフン

からＤＮＡを増幅して種の特定を行い、また動物園で動物の行動について実際に観察し、観察方

法などを学んだ。 

○Engineering 工学に関するプロジェクトであり、ケンブリッジ大学で実際に使われている工作

室で、スターリングエンジンの製作を行った。スタッフに指示していただきながら様々な工作機

械を操作させていただき、金属製のエンジンを製作することができた。 

発表 今回のワークショップでは、東日本大震災に関する発表、プロジェクトについての最終発

表、教員対象の日本とイギリスの教育に関する発表、情報交換を行った。東日本大震災に関する

発表では東北地区からの現状報告や、災害に対して若い世代がどう社会に貢献できるかというテ

ーマについての討論等が行われた。プロジェクトの発表では、グループごとに実施した内容につ

いてのまとめが報告された。教員の発表では、本校教員による日本における理科教育の報告がな

され、日本とイギリスの中等教育の理解に役立った。 

 

成 果：ワークショップでは、同世代のイギリスの高校生とコミュニケーションする場が多く、

英語を使って意思疎通を図ることが必須であった。また英語で発表する機会も非常に多かった。

このことから、グローバルコミュニケーション力は大きく向上したと考えられる。また、当初緊

張気味であった生徒たちも、プロジェクトの進行につれて積極的に発言するようになっていった。

例えば、Living in a Nuclear Age に参加した生徒は初めのうちはなかなか自分の見解を周囲に

伝えることができなかったが、後半になり、それができるようになった。最後は原子力の活用に

ついて他の人とは全く見解が異なる自分の意見をはっきり主張することができた。この意味で熱

意や行動力が向上したと言えるであろう。また、教員側としては、今後のこのような取組に対し

て長期的に連携する可能性を見いだすことができた。今回、東北地区からの高校の参加は招待と

いうかたちであったが、今後は我々が主催するような取組を是非とも検討したい。 

 

イギリス研修 事後研修 

実施日：平成２４年９月２１日（金） 

会 場：バークレイズ証券 東京オフィス 

参加者：本校生４名、引率１名 その他、相馬高、古川黎明高より生徒５名 引率２名 

内 容：事前研修と同様、Barclays 証券のご支援により、事後研修を実施させていただいた。イ

ギリスでの研修について、参加した生徒、教員がそれぞれ発表を行った。事前研修の時

とは大きく異なり、生徒、教員共に堂々と、また気軽に英語で発表することができた。

このことから、イギリスでの研修がグローバルコミュニケーション力を高めることに大

きな効果があったことが伺えた。お世話になったバークレイズ証券の方々に改めて感謝
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申し上げたい。 

 

世界銀行 講演会 

実施日：平成２４年８月１日（水） 

会 場：福島高校 視聴覚室 

参加者：本校生徒５３名 

講演者：世界銀行 緊急社会対策プログラムマネージャー 森 秀樹 氏（本校卒業生） 

内 容：グローバルな生き方、世界への貢献の仕方を学ぶことを目的として、世界銀行の「グロ

ーバル人材育成のための講師派遣事業」を活用して実施した。講師の森さんは、本校卒

業後、東京大学理科Ⅱ類に進学、その後、民間企業のシステムエンジニアとしての経験

後、世界銀行に入行された方である。講義では、世界の貧困問題を解決する世界銀行の

業務とやりがい、求められる資質、森さんのこれまでの経緯、世界からみた震災後の日

本や東北に対する称賛など、さまざまなお話を聞くことができた。 

 

東京大学留学生との交流会 

実施日：平成２４年１０月２８日（日） 

会 場：福島高校 梅苑会館 

参加者：本校生徒４５名 引率２名 東京大学留学生３６名 東京大学関係者５名 外部１名 

内 容：東京大学経済学部・経済学研究科の留学生の皆さんとの交流会を実施した。この企画は、

『公益財団法人中島記念国際交流財団助成』（独）日本学生支援機構実施事業より助成

金を受けて、実現したものである。交流会では自己紹介、本校 SSH 事業の一つである福

島復興プロジェクトについての英語発表、福島の現状や将来の進路等についてのグルー

プディスカッションを行った。午後は福島高校の裏手にある信夫山においてフィールド

ワークを行う予定であったが、雨のため、実施できなかった。留学生が駅でお土産を買

って帰るまで本校生が案内し、最後まで交流を深めることができた。この取組で生徒た

ちは外国人とのコミュニケーションに自信を持つことができた。 

なお、この交流会では、本校卒業生で、現在 Bridge for Fukushima で福島の復興に

尽力されている伴場賢一さん、東京大学経済学部の松井彰彦先生、青木浩介先生をはじ

めとするスタッフの皆様に大変お世話になった。 

 

北東アジア環境シンポジウム 

実施日：平成２５年３月１６日（土） 

会 場：新潟ユニオンプラザ 

参加者：本校生１７名 引率１名 新潟南高 会津学鳳高 中国 韓国 ロシアの高校生等 

内 容：新潟南高校がＳＳＨ事業として主催する「北東アジア環境シンポジウム」へ参加した。

本校からは環境に関するパネルディスカッションへのパネリスト参加、口頭発表１件、

ポスター発表６件等を行った。全て英語での実施であったが、英語によるプレゼンテー

ション力を鍛える場として非常に有益であった。 

 

ＦＳＣ台湾研修 事前研修 

実施日：平成２５年２月２３日（土）～２４日（日） 

会 場：福島高校 梅苑会館 

参加者：本校生８名 引率２名 他ＦＳＣ台湾研修に参加する生徒２１名、引率５名 

内 容：ＦＳＣ台湾研修に向けた英語によるプレゼンテーション研修等を行った。詳細はコアＳ

ＳＨの報告の部で述べる。 

 

 

台湾研修 

実施日：平成２５年３月１９日（火）～２３日（土） 

会 場：国立清華大学、台中市暁明高級女子中学、国立科学工業園区実験高級中学等 

参加者：本校生８名 引率２名 他校生徒２２名、引率６名 

内 容：本校コアＳＳＨ事業の一環として台湾研修を実施した。詳細はコアＳＳＨの報告の部で

述べる。 

 

２．３．３ 仮説の検証 

 本校のＳＳＨ事業は今年度より二期目となった。グローバルな取組については一期目では当初

の計画そのものの中に盛り込まなかったこともあり、あまり実施することがなかった。二期目に

あたり、海外連携の重要性を十分に認識し、この取組を積極的に行うこととした。本テーマでは

上記に示した仮説を立て、それについての達成度を検証することで評価とした。 

○グローバルコミュニケーション力 

・英語で書かれた学術論文や資料等を調べ、理解できる。 

→今年度は英語で書かれた学術論文等を活用する機会を設定することがほとんどできなかった。

次年度以降、積極的に取り入れていきたい。 

・科学的なものの見方・考え方を踏まえ、外国人と的確に意思疎通できる。 

→今年度は外国人とのコミュニケーションの場をなるべく多く設定するようにした。このような

取組を行ったのは今年度が初めてであったが、取組を通じて、まず、生徒の英語コミュニケーシ

ョン力には大きなばらつきがあることがわかった。英語で話せない生徒が多数いることは想像で

きたが、教員が想像していた以上に話せる生徒が多いこともわかった。 

今年度のＳＳＨ事業により外国人との意思疎通が顕著にできるようになったのは、イギリス研

修への参加者である。事前研修と事後研修の際の態度、話しかたの変化から、明らかに改善が見

られた。その他の取組については、意思疎通についての改善は大きくは見られなかった。意思疎

通については内容よりも外国人と共に過ごす時間の効果が大きいと思われる。 

・科学的な事象について、理論や実験等の裏付けをもとに、外国語で発表できる。 

→英語で発表する機会も今年度から実質的に初めて取り組むことができた。また、発表の経験数

と上達度は明らかに相関が見られ、発表する機会そのものが生徒のプレゼンテーション力を大き

く伸張させることがわかった。本校ではこれまで英語による発表の機会を作ってこなかったが、

このような場を提供することの重要性を強く認識した。来年度以降もさらに発表の場を設定した

い。 

○熱意 

・目的を明確にし、グローバル人材育成に関する取組みに積極的に取り組むことができる。 

→本取組のほとんどは希望する生徒を対象としているが、実際に希望してくる生徒は比較的多い。

例えば東京大学留学生との交流では、直前の案内であったにもかかわらず、４５名（１、２年生

全体の７％程度）の生徒が参加している。このような点から、本校の生徒は本取組への熱意は非

常に高いと言えるであろう。 

○行動力 

・リーダーシップを発揮して、自ら提案し、実行することができる。 

→行動力の醸成は現在のところあまり見られず、教員側が提供した取組に単に参加するという生

徒が多い。この点については次年度以降の課題である。 
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２．３　グローバル社会に適応できる科学人材育成プログラム開発研究

 

申し上げたい。 

 

世界銀行 講演会 

実施日：平成２４年８月１日（水） 

会 場：福島高校 視聴覚室 

参加者：本校生徒５３名 

講演者：世界銀行 緊急社会対策プログラムマネージャー 森 秀樹 氏（本校卒業生） 

内 容：グローバルな生き方、世界への貢献の仕方を学ぶことを目的として、世界銀行の「グロ

ーバル人材育成のための講師派遣事業」を活用して実施した。講師の森さんは、本校卒

業後、東京大学理科Ⅱ類に進学、その後、民間企業のシステムエンジニアとしての経験

後、世界銀行に入行された方である。講義では、世界の貧困問題を解決する世界銀行の

業務とやりがい、求められる資質、森さんのこれまでの経緯、世界からみた震災後の日

本や東北に対する称賛など、さまざまなお話を聞くことができた。 

 

東京大学留学生との交流会 

実施日：平成２４年１０月２８日（日） 

会 場：福島高校 梅苑会館 

参加者：本校生徒４５名 引率２名 東京大学留学生３６名 東京大学関係者５名 外部１名 

内 容：東京大学経済学部・経済学研究科の留学生の皆さんとの交流会を実施した。この企画は、

『公益財団法人中島記念国際交流財団助成』（独）日本学生支援機構実施事業より助成

金を受けて、実現したものである。交流会では自己紹介、本校 SSH 事業の一つである福

島復興プロジェクトについての英語発表、福島の現状や将来の進路等についてのグルー

プディスカッションを行った。午後は福島高校の裏手にある信夫山においてフィールド

ワークを行う予定であったが、雨のため、実施できなかった。留学生が駅でお土産を買

って帰るまで本校生が案内し、最後まで交流を深めることができた。この取組で生徒た

ちは外国人とのコミュニケーションに自信を持つことができた。 

なお、この交流会では、本校卒業生で、現在 Bridge for Fukushima で福島の復興に

尽力されている伴場賢一さん、東京大学経済学部の松井彰彦先生、青木浩介先生をはじ

めとするスタッフの皆様に大変お世話になった。 

 

北東アジア環境シンポジウム 

実施日：平成２５年３月１６日（土） 

会 場：新潟ユニオンプラザ 

参加者：本校生１７名 引率１名 新潟南高 会津学鳳高 中国 韓国 ロシアの高校生等 

内 容：新潟南高校がＳＳＨ事業として主催する「北東アジア環境シンポジウム」へ参加した。

本校からは環境に関するパネルディスカッションへのパネリスト参加、口頭発表１件、

ポスター発表６件等を行った。全て英語での実施であったが、英語によるプレゼンテー

ション力を鍛える場として非常に有益であった。 

 

ＦＳＣ台湾研修 事前研修 

実施日：平成２５年２月２３日（土）～２４日（日） 

会 場：福島高校 梅苑会館 

参加者：本校生８名 引率２名 他ＦＳＣ台湾研修に参加する生徒２１名、引率５名 

内 容：ＦＳＣ台湾研修に向けた英語によるプレゼンテーション研修等を行った。詳細はコアＳ

ＳＨの報告の部で述べる。 

 

 

台湾研修 

実施日：平成２５年３月１９日（火）～２３日（土） 

会 場：国立清華大学、台中市暁明高級女子中学、国立科学工業園区実験高級中学等 

参加者：本校生８名 引率２名 他校生徒２２名、引率６名 

内 容：本校コアＳＳＨ事業の一環として台湾研修を実施した。詳細はコアＳＳＨの報告の部で

述べる。 

 

２．３．３ 仮説の検証 

 本校のＳＳＨ事業は今年度より二期目となった。グローバルな取組については一期目では当初

の計画そのものの中に盛り込まなかったこともあり、あまり実施することがなかった。二期目に

あたり、海外連携の重要性を十分に認識し、この取組を積極的に行うこととした。本テーマでは

上記に示した仮説を立て、それについての達成度を検証することで評価とした。 

○グローバルコミュニケーション力 

・英語で書かれた学術論文や資料等を調べ、理解できる。 

→今年度は英語で書かれた学術論文等を活用する機会を設定することがほとんどできなかった。

次年度以降、積極的に取り入れていきたい。 

・科学的なものの見方・考え方を踏まえ、外国人と的確に意思疎通できる。 

→今年度は外国人とのコミュニケーションの場をなるべく多く設定するようにした。このような

取組を行ったのは今年度が初めてであったが、取組を通じて、まず、生徒の英語コミュニケーシ

ョン力には大きなばらつきがあることがわかった。英語で話せない生徒が多数いることは想像で

きたが、教員が想像していた以上に話せる生徒が多いこともわかった。 

今年度のＳＳＨ事業により外国人との意思疎通が顕著にできるようになったのは、イギリス研

修への参加者である。事前研修と事後研修の際の態度、話しかたの変化から、明らかに改善が見

られた。その他の取組については、意思疎通についての改善は大きくは見られなかった。意思疎

通については内容よりも外国人と共に過ごす時間の効果が大きいと思われる。 

・科学的な事象について、理論や実験等の裏付けをもとに、外国語で発表できる。 

→英語で発表する機会も今年度から実質的に初めて取り組むことができた。また、発表の経験数

と上達度は明らかに相関が見られ、発表する機会そのものが生徒のプレゼンテーション力を大き

く伸張させることがわかった。本校ではこれまで英語による発表の機会を作ってこなかったが、

このような場を提供することの重要性を強く認識した。来年度以降もさらに発表の場を設定した

い。 

○熱意 

・目的を明確にし、グローバル人材育成に関する取組みに積極的に取り組むことができる。 

→本取組のほとんどは希望する生徒を対象としているが、実際に希望してくる生徒は比較的多い。

例えば東京大学留学生との交流では、直前の案内であったにもかかわらず、４５名（１、２年生

全体の７％程度）の生徒が参加している。このような点から、本校の生徒は本取組への熱意は非

常に高いと言えるであろう。 

○行動力 

・リーダーシップを発揮して、自ら提案し、実行することができる。 

→行動力の醸成は現在のところあまり見られず、教員側が提供した取組に単に参加するという生

徒が多い。この点については次年度以降の課題である。 
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２．４  「福島復興」を基盤としたキャリア教育プログラム開発研究 

２．４．１ 概要と仮説 

（１）研究の概要 

 キャリア教育プログラム開発研究を通して高めようとする生徒の力は、下図(5)課題研究のａ、

ｂ、ｅ、ｆの４つである。 

能力・資質 

テーマ 

ａ 課題 

発見力 

ｂ 課題 

解決力 

ｃ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ

ﾝ力 

ｄ ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺ

ﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力 

ｅ 熱意 ｆ 行動力 

(1)研究力醸成 ○ ○     

(2)課題研究 ○ ○   ○ ○ 

(3)情報ｶﾘｷｭﾗﾑ   ○    

(4)ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ人材    ○ ○ ○ 

(5)ｷｬﾘｱ教育 ○ ○   ○ ○ 

  

 将来、社会的・職業的に自立し、社会の中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方を

実現させるため、「福島復興」を基盤としたキャリア教育の実践を企画した。 

本プログラムでは、東日本大震災及び原発事故によって大きな被害を受けた福島県の復興と再

生を担う人材を育成することを目指す。そのために、福島の現状を正しく理解する力、これから

の福島に必要なプログラムを企画立案し、実行に移すことのできる行動できる力を養うプログラ

ムである。 

 

（２）仮説 

現地視察などを通して福島県の現状と課題を理解し、ブレインストーミングやビジネススキルの

習得を積み重ねることで、創造性と行動力を持った人材を育成できる。 

 

２．４．２ 内容 

これまでに約３０回、福島高校に講師を招いて福島県の課題把握、経済・経営の基礎知識、流

通の仕組み、市場調査の重要性、マーケティングの方法等の研修を行ってきた。企画書の書き方、

パワーポイントの作り方からプレゼンの方法まで内容は多岐に渡り、実用性の高い知識や技術を

身に付けている。同時にグループ毎に企画を立ち上げ、大学・民間企業・県庁等の協力を得なが

ら実現に向けて動き出している。 

   

相馬・南相馬（小高）視察 

震災直後の様子を聞いたり、NPO の方々と一緒にボランテティア体験を行ったりした。この他、

震災後に廃業が相次いだ福島の温泉地なども視察し、数多くの課題を見つけるきっかけとなった。 

 

今年度より楽天 IT 学校の指定を受け、株式会社楽天の社員からは EC ビジネスの基本、市場調

査・マーケティング・販売促進など、多様な経営手法を学んだ。JTB 法人東京の講師からは、旅

の持つ可能性、旅行企画の作り方、企画書の書き方などを多くのビジネススキルを学んだ。これ

らを慶應大学の教員のマネジメントの元で進めた。 

 

 

現在展開中の企画 

4 つのプログラムを大きな柱として各グループで企画を進めている。 

 

① G1 ユースプロジェクト（G1 サミット内での企画プログラム） 

G1 サミットとは、日本における政財界の著名な方々を集めて議論を深める日本版ダボス会議

のことである。昨年度のこの会議で次世代人材の育成を目指した企画を作るべきという提案から

生まれたのが G1 ユースプロジェクト。G1 サミットの開催地の高校生や大学生を集め、若手リー

ダーがいろいろな考え方・行動方法を教え、次世代リーダーを育てることを目的としている。 
今年度は 2/10 に行われた会議に本校から７名が参加し、指導者（一覧参照）から企画立案・行

動の方法論を学んだ後、全体会でプレゼンを行ってきた。今回プレゼンしたのは、福島の子ども

たちに農業県としての福島のよさを理解してもらうとともに、市内の小学校全てに福島の桃の木

をプレゼントし、桃を味わってもらおうという企画である。この企画に対して、参加者から総額

59 万円の寄付が集まった。また、東京駅地下にあるロールケーキ屋で、高校生が育てた桃を使っ

たロールケーキを販売することも決まった。ファンドレイズが成功したことで、今後は責任感を

伴うステージに入った。今後さらに JustGiving で資金調達を行っていく予定である。 
<指導者一覧> 

岩瀬大介（ライフネット生命代表取締役副社長） 
小澤隆生（公益社団法人 CivicForce 理事・Yahoo キャピタル COO） 
各務茂雄（東京大学教授・産学連携事業化推進部長） 
佐藤大吾（日本財団法人 JustGivingJapan 代表理事） 
藤原和博（東京学芸大学教授、杉並区立和田中学前校長） 
水野弘道（コピーキャピタルアジア統括責任者・京都大学 iPS 研究所特任教授） 
柳川範之（東京大学大学院経済学研究科教授）他 

 
② 楽天 IT 学校による商品企画開発 

現在、商品に付加価値をつける様々な方法を学んでいる。今年度は福島県内の既存商品を楽天

市場で販売し、次年度は商品開発から行う予定で準備を進めている。なお、福島高校敷地内の梅

を用いた梅酒と福島の果物を使った飲料の商品開発を、それぞれ大七酒造（予定）とチェリオ株

式会社の協力を得て進めていくことになっている。 

 

③ TTbiz（海外の高校生[韓国・シンガポール]との共同旅行企画開発） 

TTbiz とは、韓国・シンガポールの高校生と旅行企画を作成するプラグラム（ジュニアアチー

ブメント主催）のことである。全国から４名ずつ 8 チームが選抜され、本校からは 2 チーム 8 名

が参加している。現在はテレビ会議システムを使って英語でやりとりをしながら、企画を作成中

である。東京で 3 月に行われる発表会に参加する。 

 

④ JTB 法人東京・慶応大学の協力による福島復興プランの作成 

Ａ 中国の高校生を福島に招待する企画（日中友好） 

福島市の海外交流事業で中国へ行った生徒たちが考えた企画である。高校生同士の交流によっ

て日中友好のきっかけを作るとともに、福島の復興にもつなげていくことを目的としている。中

国の高校生を招待して福島の観光の目玉であるスキー場や温泉を案内しながら親睦を深め、被災

地にも足を運んで自然災害について共に考えていくというのが主な内容である。「高校生が考え

る防災マニュアル」等を作成することも考えている。今年度に関しては、JST が企画するサイエ

ンスエッジ（筑波で 3/23 開催）に参加する中国の高校生（高校生 10 名程）を招待し、23 日から
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２．４  「福島復興」を基盤としたキャリア教育プログラム開発研究 

２．４．１ 概要と仮説 

（１）研究の概要 

 キャリア教育プログラム開発研究を通して高めようとする生徒の力は、下図(5)課題研究のａ、

ｂ、ｅ、ｆの４つである。 

能力・資質 

テーマ 

ａ 課題 

発見力 

ｂ 課題 

解決力 

ｃ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮ

ﾝ力 

ｄ ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺ

ﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力 

ｅ 熱意 ｆ 行動力 

(1)研究力醸成 ○ ○     

(2)課題研究 ○ ○   ○ ○ 

(3)情報ｶﾘｷｭﾗﾑ   ○    

(4)ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ人材    ○ ○ ○ 

(5)ｷｬﾘｱ教育 ○ ○   ○ ○ 

  

 将来、社会的・職業的に自立し、社会の中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方を

実現させるため、「福島復興」を基盤としたキャリア教育の実践を企画した。 

本プログラムでは、東日本大震災及び原発事故によって大きな被害を受けた福島県の復興と再

生を担う人材を育成することを目指す。そのために、福島の現状を正しく理解する力、これから

の福島に必要なプログラムを企画立案し、実行に移すことのできる行動できる力を養うプログラ

ムである。 

 

（２）仮説 

現地視察などを通して福島県の現状と課題を理解し、ブレインストーミングやビジネススキルの

習得を積み重ねることで、創造性と行動力を持った人材を育成できる。 

 

２．４．２ 内容 

これまでに約３０回、福島高校に講師を招いて福島県の課題把握、経済・経営の基礎知識、流

通の仕組み、市場調査の重要性、マーケティングの方法等の研修を行ってきた。企画書の書き方、

パワーポイントの作り方からプレゼンの方法まで内容は多岐に渡り、実用性の高い知識や技術を

身に付けている。同時にグループ毎に企画を立ち上げ、大学・民間企業・県庁等の協力を得なが

ら実現に向けて動き出している。 

   

相馬・南相馬（小高）視察 

震災直後の様子を聞いたり、NPO の方々と一緒にボランテティア体験を行ったりした。この他、

震災後に廃業が相次いだ福島の温泉地なども視察し、数多くの課題を見つけるきっかけとなった。 

 

今年度より楽天 IT 学校の指定を受け、株式会社楽天の社員からは EC ビジネスの基本、市場調

査・マーケティング・販売促進など、多様な経営手法を学んだ。JTB 法人東京の講師からは、旅

の持つ可能性、旅行企画の作り方、企画書の書き方などを多くのビジネススキルを学んだ。これ

らを慶應大学の教員のマネジメントの元で進めた。 

 

 

現在展開中の企画 

4 つのプログラムを大きな柱として各グループで企画を進めている。 

 

① G1 ユースプロジェクト（G1 サミット内での企画プログラム） 

G1 サミットとは、日本における政財界の著名な方々を集めて議論を深める日本版ダボス会議

のことである。昨年度のこの会議で次世代人材の育成を目指した企画を作るべきという提案から

生まれたのが G1 ユースプロジェクト。G1 サミットの開催地の高校生や大学生を集め、若手リー

ダーがいろいろな考え方・行動方法を教え、次世代リーダーを育てることを目的としている。 
今年度は 2/10 に行われた会議に本校から７名が参加し、指導者（一覧参照）から企画立案・行

動の方法論を学んだ後、全体会でプレゼンを行ってきた。今回プレゼンしたのは、福島の子ども

たちに農業県としての福島のよさを理解してもらうとともに、市内の小学校全てに福島の桃の木

をプレゼントし、桃を味わってもらおうという企画である。この企画に対して、参加者から総額

59 万円の寄付が集まった。また、東京駅地下にあるロールケーキ屋で、高校生が育てた桃を使っ

たロールケーキを販売することも決まった。ファンドレイズが成功したことで、今後は責任感を

伴うステージに入った。今後さらに JustGiving で資金調達を行っていく予定である。 
<指導者一覧> 

岩瀬大介（ライフネット生命代表取締役副社長） 
小澤隆生（公益社団法人 CivicForce 理事・Yahoo キャピタル COO） 
各務茂雄（東京大学教授・産学連携事業化推進部長） 
佐藤大吾（日本財団法人 JustGivingJapan 代表理事） 
藤原和博（東京学芸大学教授、杉並区立和田中学前校長） 
水野弘道（コピーキャピタルアジア統括責任者・京都大学 iPS 研究所特任教授） 
柳川範之（東京大学大学院経済学研究科教授）他 

 
② 楽天 IT 学校による商品企画開発 

現在、商品に付加価値をつける様々な方法を学んでいる。今年度は福島県内の既存商品を楽天

市場で販売し、次年度は商品開発から行う予定で準備を進めている。なお、福島高校敷地内の梅

を用いた梅酒と福島の果物を使った飲料の商品開発を、それぞれ大七酒造（予定）とチェリオ株

式会社の協力を得て進めていくことになっている。 

 

③ TTbiz（海外の高校生[韓国・シンガポール]との共同旅行企画開発） 

TTbiz とは、韓国・シンガポールの高校生と旅行企画を作成するプラグラム（ジュニアアチー

ブメント主催）のことである。全国から４名ずつ 8 チームが選抜され、本校からは 2 チーム 8 名

が参加している。現在はテレビ会議システムを使って英語でやりとりをしながら、企画を作成中

である。東京で 3 月に行われる発表会に参加する。 

 

④ JTB 法人東京・慶応大学の協力による福島復興プランの作成 

Ａ 中国の高校生を福島に招待する企画（日中友好） 

福島市の海外交流事業で中国へ行った生徒たちが考えた企画である。高校生同士の交流によっ

て日中友好のきっかけを作るとともに、福島の復興にもつなげていくことを目的としている。中

国の高校生を招待して福島の観光の目玉であるスキー場や温泉を案内しながら親睦を深め、被災

地にも足を運んで自然災害について共に考えていくというのが主な内容である。「高校生が考え

る防災マニュアル」等を作成することも考えている。今年度に関しては、JST が企画するサイエ

ンスエッジ（筑波で 3/23 開催）に参加する中国の高校生（高校生 10 名程）を招待し、23 日から

２．４　「福島復興」を基盤としたキャリア教育プログラム開発研究
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3 泊 4 日の予定で本企画を実施することになっている。現在、JTB・福島県上海事務所などの協力

を得て実施案を詰めている。福島県の上海事務所が今後の予算化を検討しており、次年度以降は

県の事業として継続する予定になっている。 

Ｂ 土湯温泉を女子会のメッカにする企画 

若者にはなじみの薄い温泉を、若者（特に女子）にアピールする企画を実施し、観光復興につ

なげることを目的とした企画である。有名デザイナーの浴衣や食事を自分たちで選択する等の新

しい提案で、宿泊型女子会を企画する。1 月 20 日に土湯温泉経営者に対してプレゼンを行い、十

分に検討に値する企画であるとの評価をいただいて、現在細部を詰めている状況である。まずは

いくつかの旅館での女子旅開催を目指している。 

Ｃ 桃の木オーナー制を利用した旅行企画 

桃の木オーナー制を実施し、福島の農業と観光の復興を目指す企画である。12/6 に JA 伊達み

らいにプレゼンに行き、桃の木 1 本と柿の木 1 本の提供は可能であるとの提案を頂いた。初年度

は子どものいる家族 10 組程度を関東から募集し、桃の木の受粉や摘果などの体験後に温泉旅館に

宿泊してもらう方向で検討している。あんぽ柿作り体験等も企画し、一年を通して福島に来ても

らう計画をしている。桃の木 1 本に約 800 個の実がなる見込みで、収穫した桃は参加家族に届け

る予定である。 

Ｄ 放射線教育をテーマにした旅行企画 

現在の福島の放射線量が安全だという研究者とすぐにでも避難すべきだという研究者がおり、

その状況が福島県民の不安をあおっている。そこで、双方の研究者を招いて討論してもらうこと

で、県民に正しい情報を発信するというのが目的である。著名な研究者を呼ぶ必要があるため、

実現に向けての課題は多い。 

Ｅ 修学旅行招致企画                                       

原発災害により 9 割落ち込んだ教育旅行を復活させることを目的とした企画である。福島を教

育旅行の目的地として選択してもらうため、復興に向けて行動している自分たちとともに被災地

を巡ったり、修学旅行生の地元復興をともに考え（ブレスト）、企画したりする内容を盛り込み、

「自主性を育てる」という魅力を提供できないかと考えている。3 月 21 日に東京大学で高校の先

生方にプレゼンする予定である。 

Ｆ 土湯温泉の価値創造を目指す企画  

土湯温泉では、来年度から地熱発電（バイナリー発電）に取り組むことになっている。その際

に発生する余熱を利用して、魚の養殖や植物園の造成、南国フルーツ栽培など新たな土湯の価値

を創造することが目的である。魚の養殖企画では、岡山理科大が発明した好適環境水（淡水・海

水両方の魚が生育でき、さらに成長を促し、魚の病気も激減する水）を利用して、実証水槽を土

湯に設置可能かどうかを検討している。南国フルーツ栽培に関しては、3 月末に温泉水を利用し

たビニールハウスを作るという提案を受けている。 

Ｇ コンビニと共同商品開発（B to B 企画を検討） 

福島の食材を用いたお弁当やスイーツをコンビニなどと共同開発し、販売することを検討して

いる。その前段階として、障害者雇用施設で作られているお弁当開発を行い、実績を作ってから

B to B に移行する方向で検討している。 

Ｈ ソーシャルビジネス企画 「福島から学びの場の提供を」 

高校の授業配信に加えて、高校生の趣味の部屋（著名アーティストなどの講座）や高校生のコ

ミュニティースペース（他県の高校生同士が交流するツール）、大学の講義、OB の方への質問コ

ーナーなどをドッキングさせ、高校生が必要とする情報を総合的に提供できるサイトの構築を目

指している。この企画では、仮想コミュニティーを移動しながら自分が必要とするあらゆる情報

にアクセスできる場を提供したいと考えており、SBP（社団法人ソーシャルビジネスプラットホー

ム）でも発表済みである。実現へ向けてのハードルはまだ高いが、協力企業や優良コンテンツが

 

増えれば発展する可能性はある。多様なリソースを必要とするため、ソーシャルビジネスの企業

間橋渡しになればと考えている。全国の高校生から HP 編集委員なども選任し、高校生の発想で常

により良いものへ変更していけるサイトを作り上げたいと考えている。 

協力団体 

・JTB 法人東京 ・JTB 法人東北福島支店 ・楽天株式会社 
・慶応大学 システムデザインマネジメント（SDM）研究科 ・湘南藤沢キャンパス（SFC） 
・早稲田大学総合研究機構 ・東京大学 経済学研究科  
・福島県庁 観光交流課 ・福島県庁 企画調整部 復興・総合計画課 
・社団法人 ふくしま連携復興センター ・Bridge and Associates Consulting LLC 
・アクセンチュアジャパン ・ジュニアアチーブメント ・JA 伊達みらい ・JA 新ふくしま 
・株式会社チェリオコーポレーション ・湯遊つちゆ温泉協同組合 
・G1 サミット、G1 ユース事務局 
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２．４　「福島復興」を基盤としたキャリア教育プログラム開発研究
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２．４．３ 仮説の検証 

生徒７０名が参加して福島復興プロジェクトを進めてきた。当初はビジネススキルに対する物

珍しさ、復興への関心から多くの生徒がプロジェクトへの参加を希望した。部活との両立や興味

関心の変化から一部の生徒は途中から参加を取りやめたが、継続している生徒たちの意欲は当初

に比べて非常に高くなっている。その高まりの転換点は２つあったように思われる。 

１つは、津波被災地や福島第一原子力発電所近くの地

域への視察である。福島高校が位置する中通りと違い、

海沿いの相馬・南相馬では津波の被害がとても大きかっ

た。その現場を目の当たりにすることと、被災した方か

らの直後の壮絶な話を聞くと、生徒の意識は変わってい

た。多くの生徒が感想の中で、「私は福島にいながら本

当の現実を知らなかった。今回参加して本当によかっ

た」と書いている。津波の様子はテレビで幾度となく放

映されてはいるが、テレビで見ることと現地に行くこと

とは全く別物であった。より福島の現状が理解でき、意

欲的に復興に関わりたいという意欲が湧いたようで

ある。 

２つ目は、グループ毎に企画を作り発表会や企業で

プレゼンした後である。プレゼン後には、必ず企業や

農協、温泉組合などから反応あった。日中友好企画も

土湯温泉復興企画も農産物復興企画もすべてにおい

て、大人たちが動き出している。自分たちの企画に対

して社会が動き始めると、生徒の意識が急激に変わ

る。G1 サミットに参加した生徒たちは、その会場で

６０万円もの寄付を集めることで自信と責任感を持つようになり、次に行動すべき内容を考えて

積極的に活動するようになっている。 

このように、生徒たちは社会との関わりの中で、自分の存在価値を見出し、自分は何をすべきか、

この福島には何が必要なのかが分かってきているようである。これはサイエンスにおいて、フィ

ールドワークを行い、課題を見つけ、自ら研究して成果を出すと意識が変わるのと同じではない

だろうか。このプロジェクトで一番大切にしたのは「行動すること」であるが、幸いにして一年

目から多くのグループが自ら動き始めた。「行動すること」の意味を理解させ、実際に行動力を

身につけさせるには、体験や経験、知識も重要であるが、他者からの評価も非常に重要な要素で

あることがわかった。今後も実際に行動させ、より多くの人と関わらせていきたい。 

 

第Ⅲ章 発表・コンテスト 

 

３．１ 発表 

（１）日本地球惑星科学連合 2012 大会 高校生セッション 

今年も幕張メッセ国際会議場で開かれた日本地球惑星科学連合

2012 年大会高校生セッションに参加した。「放射能汚染の対策」と、

東北大学「科学者の卵養成講座」で知り合った相馬高校の生徒との

共同研究「エネルギーの選択」の２件がポスター発表をし、「放射

能汚染の対策」が、優秀賞を受賞した。 

発表は全部で 55 件。ポスターをみると、昨年よりさらにレベル

が上がっている印象である。昨年参加の先輩は最優秀賞を受賞して

おり、どちらのグループも緊張の中での発表だったが、「放射能汚

染の対策」は優秀賞の一つに入ることができた。 

 レベルの高い発表がたくさんあるなかで、自分たちの研究につい

て多くの方に話を聞いて頂き、ご意見を頂くことができた。 

 

（２）スーパーサイエンスハイスクール 全国生徒研究発表会 

 8 月の 8・9 日（水・木）にパシフィコ横浜の国際会議場

で全国生徒研究発表会が開催された。 

今年も放射線研究班が発表に参加し、ポスター賞を受賞

することができた。今年は、事前に東北大学の酒井先生か

ら、ポスターやプレゼンの作成にアドバイスを頂き、発表

に望むことができた。昨年ほどではないにせよ、放射能で

汚染された福島の現状を知りたいと、多くの見学者が訪れ

たが、研究内容をうまく説明することができた。 

また、発表したメンバーは昨年もこの発表会に参加して

おり、落ち着いて説明することができ、多数のグッジョブ・シールをいただいた。 

 

（３）ダイコンの研究を鹿児島県で発表 

８月１８日～１９日、鹿児島県立錦江湾高校主催のコアＳＳＨ「ダイコンコンソーシアムを発

展させた鹿児島モデルの推進」研究会に生徒１名、引率１名で参加した。 

 この研究会では全国のＳＳＨ校を中心とする高校がダイ

コンについての研究を行ってきたが、今年度からはダイコン

だけでなくその他の研究などについても展開を図っている。

今回の研究会では、課題研究の発表会と、小学生を対象とし

た自由研究支援を行った。  

発表会には１９校が参加した。本校からは、「バイオマス

としてのダイコンの可能性を探る」というタイトルで発表し

た。 

小学生の自由研究支援は、３校（本校、石川県立小松高校、

石川県立翠星高校）で実施した。まず、小松高校、翠星高校によるアブラナ科クイズを行い、大

いに盛り上がった。続いて各高校が用意したテーマで実験や観察を行った。本校では「紫キャベ

ツ色素の色の変化」を取り上げた。色の変化を見て小学生たちはとても喜んでくれた。 
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することができた。今年は、事前に東北大学の酒井先生か

ら、ポスターやプレゼンの作成にアドバイスを頂き、発表

に望むことができた。昨年ほどではないにせよ、放射能で

汚染された福島の現状を知りたいと、多くの見学者が訪れ

たが、研究内容をうまく説明することができた。 

また、発表したメンバーは昨年もこの発表会に参加して

おり、落ち着いて説明することができ、多数のグッジョブ・シールをいただいた。 

 

（３）ダイコンの研究を鹿児島県で発表 

８月１８日～１９日、鹿児島県立錦江湾高校主催のコアＳＳＨ「ダイコンコンソーシアムを発

展させた鹿児島モデルの推進」研究会に生徒１名、引率１名で参加した。 

 この研究会では全国のＳＳＨ校を中心とする高校がダイ

コンについての研究を行ってきたが、今年度からはダイコン

だけでなくその他の研究などについても展開を図っている。

今回の研究会では、課題研究の発表会と、小学生を対象とし

た自由研究支援を行った。  

発表会には１９校が参加した。本校からは、「バイオマス

としてのダイコンの可能性を探る」というタイトルで発表し

た。 

小学生の自由研究支援は、３校（本校、石川県立小松高校、

石川県立翠星高校）で実施した。まず、小松高校、翠星高校によるアブラナ科クイズを行い、大

いに盛り上がった。続いて各高校が用意したテーマで実験や観察を行った。本校では「紫キャベ

ツ色素の色の変化」を取り上げた。色の変化を見て小学生たちはとても喜んでくれた。 
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（４）堀場製作所見学・プラズマ核融合学会高校生シンポジウム  

 9月15日京都大学で開かれたプラズマ核融合学会高校生シンポジウムに2年生2名が参加した。

前泊で 14 日に京都に入り、夕方「はかるくん」でお世話になっている堀場製作所の見学もさせて

頂いた。京都駅到着後すぐに堀場製作所へ。17:00 すぎにも関わらず、所内を見学させて頂き、

生徒の発表もお聞き頂いた。 

 15 日は朝からプラズマ核融合学会。今回はプラズマの研究が進んでおらず「福島高校の放射線

の状況２」の題で発表したが、やはり注目が高くいろいろと質問などたくさん頂いた。 

 

（５）高校化学グランドコンテスト 

１１月４日（日）化学の甲子園とも言われる「高校化学

グランドコンテスト」が大阪市立大学で開催された。本校

からは「バイオマスとしてのダイコンの可能性を探る」「都

市鉱山は採掘できるか？」の２件でポスター発表を行っ

た。 

このうち、「バイオマス…」の発表がポスター賞、なら

びに協賛企業の賞であるシュプリンガー賞を受賞した。な

お、この様子は遊タイム出版「高校生化学宣言」として出

版される予定である。 

 
（６）サイエンスネットワークを広げよう！（日本女性科学者の会） 

 平成 24 年 11 月 9 日(金) から招待を受け、東京ウィメンズプラザで開催された日本女性科学者

の会に、1･2 年女子生徒 12 名が参加した。開会後、日野珠美氏（NHK 報道局）、勝山雅子氏（(株)

資生堂）、阿部啓子氏（東京大学大学院特任教授）、高橋真理子氏（朝日新聞編集委員）の４の

講演があり、その後、講演者を交えてのグループディスカッションが行われた。 

 参加させた生徒は、全員大きなカルチャーショックを受けたようで、終了後口々に驚きと感動

を語っていた。一部を抄録する。 

・「どんなときでも働き続けること」。成功のために最も大切なことは何か、という問いに返答

されたこの言葉が印象に残った。能力や知識がある女性でも結婚や出産で退職する人も少なくな

い中で、とても魅力的な一言でした。（2 年生) 

・理系に関する様々な分野の仕事をしている方々の話を聞いて、将来について考える視野が広が

りました。研究職など大変な仕事にもかかわらず、家庭と仕事を両立していらっしゃり、希望が

もてました。（1 年生） 

 

（７）科学の甲子園 福島県大会 

１１月２４日（土）科学の甲子園 福島県大会（主催：福島県教育委員会）が開催された。昨

年度は震災、原発事故のため福島県大会は開催されなかったため、県大会としては初めての開催

であった。大会では、科学に関する問題（筆記試験、実験、事前課題のプレゼンテーション）に

６～８名の生徒が団体で挑み、本校からは５チーム出場した。５チームも出場するのは全国でも

まれとのことで、全国大会を主催する科学技術振興機構が取材をしてくださった。 

事前課題として「空気抵抗のある物体の運動について解析せよ」という指示が与えられた。各

グループが落下させる物体の種類、落下運動の記録方法などについて様々な工夫を凝らしながら

課題に臨んだ。１１月は定期考査や発表会などが重なり準備が進まず、最後の班が資料を完成さ

せたのは前日の夜であった。 

 当日は午前中に筆記試験、午後に実験とプレゼンを行った。結果は２年生チームが惜しくも準

優勝だった。 

 

（８）国際社会からみた福島の復興 

12 月 16 日、「マザープロジェクト ともに子どもの未来を考える会」が主催する「国際社会

からみた福島の復興」が郡山市のベルヴィ郡山館で開かれた。副知事、郡山市長のあいさつのあ

と、原子力安全に関する福島閣僚会議にベラルーシから参加している、ウラジミル・バシチェン

コ非常事態相、セルゲイ・ラマノフ駐日ベラルーシ大使らによる講演があった。講演会の後、福

島高校、あさか開成高校、浪江高校から 2 人ずつ 6 人の生徒が意見発表を行った。 

福島高校からは SS 部の生徒と復興プロジェクトに取り組む生徒が参加し、土壌放射能汚染につ

いて調べたことや、復興のために土湯温泉に女子生徒を呼び込む商品企画を、温泉組合ともに練

り上げていることについて、約 100 人の来場者を前に発表した。閉会の後も、バチェンコ氏、ラ

マノフ氏から直接生徒へ、ぜひベラルーシに来てくださいなどとお誘いや励ましのことばを頂き、

生徒たちは、これからも交流をお願いしたいと伝えた。 

 

（９）東北・北海道地区 SSH 指定校発表会 

平成 25 年 1 月 26 日（土）・27 日（日）の２日間、東北・北海道地区 SSH 指定校発表会に参加

した。口頭で１件、ポスターで３件の発表を行い、口頭発表は、「敢闘賞」を受賞した。 

今年の参加は 23 校。生徒だけでも 270 名、加えて教員 66 名、指導助言の大学の先生方 23 名、

さらに JST や各県教委からの来賓 15 名を加えると総勢 374 名が参加する大規模な発表会であっ

た。 

口頭発表は各校 1 件の 22 件、ポスター発表は 59 件、本校の口頭発表は「放射能汚染の対策」

であった。3 年生が分析した本校グラウンドの土の放射線のデータと、自分たち 2 年生が新たに

分析した飯館、南相馬の土のデータを比較した。大規模な会場での発表とあって緊張していたが、

練習の甲斐もあって時間に合わせ発表することができた。 

他に、「Graphical User Interface」「メロディーパイプの発振音について」「放射線を考え

る企画について」の３件をポスター発表し、それぞれ貴重なアドバイス・意見を頂いた。 

 

（10）FSC（ふくしまサイエンススクールコミュニティ）生徒交流会 

2 月 2 日（土）いわき市で開催された、FSC 生徒交流会に参加した。 

この会は、これまで「福島県ＳＳＨ＆ＳＰＰ指定校生徒交流会」の名称で、県内持ち回りで毎年

2 月の第 1 土曜日に開催してきたが、今年度から福島高校コアＳＳＨ事業の１つとし、名称をあ

らためたものである。今年は当番校を磐城高校にお願いし、福島南高校、福島西高校、福島第一

中学校、新地高校、会津学鳳高校、磐城高校、福島高校の７校が参加、いわき市文化センターを

会場に開催された。 

本校からは 18 名の生徒が参加、口頭 1 件「バイオマスとしての大根の可能性を探る」、ポスタ

ーは「複素 2 次方程式を解く」「プラズマのらせん運動」「都市鉱山は採掘できるか」「放射能

汚染の対策」「バイオマスとしての大根の可能性を探る」6 件の発表を行った。 

閉会の前は、東京理科大学の藤嶋昭学長の講演会。光触媒の研究でノーベル科学賞に最も近い

一人とされている方である。開口一番に「空はなぜ青いんですか」と問いかけられ、生徒たちは

一気に引き込まれた。次々自分で発見したみぢかな疑問についての話題が続き、あっという間の

90 分であった。講演後は質疑応答。質問をすると「それはいい質問です」と答えて下さり、質問

をした生徒にはご褒美に著書（サイン入り）の１冊ずつプレゼント。うれしいお土産になった。 
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の会に、1･2 年女子生徒 12 名が参加した。開会後、日野珠美氏（NHK 報道局）、勝山雅子氏（(株)
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講演があり、その後、講演者を交えてのグループディスカッションが行われた。 

 参加させた生徒は、全員大きなカルチャーショックを受けたようで、終了後口々に驚きと感動

を語っていた。一部を抄録する。 

・「どんなときでも働き続けること」。成功のために最も大切なことは何か、という問いに返答

されたこの言葉が印象に残った。能力や知識がある女性でも結婚や出産で退職する人も少なくな

い中で、とても魅力的な一言でした。（2 年生) 

・理系に関する様々な分野の仕事をしている方々の話を聞いて、将来について考える視野が広が

りました。研究職など大変な仕事にもかかわらず、家庭と仕事を両立していらっしゃり、希望が

もてました。（1 年生） 
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１１月２４日（土）科学の甲子園 福島県大会（主催：福島県教育委員会）が開催された。昨
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であった。大会では、科学に関する問題（筆記試験、実験、事前課題のプレゼンテーション）に
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いて調べたことや、復興のために土湯温泉に女子生徒を呼び込む商品企画を、温泉組合ともに練

り上げていることについて、約 100 人の来場者を前に発表した。閉会の後も、バチェンコ氏、ラ

マノフ氏から直接生徒へ、ぜひベラルーシに来てくださいなどとお誘いや励ましのことばを頂き、
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さらに JST や各県教委からの来賓 15 名を加えると総勢 374 名が参加する大規模な発表会であっ

た。 

口頭発表は各校 1 件の 22 件、ポスター発表は 59 件、本校の口頭発表は「放射能汚染の対策」
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（10）FSC（ふくしまサイエンススクールコミュニティ）生徒交流会 

2 月 2 日（土）いわき市で開催された、FSC 生徒交流会に参加した。 

この会は、これまで「福島県ＳＳＨ＆ＳＰＰ指定校生徒交流会」の名称で、県内持ち回りで毎年

2 月の第 1 土曜日に開催してきたが、今年度から福島高校コアＳＳＨ事業の１つとし、名称をあ
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会場に開催された。 

本校からは 18 名の生徒が参加、口頭 1 件「バイオマスとしての大根の可能性を探る」、ポスタ
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（11）平成２４年度 校内生徒研究発表会 

平成２５年２月２１日（木）５～７校時、本校 第一体育館で、校内生徒研究発表会が開催さ

れた。参加者は７５０名（本校生６４０名、磐城高校生２３名、来賓・本校および他校教員、保

護者など） 

今年度はサイエンス探究クラスの課題研究成果

の発表、ＳＳＨ総合で実施された応用講座の学習

成果発表、ＳＳＨ福島復興プロジェクトの活動内

容の発表が行われた。磐城高校生も参加した。口

頭発表６件、ポスター発表３７件を発表し、東北

大学大学院生命化学研究科 渡辺正夫先生から講

評をいただいた。 

 発表テーマの一覧は、次頁の通り。 

                       

番号 グループ 発表テーマ 学年 

Ｏ－１ ＳＳＨ探究 放射線汚染への対策 ２年 

Ｏ－２ ＳＳＨ探究 バイオマスとしての大根の可能性を探る ２年 

Ｏ－３ 磐城高校 自作スピーカー作り～身近なものでスピーカーを作る～ １年 

Ｏ－４ 福島復興 福島復興プロジェクトの活動について １年 

Ｐ－１ ＳＳＨ探究 放射線汚染への対策 ２年 

Ｐ－２ ＳＳＨ探究 バイオマスとしての大根の可能性を探る ２年 

Ｐ－３ ＳＳＨ探究 プラズマの発生と螺旋運動について ２年 

Ｐ－４ ＳＳＨ探究 ＶＡＫ傾向による学習効率の個人差 ２年 

Ｐ－５ ＳＳＨ探究 放射線への不安を払拭する企画 ２年 

Ｐ－６ ＳＳＨ探究 福島駅前におけるムクドリの被害状況とその対策 ２年 

Ｐ－７ ＳＳＨ探究 シャンプーが頭髪の強度に与える影響について ２年 

Ｐ－８ ＳＳＨ探究 Windows 向けアプリケーションソフトの製作 ２年 

Ｐ－９ ＳＳＨ探究 メロディーパイプの仕組みを探る ２年 

Ｐ－10 ＳＳＨ探究 複素２次方程式を解く ～VisualBaisic を用いた求解ソフトの開発～ ２年 

Ｐ－11 ＳＳＨ探究 都市鉱山は採掘できるか。 １年 

Ｐ－12 ＳＳＨ探究 藻を究める～その特性と有効活用法について～ １年 

Ｐ－13 ＳＳＨ探究 自然エネルギーについて １年 

Ｐ－14 ＳＳＨ総合 ヒューマンセクソロジー １年 

Ｐ－15 ＳＳＨ総合 音楽創造とコンピュータ １年 

Ｐ－16 ＳＳＨ総合 「学校」を問う １年 

Ｐ－17 ＳＳＨ総合 裁判員制度 １年 

Ｐ－18 ＳＳＨ総合 ～演劇、映画が訴えること～ １年 

Ｐ－19 ＳＳＨ総合 生命科学と生命倫理 １年 

Ｐ―20 ＳＳＨ総合 細胞性粘菌について １年 

Ｐ－21 ＳＳＨ総合 放射線を学ぶ １年 

Ｐ－22 福島復興 福島にあいでみ(日中友好プロジェクト) １年 

Ｐ－23 福島復興 癒しの土湯４Ｒ(土湯活性化プロジェクト) １年 

Ｐ－24 福島復興 温泉の廃熱を利用した土湯の価値創造 １年 

Ｐ－25 福島復興 モモペリエンス(桃の木オーナー制を活用した農業振興) １年 

Ｐ－26 福島復興 福島から教育発信を(新しい教育プラットホームの創造) １年 

Ｐ－27 福島復興 教育旅行復活プロジェクト(修学旅行誘致企画) １年 

Ｐ－28 福島復興 福島Ｇ１ユースプロジェクト(Ｇ１サミット企画) １年 

 

Ｐ－29 研修報告 ケンブリッジサイエンスワークショップ報告 ２年 

Ｐ－30 研修報告 関東研修報告 １年 

Ｐ－31 磐城高校 ２進数を用いた数当てゲームの仕組みを知る １年 

Ｐ－32 磐城高校 水の電気分解 １年 

Ｐ－33 磐城高校 コルベ・シュミット法によるサリチル酸の合成 １年 

Ｐ－34 磐城高校 放射線量の測定と除染研究 １年 

Ｐ－35 磐城高校 鳴かぬなら鳴かせてみせよう海の砂 ～人工鳴き砂の作成～ １年 

Ｐ－36 磐城高校 ダンゴムシにおける迷路実験 １年 

Ｐ－37 磐城高校 土壌生物の環境の違いによる分布について １年 

Ｏ－５ ＳＳＨ総合 音楽創造とコンピューター １年 

Ｏ－６ 研修報告 ケンブリッジサイエンスワークショップ報告 ２年 
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３．１　発表

 

（11）平成２４年度 校内生徒研究発表会 

平成２５年２月２１日（木）５～７校時、本校 第一体育館で、校内生徒研究発表会が開催さ

れた。参加者は７５０名（本校生６４０名、磐城高校生２３名、来賓・本校および他校教員、保

護者など） 

今年度はサイエンス探究クラスの課題研究成果

の発表、ＳＳＨ総合で実施された応用講座の学習

成果発表、ＳＳＨ福島復興プロジェクトの活動内

容の発表が行われた。磐城高校生も参加した。口

頭発表６件、ポスター発表３７件を発表し、東北

大学大学院生命化学研究科 渡辺正夫先生から講

評をいただいた。 

 発表テーマの一覧は、次頁の通り。 

                       

番号 グループ 発表テーマ 学年 

Ｏ－１ ＳＳＨ探究 放射線汚染への対策 ２年 

Ｏ－２ ＳＳＨ探究 バイオマスとしての大根の可能性を探る ２年 

Ｏ－３ 磐城高校 自作スピーカー作り～身近なものでスピーカーを作る～ １年 

Ｏ－４ 福島復興 福島復興プロジェクトの活動について １年 

Ｐ－１ ＳＳＨ探究 放射線汚染への対策 ２年 

Ｐ－２ ＳＳＨ探究 バイオマスとしての大根の可能性を探る ２年 

Ｐ－３ ＳＳＨ探究 プラズマの発生と螺旋運動について ２年 

Ｐ－４ ＳＳＨ探究 ＶＡＫ傾向による学習効率の個人差 ２年 

Ｐ－５ ＳＳＨ探究 放射線への不安を払拭する企画 ２年 

Ｐ－６ ＳＳＨ探究 福島駅前におけるムクドリの被害状況とその対策 ２年 

Ｐ－７ ＳＳＨ探究 シャンプーが頭髪の強度に与える影響について ２年 

Ｐ－８ ＳＳＨ探究 Windows 向けアプリケーションソフトの製作 ２年 

Ｐ－９ ＳＳＨ探究 メロディーパイプの仕組みを探る ２年 

Ｐ－10 ＳＳＨ探究 複素２次方程式を解く ～VisualBaisic を用いた求解ソフトの開発～ ２年 

Ｐ－11 ＳＳＨ探究 都市鉱山は採掘できるか。 １年 

Ｐ－12 ＳＳＨ探究 藻を究める～その特性と有効活用法について～ １年 

Ｐ－13 ＳＳＨ探究 自然エネルギーについて １年 

Ｐ－14 ＳＳＨ総合 ヒューマンセクソロジー １年 

Ｐ－15 ＳＳＨ総合 音楽創造とコンピュータ １年 

Ｐ－16 ＳＳＨ総合 「学校」を問う １年 

Ｐ－17 ＳＳＨ総合 裁判員制度 １年 

Ｐ－18 ＳＳＨ総合 ～演劇、映画が訴えること～ １年 

Ｐ－19 ＳＳＨ総合 生命科学と生命倫理 １年 

Ｐ―20 ＳＳＨ総合 細胞性粘菌について １年 

Ｐ－21 ＳＳＨ総合 放射線を学ぶ １年 

Ｐ－22 福島復興 福島にあいでみ(日中友好プロジェクト) １年 

Ｐ－23 福島復興 癒しの土湯４Ｒ(土湯活性化プロジェクト) １年 

Ｐ－24 福島復興 温泉の廃熱を利用した土湯の価値創造 １年 

Ｐ－25 福島復興 モモペリエンス(桃の木オーナー制を活用した農業振興) １年 

Ｐ－26 福島復興 福島から教育発信を(新しい教育プラットホームの創造) １年 

Ｐ－27 福島復興 教育旅行復活プロジェクト(修学旅行誘致企画) １年 

Ｐ－28 福島復興 福島Ｇ１ユースプロジェクト(Ｇ１サミット企画) １年 

 

Ｐ－29 研修報告 ケンブリッジサイエンスワークショップ報告 ２年 

Ｐ－30 研修報告 関東研修報告 １年 

Ｐ－31 磐城高校 ２進数を用いた数当てゲームの仕組みを知る １年 

Ｐ－32 磐城高校 水の電気分解 １年 

Ｐ－33 磐城高校 コルベ・シュミット法によるサリチル酸の合成 １年 

Ｐ－34 磐城高校 放射線量の測定と除染研究 １年 

Ｐ－35 磐城高校 鳴かぬなら鳴かせてみせよう海の砂 ～人工鳴き砂の作成～ １年 

Ｐ－36 磐城高校 ダンゴムシにおける迷路実験 １年 

Ｐ－37 磐城高校 土壌生物の環境の違いによる分布について １年 

Ｏ－５ ＳＳＨ総合 音楽創造とコンピューター １年 

Ｏ－６ 研修報告 ケンブリッジサイエンスワークショップ報告 ２年 
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３．２ コンテスト 

（１）第 8 回全国物理コンテスト物理チャレンジ 2012 

 本校から参加した 3 年生 1 名が、本県の唯一の参加者であった。実験問題は「音速を測る」で

あったが、気柱共鳴管などを用いて有効数字 4 桁のデータを求め、評価 AA を得、また 6 月 24 日

に開催された第 1 チャレンジ理論問題では 91 点をマーク、第 2 チャレンジに進出した。 

 第 2 チャレンジは 8 月 5～8 日岡山大学五十周年記念館で開催されたが、残念ながら国際物理オ

リンピックの日本代表には選抜されなかった。 

 

（２）日本生物学オリンピック 2012 

 本校からは 40 名の生徒参加があったが、そのほとんどが 1 年生であったため本選出場は叶わな

かった。しかし、ボーダー付近まで届いている生徒も多数いたので、次年度は複数名の本選出場

を目指したい。生物学オリンピック予選に関しては、コア SSH 事業内で実施している FSC 理数系

セミナー「生物」で基礎力育成の講座を実施しており、その内容は記録媒体（ブルーレイディス

ク）に入れて希望者に渡している。世界大会出場を目指すとなると１年次からの指導が必要なた

め、その点も考慮して次年度以降対策したい。 

 

（３）化学グランプリ 

実施日：平成２４年７月１６日（月）海の日 

会 場：福島県立安積高校、東北大学 

参加者：１７名（１年生９名、２年生２名、３年生６名） 

結 果：３年生女子１名が二次選考に進出した。二次選考では銅賞を受賞した。また、二次選

考に進出した女子は本校生のみであり、日本経済新聞から取材を受けた。 

 

（４）数学オリンピック予選 

実施期日：平成２５年１月１４日（月） 

実施場所：福島県立安積高校 

参 加 者：８名（１年生５名、２年生３名） 

結  果：Ｂランク（北海道・東北地区優秀賞）４名、Ｃランク４名 

 

（５）野口英世賞 

「バイオマスとしてのダイコンの可能性を探る」 入選受賞 

「都市鉱山は採掘できるか？」 

 

（６）日本学生科学賞福島県審査 

 「放射能汚染の対策」１件のみの応募であったが、中央審査には進出できなかった。 

 

第Ⅳ章 実施の効果とその評価 

 

研究開発課題の４つの柱について記載する。 

（１）課題研究を醸成する学習カリキュラム開発研究 

学校設定科目「ＳＳＨ総合」により、ａ課題発見力、ｂ課題解決力を伸ばすことができた。応

用講座では目標に掲げた 6 つの力を良く伸ばしており、生徒は講座の内容にもかなり満足してい

る。また、学習内容の発表はｃコミュニケーション力のみでなく、ａ課題発見力、ｂ課題解決力

の伸長にも有効である。 

（２）課題研究推進プログラム開発研究 

学校設定科目「探究」により、目標とする４つの力、ａ課題発見力、ｂ課題解決力、ｅ熱意、

ｆ行動力は充分伸ばすことができた。「探究」の活動では、課題研究＋発表が最も生徒の力を伸

ばした。 

（３）グローバル社会に適応できる科学人材育成プログラム 

外国人とのコミュニケーションの場を多く設定したことで、生徒の英語コミュニケーション力

には大きなばらつきがあることがわかった。英語で話せない生徒も多数いたが、想像以上に話せ

る生徒も多い。発表経験数と上達度は明らかに相関が見られ、発表する機会そのものが生徒のプ

レゼンテーション力、ｃグローバルコミュニケーション力を大きく伸張させることがわかった。 

校内にはこれまで英語による発表の機会はなかったが、このような場を提供することの重要性

を強く認識した。取組のほとんどは希望する生徒を対象としているが、希望してくる生徒は比較

的多い。例えば東京大学留学生との交流では、直前の案内であったにもかかわらず、４５名（１、

２年生全体の７％程度）の生徒が参加している。このような点から、本校の生徒は本取組へのｅ

熱意は非常に高いことがわかった。 

（４）福島復興を基盤としたキャリア教育プログラム開発研究 

 被災地に足を運び本人から話を聞かせたことで、復興に関わりたいというｅ熱意を高めること

ができた。さらに、グループごとに復興企画を作り発表会などでプレゼンさせたが、それに反応

した企業や農協、温泉組合など大人たちの動きを感じ、さらにｅ熱意、ｆ行動力が高まった。実

際に行動力を身につけさせるためには、他者からの評価も重要な要素であることがわかった。 

 

第Ⅴ章 研究開発実施上の課題および今後の研究開発の方向・成果の普及 

 

上記 4 つの柱それぞれについての課題は以下の通りである。 

（１）課題研究を醸成する学習カリキュラム開発研究 

 学校設定科目２年生の「SSH 総合」をリニューアルし１年生の「SSH 総合」との接続を高める。 

（２）課題研究推進プログラム開発研究 

 研究のまとめの充実を意識して課題研究活動に取り組ませるとともに、研究内容を表現する力

を高める指導法も検討していく。 

（３）グローバル社会に適応できる科学人材育成プログラム 

行動力の醸成は現在のところあまり見られず、教員側が提供した取組に単に参加するという生

徒が多い。この点については次年度以降の課題である。 

（４）福島復興を基盤としたキャリア教育プログラム開発研究 

 行動力を高めるための他者からの評価をどのようにして収集し、生徒にフィードバックしてい

くか、その方法の検討が課題である。
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３．２ コンテスト 
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（２）日本生物学オリンピック 2012 

 本校からは 40 名の生徒参加があったが、そのほとんどが 1 年生であったため本選出場は叶わな

かった。しかし、ボーダー付近まで届いている生徒も多数いたので、次年度は複数名の本選出場

を目指したい。生物学オリンピック予選に関しては、コア SSH 事業内で実施している FSC 理数系
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ク）に入れて希望者に渡している。世界大会出場を目指すとなると１年次からの指導が必要なた

め、その点も考慮して次年度以降対策したい。 

 

（３）化学グランプリ 

実施日：平成２４年７月１６日（月）海の日 

会 場：福島県立安積高校、東北大学 

参加者：１７名（１年生９名、２年生２名、３年生６名） 

結 果：３年生女子１名が二次選考に進出した。二次選考では銅賞を受賞した。また、二次選

考に進出した女子は本校生のみであり、日本経済新聞から取材を受けた。 

 

（４）数学オリンピック予選 

実施期日：平成２５年１月１４日（月） 

実施場所：福島県立安積高校 

参 加 者：８名（１年生５名、２年生３名） 

結  果：Ｂランク（北海道・東北地区優秀賞）４名、Ｃランク４名 

 

（５）野口英世賞 

「バイオマスとしてのダイコンの可能性を探る」 入選受賞 

「都市鉱山は採掘できるか？」 

 

（６）日本学生科学賞福島県審査 

 「放射能汚染の対策」１件のみの応募であったが、中央審査には進出できなかった。 
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研究開発課題の４つの柱について記載する。 

（１）課題研究を醸成する学習カリキュラム開発研究 

学校設定科目「ＳＳＨ総合」により、ａ課題発見力、ｂ課題解決力を伸ばすことができた。応

用講座では目標に掲げた 6 つの力を良く伸ばしており、生徒は講座の内容にもかなり満足してい

る。また、学習内容の発表はｃコミュニケーション力のみでなく、ａ課題発見力、ｂ課題解決力

の伸長にも有効である。 

（２）課題研究推進プログラム開発研究 

学校設定科目「探究」により、目標とする４つの力、ａ課題発見力、ｂ課題解決力、ｅ熱意、

ｆ行動力は充分伸ばすことができた。「探究」の活動では、課題研究＋発表が最も生徒の力を伸

ばした。 

（３）グローバル社会に適応できる科学人材育成プログラム 

外国人とのコミュニケーションの場を多く設定したことで、生徒の英語コミュニケーション力

には大きなばらつきがあることがわかった。英語で話せない生徒も多数いたが、想像以上に話せ

る生徒も多い。発表経験数と上達度は明らかに相関が見られ、発表する機会そのものが生徒のプ

レゼンテーション力、ｃグローバルコミュニケーション力を大きく伸張させることがわかった。 

校内にはこれまで英語による発表の機会はなかったが、このような場を提供することの重要性

を強く認識した。取組のほとんどは希望する生徒を対象としているが、希望してくる生徒は比較

的多い。例えば東京大学留学生との交流では、直前の案内であったにもかかわらず、４５名（１、

２年生全体の７％程度）の生徒が参加している。このような点から、本校の生徒は本取組へのｅ

熱意は非常に高いことがわかった。 

（４）福島復興を基盤としたキャリア教育プログラム開発研究 

 被災地に足を運び本人から話を聞かせたことで、復興に関わりたいというｅ熱意を高めること

ができた。さらに、グループごとに復興企画を作り発表会などでプレゼンさせたが、それに反応

した企業や農協、温泉組合など大人たちの動きを感じ、さらにｅ熱意、ｆ行動力が高まった。実

際に行動力を身につけさせるためには、他者からの評価も重要な要素であることがわかった。 

 

第Ⅴ章 研究開発実施上の課題および今後の研究開発の方向・成果の普及 

 

上記 4 つの柱それぞれについての課題は以下の通りである。 

（１）課題研究を醸成する学習カリキュラム開発研究 

 学校設定科目２年生の「SSH 総合」をリニューアルし１年生の「SSH 総合」との接続を高める。 

（２）課題研究推進プログラム開発研究 

 研究のまとめの充実を意識して課題研究活動に取り組ませるとともに、研究内容を表現する力

を高める指導法も検討していく。 

（３）グローバル社会に適応できる科学人材育成プログラム 

行動力の醸成は現在のところあまり見られず、教員側が提供した取組に単に参加するという生

徒が多い。この点については次年度以降の課題である。 

（４）福島復興を基盤としたキャリア教育プログラム開発研究 

 行動力を高めるための他者からの評価をどのようにして収集し、生徒にフィードバックしてい

くか、その方法の検討が課題である。
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６．２ 運営指導委員会の記録 

第１回運営指導委員会 

 １ 日 時 平成 24 年 9 月 7 日（金）13：00～15：00 

 ２ 会 場 本校応接室 

 ３ 出席者 運営指導委員 渡辺正夫 氏、本間 好 氏、岡田 努 氏、丹治三則 氏、 

平山紀夫 氏、田代公啓 氏、永田斉寿 氏      

４ 運営指導委員長及び委員長代理選出 

    平成 24 年度運営指導委員長に渡辺正夫 氏、委員長代理に小沢喜仁 氏を選出 

 ５ 協 議 

 （１）平成２４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施計画について 

主な意見 

①プレゼンテーションやポスターで発表するだけでなく、一歩進んで文章化してみること

で、サイエンスとして完結していくのではないか。文章を書くことを考えさせることで、

次の課題を見つけることが定義されていくことになる。 

②学問をベースにした研究開発をしていかなければ、グローバルの中では生き残れない事

実がある。そのために学問を学ぶことの意味・重要さを、１・２年生のうちに教えてい

ただきたい。 

      ③コアＳＳＨを始めたことで、各地の高校とのパイプができている。仲間を増やしていく

ことは重要である。 

   ④ホームページ上でお互いにコメントをし合うことができれば、県全体のつながりになる。

ＳＳＨ参加校ではない生徒もバーチャルで参加できる。 

  ⑤生徒の関心を育てていくにはオーダーメイドになると思う。生徒の取り組みがどのよう

なものかを知るとともに、何が理解できないのかを知りたいので、コミュニケーション

できるブログをたちあげてほしい。 

  ⑥今まで実行できたことを評価項目に入れることが必要である。 

第２回運営指導委員会 

 １ 日 時 平成 25 年２月 21 日（木）9：30～11：00 

 ２ 会 場 本校応接室 

３ 出席者 運営指導委員 渡辺正夫 氏、小沢喜仁氏、本間 好 氏、岡田 努 氏、 

永田斉寿 氏      

４ 協 議 

 （１）平成２４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の活動状況について 

  （２）平成２５年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施計画について 

 主な意見 

  ①理系の先生だけでなく、他分野の先生の協力も必要である。学校として、何らかの形で

協力体制の改善が必要である。 

  ②倫理教育について取り組んで欲しい。サイエンスでは非常に大切である。 

  ③ＳＳＨの規模が広がりすぎて、心配もある。何が魅力かを整理する必要がある。 
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６．３ 新聞報道等     注 全ての記事・写真等は、出版元の許諾を得て転載しています。 

無断で複製、送信等をすることは禁止されています。 
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（８）ダイコン多様性研究コンソーシアム 
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（10）科学の甲子園 
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別紙様式１－２ 

福島県立福島高等学校 24～26 

 

平成２４年度コアＳＳＨ実施報告（【別表①～③の形態を記入】）（要約） 

 

① 研究テーマ  

地域への自信、誇り、愛情を科学技術の側面から育み、難局を打破する素養をもった人材を育成

するための連携体制の構築 ～ふくしまサイエンススクールコミュニティー（ＦＳＣ）の創設～ 

② 研究開発の概要  

ＦＳＣを創設し、以下の４つの研究（Ａ）～（Ｄ）を３年間で実施することを計画した。  

（Ａ）課題研究、サイエンスコミュニケーション活動の推進 ＳＳＨ指定校等で培ってきた課題

研究活動や実験教室のノウハウ、外部機関との連携などを共有し、更なる活性化を図る。

また、課題研究活動や実験教室の成果を広く小中学生、一般市民にも波及させるために、

ふくしまサイエンスフェアを開催する。  

（Ｂ）福島復興人材の育成 今後の福島の復興について、科学技術政策、エネルギー政策をはじ

めとする様々な政策について学び、提言を行う。  

（Ｃ）福島理数系セミナー 理科や数学の各分野別に、興味・関心や意欲の高い生徒を募り、セ

ミナーを実施する。放射線・エネルギーに関する学習会、科学系オリンピックに向けた学

習会等を行う。  

（Ｄ）グローバル人材の育成 英語を活用できる科学技術系人材の育成や福島の現状を世界に伝

えること等を目的として国内語学研修、海外研修を行う。 

このうち、今年度は（Ａ）（Ｃ）（Ｄ）を行った。 

③ 平成２４年度実施規模  

（Ａ）課題研究、サイエンスコミュニケーション活動の推進： 

ふくしまサイエンスフェア 中学校１校、高校５校の生徒９７名を対象として実施した。

ＦＳＣ交流会 中学校１校、高校６校の生徒１６０名を対象として実施した。 

（Ｃ）福島理数系セミナー 

数学 のべ 参加校４０校 生徒２０１名を対象として実施した。 

物理 のべ 参加校１２校 生徒６１名を対象として実施した。 

化学 のべ 参加校８校 生徒１３６名を対象として実施した。 

生物 のべ 参加校１０校 生徒１２０名を対象として実施した。 

地学 のべ 参加校５校 生徒２２名を対象として実施した。 

（Ｄ）グローバル人材の育成  

国内研修  参加校６校 生徒２９名を対象として実施した。 

海外（台湾）研修 参加校６校 生徒３０名を対象として実施した。 

④ 研究開発内容  

○具体的な研究事項・活動内容 

（Ａ）課題研究、サイエンスコミュニケーション活動の推進： 

○ふくしまサイエンスフェア（主担当 福島高校） 

福島市内の施設を活用して、県内の中高生が指導役となり、一般の方や小学生を対象とした

実験教室、実験屋台、課題研究発表を行った。 

○ＦＳＣ交流会（主担当 磐城高校） 

東京理科大学学長 藤嶋昭先生による特別講演、各学校で実施している課題研究の口頭発表、

ポスター発表を行った。 

 

○課題研究を推進するための物品整備等  ＳＳＨ指定校以外の福島県内の高校に行った。 

（Ｃ）福島理数系セミナー 

○数学分野（主担当 会津高校） 

数学への興味関心を高めるための取組として、「福島数学キャラバン」を３回シリーズで実施

した。また、数学オリンピックにむけた学習会という位置づけで、「数学トップセミナー」を2

回シリーズで実施した。 

○物理分野（主担当 福島高校） 

物理チャレンジの支援、放射線について様々な視点から学び、また放射線の課題研究発表を

行う「放射線セミナー」、来年度の物理チャレンジに向けた「物理プレチャレンジ」実施。

○化学分野（主担当 安積高校） 

化学グランプリ向けの学習会を２回シリーズで実施した。 

○生物分野（主担当 会津学鳳高校 福島高校） 

生物オリンピック向けの学習会、分子生物学を学ぶセミナー等を実施した。 

○地学分野（主担当 磐城高校） 

地学オリンピック向けの学習会、天文観測会、地質を学ぶ学習会、化石採掘のフィールドワ

ーク等を盛り込んだ「地学セミナー」を実施した。 

（Ｄ）グローバル人材の育成  

○国内研修・・・海外研修に向けたプレゼンテーショントレーニング、海外でのコミュニケー

 ション講座、中国語講座などを実施した。 

 ○海外（台湾）研修・・・台湾を訪問し、国立実験高級中学等でのプレゼンテーションと交流、

国立清華大学、公的研究機関、半導体企業、自然史博物館等での研修等を行った。 

⑤ 研究開発の成果と課題  

○実施による効果とその評価 

・サイエンスフェアでは1500人の来場者があり、企画側の高校生、一般の来場者ともにサイエン

スを学ぶ場として極めて有効にはたらいた。 

・理数系セミナーでは、科学系オリンピック対策の学習会等を実施した結果、各種オリンピック

二次選考等に進出する生徒がこれまでになく多く現れた。 

・ＦＳＣは今年度が初年度であったが、学校間の連携活動を数多く実施することができた。この

ような連携はコアＳＳＨ事業を行うことにより初めて実現したものであり、連携体制の構築が

最も大きな成果であると考えられる。 

○実施上の課題と今後の取組 

・連携校の拡大、中学校のさらなる参加  ・各事業の年間計画を見通した事業の実施 

・福島復興人材育成のテーマに関する活動の立ち上げ 

・評価のあり方の検討 
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別紙様式１－２ 

福島県立福島高等学校 24～26 

 

平成２４年度コアＳＳＨ実施報告（【別表①～③の形態を記入】）（要約） 

 

① 研究テーマ  

地域への自信、誇り、愛情を科学技術の側面から育み、難局を打破する素養をもった人材を育成

するための連携体制の構築 ～ふくしまサイエンススクールコミュニティー（ＦＳＣ）の創設～ 

② 研究開発の概要  

ＦＳＣを創設し、以下の４つの研究（Ａ）～（Ｄ）を３年間で実施することを計画した。  

（Ａ）課題研究、サイエンスコミュニケーション活動の推進 ＳＳＨ指定校等で培ってきた課題

研究活動や実験教室のノウハウ、外部機関との連携などを共有し、更なる活性化を図る。

また、課題研究活動や実験教室の成果を広く小中学生、一般市民にも波及させるために、

ふくしまサイエンスフェアを開催する。  

（Ｂ）福島復興人材の育成 今後の福島の復興について、科学技術政策、エネルギー政策をはじ

めとする様々な政策について学び、提言を行う。  

（Ｃ）福島理数系セミナー 理科や数学の各分野別に、興味・関心や意欲の高い生徒を募り、セ

ミナーを実施する。放射線・エネルギーに関する学習会、科学系オリンピックに向けた学

習会等を行う。  

（Ｄ）グローバル人材の育成 英語を活用できる科学技術系人材の育成や福島の現状を世界に伝

えること等を目的として国内語学研修、海外研修を行う。 

このうち、今年度は（Ａ）（Ｃ）（Ｄ）を行った。 

③ 平成２４年度実施規模  

（Ａ）課題研究、サイエンスコミュニケーション活動の推進： 

ふくしまサイエンスフェア 中学校１校、高校５校の生徒９７名を対象として実施した。

ＦＳＣ交流会 中学校１校、高校６校の生徒１６０名を対象として実施した。 

（Ｃ）福島理数系セミナー 

数学 のべ 参加校４０校 生徒２０１名を対象として実施した。 

物理 のべ 参加校１２校 生徒６１名を対象として実施した。 

化学 のべ 参加校８校 生徒１３６名を対象として実施した。 

生物 のべ 参加校１０校 生徒１２０名を対象として実施した。 

地学 のべ 参加校５校 生徒２２名を対象として実施した。 

（Ｄ）グローバル人材の育成  

国内研修  参加校６校 生徒２９名を対象として実施した。 

海外（台湾）研修 参加校６校 生徒３０名を対象として実施した。 

④ 研究開発内容  

○具体的な研究事項・活動内容 

（Ａ）課題研究、サイエンスコミュニケーション活動の推進： 

○ふくしまサイエンスフェア（主担当 福島高校） 

福島市内の施設を活用して、県内の中高生が指導役となり、一般の方や小学生を対象とした

実験教室、実験屋台、課題研究発表を行った。 

○ＦＳＣ交流会（主担当 磐城高校） 

東京理科大学学長 藤嶋昭先生による特別講演、各学校で実施している課題研究の口頭発表、

ポスター発表を行った。 

 

○課題研究を推進するための物品整備等  ＳＳＨ指定校以外の福島県内の高校に行った。 

（Ｃ）福島理数系セミナー 

○数学分野（主担当 会津高校） 

数学への興味関心を高めるための取組として、「福島数学キャラバン」を３回シリーズで実施

した。また、数学オリンピックにむけた学習会という位置づけで、「数学トップセミナー」を2

回シリーズで実施した。 

○物理分野（主担当 福島高校） 

物理チャレンジの支援、放射線について様々な視点から学び、また放射線の課題研究発表を

行う「放射線セミナー」、来年度の物理チャレンジに向けた「物理プレチャレンジ」実施。

○化学分野（主担当 安積高校） 

化学グランプリ向けの学習会を２回シリーズで実施した。 

○生物分野（主担当 会津学鳳高校 福島高校） 

生物オリンピック向けの学習会、分子生物学を学ぶセミナー等を実施した。 

○地学分野（主担当 磐城高校） 

地学オリンピック向けの学習会、天文観測会、地質を学ぶ学習会、化石採掘のフィールドワ

ーク等を盛り込んだ「地学セミナー」を実施した。 

（Ｄ）グローバル人材の育成  

○国内研修・・・海外研修に向けたプレゼンテーショントレーニング、海外でのコミュニケー

 ション講座、中国語講座などを実施した。 

 ○海外（台湾）研修・・・台湾を訪問し、国立実験高級中学等でのプレゼンテーションと交流、

国立清華大学、公的研究機関、半導体企業、自然史博物館等での研修等を行った。 

⑤ 研究開発の成果と課題  

○実施による効果とその評価 

・サイエンスフェアでは1500人の来場者があり、企画側の高校生、一般の来場者ともにサイエン

スを学ぶ場として極めて有効にはたらいた。 

・理数系セミナーでは、科学系オリンピック対策の学習会等を実施した結果、各種オリンピック

二次選考等に進出する生徒がこれまでになく多く現れた。 

・ＦＳＣは今年度が初年度であったが、学校間の連携活動を数多く実施することができた。この

ような連携はコアＳＳＨ事業を行うことにより初めて実現したものであり、連携体制の構築が

最も大きな成果であると考えられる。 

○実施上の課題と今後の取組 

・連携校の拡大、中学校のさらなる参加  ・各事業の年間計画を見通した事業の実施 

・福島復興人材育成のテーマに関する活動の立ち上げ 

・評価のあり方の検討 
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別紙様式２－２ 

福島県立福島高等学校 24～26 

 

平成２４年度コアＳＳＨの成果と課題（【別表①～③の形態を記入】） 

 

① 研究開発の成果  

（Ａ）課題研究、サイエンスコミュニケーション活動の推進： 

○ふくしまサイエンスフェア:実施日は冬季で悪天候であったにもかかわらず、1500人の来場

者があり、盛況であった。また、来場者アンケートによると今後も参加したいという意見

が100％であり、取り組みを高く評価していただいた（Ⅱ章 研究開発の内容参照）。企画

側の高校生にとっても課題解決力、熱意、行動力が伸びたという評価が高く生徒の能力伸

長にも効果が大きかった。 

○ＦＳＣ交流会:特別講演、課題研究の発表において質疑応答などが活発に行われたことから、

生徒の課題研究活動に向けた強い刺激となった。 

（Ｂ）福島復興人材の育成については、今年度は実施しなかった。 

（Ｃ）福島理数系セミナー 

○数学分野:生徒の項目別アンケート結果からは、いずれの項目においても肯定的意見が圧倒

的多数であった（Ⅱ章 研究開発の内容参照）。また数学オリンピックでは、北海道・東

北地区優秀賞を4名の生徒が受賞した。 

○物理分野:物理チャレンジ参加者支援の結果、物理チャレンジでは１名二次審査に進出。 

○化学分野:化学グランプリ向け学習会を実施した結果として、化学グランプリでは１名二次

審査に進出し、銅賞を受賞した。 

○地学分野:地学オリンピック向けの学習会を実施した結果として、地学オリンピックでは１

名二次審査に進出した。平成25年3月下旬に二次審査が行われる予定である。 

（Ｄ）グローバル人材の育成  

○本取り組みに参加した生徒は、英語によるコミュニケーション力の高い生徒が多かったが、

国内研修によりプレゼンテーションの指導等により、態度、話し方、資料の作成方法等を

学ぶことができた。これによりこれまで以上にコミュニケーション力が向上した。また海

外研修では台湾の同世代の生徒たちとの交流、大学、研究機関、企業での研修等により、

グローバル社会で生きることを強く意識するようになったと思われる。  

ＦＳＣの活動は今年度が初年度であったが学校間の連携活動を数多く実施することができた。

このような連携はコアＳＳＨ事業を行うことにより初めて実現したものであり、連携体制の構築

が最も大きな成果であると考えられる。 

② 研究開発の課題  

次年度以降の課題として、以下の点が挙げられる。 

・連携校の拡大、中学校のさらなる参加 

・各事業の年間計画を見通した事業の実施 

・福島復興人材育成のテーマに関する活動の立ち上げ 

・評価のあり方の検討 

 

コアＳＳＨ 報告書の本文 

 

第Ⅰ章 研究開発の課題・経緯 

 

１．１ 研究開発の概要 

（１）現状の分析 

平成 14 年度に SSH 事業が始まって以来、本県において SSH の指定を受けた高校は５校となり、理数

系教育の活性化が着実に進展している。これまで、本県の SSH 事業は各学校の研究開発課題に基づい

て実施されてきたが、各学校が取組みの成果を共有したり、切磋琢磨したりすることにより、本県の

SSH 事業はさらに活性化することが期待される。 

また、本県は東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所の事故による困難な状況が続いており、

この難局から逃げることなく、果敢に取り組む素養の育成が極めて重要である。このような現状認識

及び課題を踏まえ、科学技術教育をとおして地域を復興し、課題を解決できる全ての素養を有する人

材を育成するために、今回の研究テーマを設定した。 

 

（２）研究テーマ 

地域への自信、誇り、愛情を科学技術の側面から育み、難局を打破する素養をもった人材を育成す

るための連携体制の構築 ～ふくしまサイエンススクールコミュニティー（ＦＳＣ）の創設～ 

 

（３）課題解決のための仮説 

本県の抱える諸課題を踏まえ、本研究では下記の仮説を設定し、研究を実施する。 

「理数系分野や地域の再生に興味・関心のある福島県内の生徒に対し、従来の学校単位での活動に加

え、地域一丸となった様々な活動の機会を与えることにより、現在の福島県あるいは日本の難局を打

破し、再生に向けて大きく貢献する人材を育成できる。」 

このような人材に必要な素養として、特に以下の 5 つの能力を取り上げる。 

① 様々な事象を科学的に捉える思考力 

② 課題発見力、課題設定力、課題解決力をまとめた課題突破力 

③ 国内だけでなく世界に向けて積極的に行動、発信する実行力 

④ 集団の力を存分に引き出すコミュニケーション力 

⑤科学的な見方を踏まえ、全体の事象を総合的に捉える俯瞰力 

 

（４）実施内容 

仮説を検証するため、下記Ａ～Ｄの内容を実施する。 

Ａ 課題研究、サイエンスコミュニケーション活動の推進 

Ｂ 福島復興人材の育成（今年度は未実施、来年度以降実施） 

Ｃ 福島理数系セミナーの実施 

Ｄ グローバル人材の育成 

 

実施内容と仮説の関係は右図のとおりである。 

 

研究

仮説 
① ② ③ ④ ⑤

Ａ  ○ ○ ○  

Ｂ  ○ ○  ○

Ｃ ○ ○    

Ｄ   ○ ○  



－ 64 － － 65 －

１．１　研究開発の概要

 

別紙様式２－２ 

福島県立福島高等学校 24～26 

 

平成２４年度コアＳＳＨの成果と課題（【別表①～③の形態を記入】） 

 

① 研究開発の成果  

（Ａ）課題研究、サイエンスコミュニケーション活動の推進： 

○ふくしまサイエンスフェア:実施日は冬季で悪天候であったにもかかわらず、1500人の来場

者があり、盛況であった。また、来場者アンケートによると今後も参加したいという意見

が100％であり、取り組みを高く評価していただいた（Ⅱ章 研究開発の内容参照）。企画

側の高校生にとっても課題解決力、熱意、行動力が伸びたという評価が高く生徒の能力伸

長にも効果が大きかった。 

○ＦＳＣ交流会:特別講演、課題研究の発表において質疑応答などが活発に行われたことから、

生徒の課題研究活動に向けた強い刺激となった。 

（Ｂ）福島復興人材の育成については、今年度は実施しなかった。 

（Ｃ）福島理数系セミナー 

○数学分野:生徒の項目別アンケート結果からは、いずれの項目においても肯定的意見が圧倒

的多数であった（Ⅱ章 研究開発の内容参照）。また数学オリンピックでは、北海道・東

北地区優秀賞を4名の生徒が受賞した。 

○物理分野:物理チャレンジ参加者支援の結果、物理チャレンジでは１名二次審査に進出。 

○化学分野:化学グランプリ向け学習会を実施した結果として、化学グランプリでは１名二次

審査に進出し、銅賞を受賞した。 

○地学分野:地学オリンピック向けの学習会を実施した結果として、地学オリンピックでは１

名二次審査に進出した。平成25年3月下旬に二次審査が行われる予定である。 

（Ｄ）グローバル人材の育成  

○本取り組みに参加した生徒は、英語によるコミュニケーション力の高い生徒が多かったが、

国内研修によりプレゼンテーションの指導等により、態度、話し方、資料の作成方法等を

学ぶことができた。これによりこれまで以上にコミュニケーション力が向上した。また海

外研修では台湾の同世代の生徒たちとの交流、大学、研究機関、企業での研修等により、

グローバル社会で生きることを強く意識するようになったと思われる。  

ＦＳＣの活動は今年度が初年度であったが学校間の連携活動を数多く実施することができた。

このような連携はコアＳＳＨ事業を行うことにより初めて実現したものであり、連携体制の構築

が最も大きな成果であると考えられる。 

② 研究開発の課題  

次年度以降の課題として、以下の点が挙げられる。 

・連携校の拡大、中学校のさらなる参加 

・各事業の年間計画を見通した事業の実施 

・福島復興人材育成のテーマに関する活動の立ち上げ 

・評価のあり方の検討 

 

コアＳＳＨ 報告書の本文 

 

第Ⅰ章 研究開発の課題・経緯 

 

１．１ 研究開発の概要 

（１）現状の分析 

平成 14 年度に SSH 事業が始まって以来、本県において SSH の指定を受けた高校は５校となり、理数

系教育の活性化が着実に進展している。これまで、本県の SSH 事業は各学校の研究開発課題に基づい

て実施されてきたが、各学校が取組みの成果を共有したり、切磋琢磨したりすることにより、本県の

SSH 事業はさらに活性化することが期待される。 

また、本県は東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所の事故による困難な状況が続いており、

この難局から逃げることなく、果敢に取り組む素養の育成が極めて重要である。このような現状認識

及び課題を踏まえ、科学技術教育をとおして地域を復興し、課題を解決できる全ての素養を有する人

材を育成するために、今回の研究テーマを設定した。 

 

（２）研究テーマ 

地域への自信、誇り、愛情を科学技術の側面から育み、難局を打破する素養をもった人材を育成す

るための連携体制の構築 ～ふくしまサイエンススクールコミュニティー（ＦＳＣ）の創設～ 

 

（３）課題解決のための仮説 

本県の抱える諸課題を踏まえ、本研究では下記の仮説を設定し、研究を実施する。 

「理数系分野や地域の再生に興味・関心のある福島県内の生徒に対し、従来の学校単位での活動に加

え、地域一丸となった様々な活動の機会を与えることにより、現在の福島県あるいは日本の難局を打

破し、再生に向けて大きく貢献する人材を育成できる。」 

このような人材に必要な素養として、特に以下の 5 つの能力を取り上げる。 

① 様々な事象を科学的に捉える思考力 

② 課題発見力、課題設定力、課題解決力をまとめた課題突破力 

③ 国内だけでなく世界に向けて積極的に行動、発信する実行力 

④ 集団の力を存分に引き出すコミュニケーション力 

⑤科学的な見方を踏まえ、全体の事象を総合的に捉える俯瞰力 

 

（４）実施内容 

仮説を検証するため、下記Ａ～Ｄの内容を実施する。 

Ａ 課題研究、サイエンスコミュニケーション活動の推進 

Ｂ 福島復興人材の育成（今年度は未実施、来年度以降実施） 

Ｃ 福島理数系セミナーの実施 

Ｄ グローバル人材の育成 

 

実施内容と仮説の関係は右図のとおりである。 

 

研究

仮説 
① ② ③ ④ ⑤

Ａ  ○ ○ ○  

Ｂ  ○ ○  ○

Ｃ ○ ○    

Ｄ   ○ ○  

１．１　研究開発の概要
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１．２ 研究組織の概要 

以下の連携校を各地域の拠点校とする。また、ＳＰＰ経験校や「野口英世賞」の応募校など、科学

部活動や理数教育に積極的な学校を含め、必要に応じて小・中・高等学校との連携を図る。 

① 福島県立福島高等学校   ② 福島県立会津学鳳高等学校 ③ 福島県立磐城高等学校    

④ 福島県立会津高等学校   ⑤ 福島県立安積高等学校   ⑥ 福島県立相馬高等学校 

 

１．３ 研究開発の経緯 

平成２４年度のコアＳＳＨの研究開発の経緯については、ＳＳＨ通常枠の研究開発の経緯にあわせ

て記載した。 

 

１．４ 研究開発の概要図 

 

 

 

第Ⅱ章 研究開発の内容 

 

２．１ 課題研究 サイエンスコミュニケーション活動の推進 

２．１．１ 概要と仮説 

（１）概要 

  福島県内では、SSH 指定校をはじめとする様々な高校で課題研究活動を実施してきた。SSH 指定校

では、器具や薬品等が充実していることや、外部との連携が容易であることから、充実した研究活

動が可能である。しかし、それ以外の学校では充実した研究活動を実施することが難しい状況にあ

る。そこで、ＦＳＣが中心となり、SSH 指定校以外の高校にも、充実した研究活動ができる環境を

整備することにより、各学校の課題研究活動を支援した。またその成果を発表し、研究活動の交流

を図る場として、交流会を設定した。また、福島県内のサイエンスコミュニケーション活動をより

活性化させることを目的として、ふくしまサイエンスフェアを開催した。 

（２）仮説 

この活動を通して、②課題突破力、③実行力、④コミュニケーション力の育成を図る。 

 

２．１．２ 内容 

ふくしまサイエンスフェア 

実施日：平成２４年１２月９日（日）１１：００～１５：００ 

会 場：福島市子どもの夢を育む施設「こむこむ」 

参加校： 

学校名 磐城高 相馬高 福島高 福島南高 安達高 福島一中 合計 

生徒 ８ ３６ ３５ ４ ５ ９ ９７ 

引率 ２ ６ ３ １ １ ３ １５ 

 

準 備：サイエンスフェアを実施するにあたり、宣伝は極めて重要

である。今回、地元の新聞社 2 社への事前の記事掲載、福

島市近隣の小学校へのポスター（100 枚）、チラシ（15000

枚）の配布を行った。ポスター、チラシの配布には福島高

校の生徒に協力してもらい、母校への訪問、配布を中心に

行った。また、不特定多数の来場者には保険をかけた。 

内 容：一般のお客様を対象に実験教室（時間を決めて授業形式で

実験等を実施）、実験屋台（屋台形式で実験等を実施）、

課題研究ポスター発表を行った。テーマ、内容は以下のと

おりである。 
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実施日：平成２４年１２月９日（日）１１：００～１５：００ 
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参加校： 

学校名 磐城高 相馬高 福島高 福島南高 安達高 福島一中 合計 
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準 備：サイエンスフェアを実施するにあたり、宣伝は極めて重要

である。今回、地元の新聞社 2 社への事前の記事掲載、福

島市近隣の小学校へのポスター（100 枚）、チラシ（15000

枚）の配布を行った。ポスター、チラシの配布には福島高

校の生徒に協力してもらい、母校への訪問、配布を中心に

行った。また、不特定多数の来場者には保険をかけた。 

内 容：一般のお客様を対象に実験教室（時間を決めて授業形式で

実験等を実施）、実験屋台（屋台形式で実験等を実施）、

課題研究ポスター発表を行った。テーマ、内容は以下のと
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出展分類 ブース 時間 タイトル 担当 参加生徒

1 １１：３０～１２：１０ 物質の三態の不思議　～　マイナス１９６℃の世界　～ 相馬高校 12

2 １２：１５～１２：５５ バナナからDNAを取り出そう 渡辺正夫先生 －

3 １３：００～１３：４０ 水の特殊な性質を体験しよう。 相馬高校 10

4 １３：４５～１４：２５ 不思議体験☆味覚実験 相馬高校 14

5 １４：３０～１５：１０ ヘチマのなかま 渡辺正夫先生 －

1 Y-1 身近な土の中の生き物の観察 磐城高校 1

2 Y-2 葉脈標本 磐城高校 2

3 Y-3 八重のかざぐるまを作ろう 福島南高校 4

4 Y-4 化石レプリカつくり
福島一中
＆福島高校

5

5 Y-5 カイロをつくる 福島高校 5

6 Y-6 不思議な砂 福島高校 2

7 Y-7 色水あそび～♪ 磐城高校 2

8 Y-8 クラゲのミニ展示 磐城高校 1

9 Y-9 表面効果翼船（ＲＡＭ）の製作 磐城高校 2

10 Y-10 ダンゴムシの習性 磐城高校 1

11 Y-11 福高戦隊　電池メン！！ 福島高校 5

12 Y-12 静電気の実験 福島高校 5

13 Y-13 ブーメランをつくろう 福島高校 5

14 Y-14 偏光板を使った万華鏡 福島高校 5

15 Y-15 積み木パズル
本間先生
＆福島高校

2

16 Y-16 大きなシャボン玉＆色つきのシャボン玉をつくろう!! 福島一中 5

17 Y-17 温度差発電に挑戦！ 安達高校 4

1 P-1 ヒメオドリコソウ大発生の秘密 福島一中 3

2 P-2 空気圧を利用した鉄道 相馬高校 3

3 P-3 食べ物電池 相馬高校 3

4 P-4 鳴き砂 磐城高校 3

5 P-5 光害 磐城高校 3

6 P-6 都市鉱山は採掘できるか？ 福島高校 3

のべ人数 110

実験教室 K-1

実験屋台

ポスター発表

１１：００～１５：３０

１１：００～１５：３０

 

生徒のアンケートをまとめると、以下のようになった（回答５５人）。 

アンケート項目 

１:楽しかった 

２:つらかった 

３:プレゼンテーション力（物事を伝える力）が向上した 

４:コミュニケーション力（人とやりとりする力）が向上した 

５:物事を要約する力が向上した 

６:自ら進んで活動しようとする気持ちが強くなった 

７:人とのコミュニケーション（やりとり、発表、発言など）について学ぶところがあった 

８:同様な企画があればまた参加したい 

 

 

 

 また、福島高校生には、この取組みでどのような

力が伸びたのか、アンケート調査を行った（回答３

３人）。結果を右に示す。項目は以下のとおりであ

る。 

ａ課題発見力 

ｂ課題解決力 

ｃコミュニケーション力 

ｄグローバルコミュニケーション力 

ｅ熱意 

ｆ行動力 

 

 

また、来場者のアンケートは以下の通りとなり、いずれの項目についても極めて評価が高かった。 

なお、アンケート回答者は４８名であった。 

Ｑ１：何でこの企画を知りましたか？     Ｑ２：中高生の対応はどうでしたか？ 
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Ｑ３：企画の中身はどうでしたか？      Ｑ４：同様な企画があれば参加したいですか？ 

 

 ４歳の子にも丁寧に教えてくれました。実験屋台がもう少しずつ広ければ良いと思いました。 
 学生たちの対応が一生懸命でとても良かったと思います。家では体験できないので今後もこのよ

うな企画を希望します。 
 高校生の皆さんの日頃の学習に対する興味関心姿勢など、とても関心しました。これからも楽し

い学びに期待しています。私の子供たちも数年後はこんな風に慣れたらと思いました。 
 お兄さん、お姉さんがとても親切に子供にも親にも関わってくれ子供が楽しめていました。かざ

ぐるま作りの南高の生徒さんたちもとても親切でした。 
 実験離れ、科学離れな感じがするのでとてもいい企画だと思います。子供たちが興味を引きやす

い内容でした。 
 

成 果：会場である「こむこむ」では来場者をカウントしており、この日の来場者は１４９０人であ

った。カウントされた来場者全員がこの企画に参加したわけではないが、来場者のかなりの

割合がこの企画に参加したことが伺えた。この来場者数は、平成２４年度中、こむこむで実

施した１日の企画のうちトップ３に入る数であった。さらに、来場者が減る冬季の来場者数

としてはこの日が突出しており、一般市民の本企画への注目度は非常に高かったことが伺え

る。また、この様子は NHK（福島放送局）、地元の新聞社 2 社でも取り上げられた。 

生徒の感想、来場者の感想もこのような取組みに対する肯定的意見が非常に多く、成果は大 

きかったと言える。 

 

 

ＦＳＣ生徒交流会 

実施日：平成２５年２月２日（土）１０：００～１６：００ 

会 場：いわき市民文化センター 

参加者： 

学校名 
磐城高 新地高 福島高 福島南高 福島西高

会津学鳳

高 

福島一中 
合計 

生徒 ７２ ５ ２８ ４ ２ ３０ ９ １６０ 

引率 ８ １ ２ １ ０ ３ １ １６ 

 

内 容： 

特別講演講演者： 東京理科大学 学長 藤嶋 昭 先生 

演題：「身のまわりにはおもしろいことが多い－感動しつつ勉強しよう－」 

 

内容：藤嶋先生は光触媒を発見され、ノーベル賞に最も近い日本人として有名な方である。 

身近に見られる現象であっても不思議なことは沢山あり、それに気づくこと、素直 

に不思議だと思うことの重要性についてお話をいただいた。また、読書による学び 

についても勧められ、質疑応答では、様々な本を質問者にプレゼントしてくださった。 

課題研究発表 以下のテーマについて研究発表、質疑応答を行った。 

口頭発表 

No. 時刻 発表校 タイトル 

O-1 10:15～ 磐城高校 水の電気分解 

O-2 10:30～ 福島南高校 ＮａＩ検出器による身近な放射性物質の研究 

O-3 11:45～ 福島高校 バイオマスとしての大根の可能性を探る 

O-4 11:00～ 新地高校 環境制御型農業における光効果の研究 

O-5 11:15～ 福島第一中学校 ヒメオドリコソウ大発生の秘密 

O-6 
11:30～ 会津学鳳高校 カイコガの体内機能の進化 

11:45～ 会津学鳳高校 シンガポール研修報告 

ポスター発表（１２：５０～１３：５０） 

No. 発表校 タイトル No. 発表校 タイトル 

P-1 会津学鳳 カイコガの体内機能の進化 p-10 福島 都市鉱山は採掘できるか 

P-2 
会津学鳳 芳香を有する植物の科学 

p-11
福島 放射線への不安を払拭する企画の具体的な立

案 

P-3 会津学鳳 会津メダカの遺伝子解析 p-12 福島 放射能汚染への対策 

P-4 会津学鳳 過冷却水をつくる p-13 福島 バイオマスとしての大根の可能性を探る 

P-5 会津学鳳 アブラナ科植物の遺伝的多様性 p-14 福島一中 ヒメオドリコソウ大発生の秘密 

p-6 
会津学鳳 思わぬ生物の抗菌作用に迫る 

P-15
磐城 ２進数を用いた数当てゲームの仕組みを知

る 

p-7 
会津学鳳 LEGOmindstormsNXTによる迷路探

索 
P-16

磐城 古典暗号の説明と制作 

p-8 
福島 複素２次方程式を解く 

P-17
磐城 三角関数の公式とベクトルを用いた方法の

比較 

p-9 福島 プラズマのらせん運動 

 

２．１．３ 仮説の検証 

本研究ではサイエンスフェアや交流会（発表会）を通じたサイエンスコミュニケーション活動、お

よび課題研究活動を推進することを通じて、②課題突破力、③実行力、④コミュニケーション力の育

成を図った。 

課題発見力、課題設定力、課題解決力をまとめて表現した課題突破力については、課題研究に関す

る項目である。コアＳＳＨではＳＳＨ校以外の高校の課題研究支援を目的としたが、今回は物品整備

について、安積高、会津高、相馬高、川口高、福島南高、安達高に支援を行った。これらの高校では

支援を元に課題研究を進めており、課題突破力の育成にある程度貢献できたと思われる。 

 実行力については、サイエンスフェアのアンケート結果より、この取組みを通じて、熱意、行動力

が身についたという生徒が非常に多く、ある程度達成できたと言える。 

コミュニケーション力についても、サイエンスフェアのアンケート結果より、育成できたと思われ

る。また、交流会では口頭発表、ポスター発表ともに、熱心に質疑応答をする生徒が多く、このこと

からもコミュニケーション力を育成する場として有効に機能したと言える。 
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２．１　課題研究、サイエンスコミュニケーション活動の推進

 

 

Ｑ３：企画の中身はどうでしたか？      Ｑ４：同様な企画があれば参加したいですか？ 

 

 ４歳の子にも丁寧に教えてくれました。実験屋台がもう少しずつ広ければ良いと思いました。 
 学生たちの対応が一生懸命でとても良かったと思います。家では体験できないので今後もこのよ

うな企画を希望します。 
 高校生の皆さんの日頃の学習に対する興味関心姿勢など、とても関心しました。これからも楽し

い学びに期待しています。私の子供たちも数年後はこんな風に慣れたらと思いました。 
 お兄さん、お姉さんがとても親切に子供にも親にも関わってくれ子供が楽しめていました。かざ

ぐるま作りの南高の生徒さんたちもとても親切でした。 
 実験離れ、科学離れな感じがするのでとてもいい企画だと思います。子供たちが興味を引きやす

い内容でした。 
 

成 果：会場である「こむこむ」では来場者をカウントしており、この日の来場者は１４９０人であ

った。カウントされた来場者全員がこの企画に参加したわけではないが、来場者のかなりの

割合がこの企画に参加したことが伺えた。この来場者数は、平成２４年度中、こむこむで実

施した１日の企画のうちトップ３に入る数であった。さらに、来場者が減る冬季の来場者数

としてはこの日が突出しており、一般市民の本企画への注目度は非常に高かったことが伺え

る。また、この様子は NHK（福島放送局）、地元の新聞社 2 社でも取り上げられた。 

生徒の感想、来場者の感想もこのような取組みに対する肯定的意見が非常に多く、成果は大 

きかったと言える。 

 

 

ＦＳＣ生徒交流会 

実施日：平成２５年２月２日（土）１０：００～１６：００ 

会 場：いわき市民文化センター 

参加者： 

学校名 
磐城高 新地高 福島高 福島南高 福島西高

会津学鳳

高 

福島一中 
合計 

生徒 ７２ ５ ２８ ４ ２ ３０ ９ １６０ 

引率 ８ １ ２ １ ０ ３ １ １６ 

 

内 容： 

特別講演講演者： 東京理科大学 学長 藤嶋 昭 先生 

演題：「身のまわりにはおもしろいことが多い－感動しつつ勉強しよう－」 

 

内容：藤嶋先生は光触媒を発見され、ノーベル賞に最も近い日本人として有名な方である。 

身近に見られる現象であっても不思議なことは沢山あり、それに気づくこと、素直 

に不思議だと思うことの重要性についてお話をいただいた。また、読書による学び 

についても勧められ、質疑応答では、様々な本を質問者にプレゼントしてくださった。 

課題研究発表 以下のテーマについて研究発表、質疑応答を行った。 

口頭発表 

No. 時刻 発表校 タイトル 

O-1 10:15～ 磐城高校 水の電気分解 

O-2 10:30～ 福島南高校 ＮａＩ検出器による身近な放射性物質の研究 

O-3 11:45～ 福島高校 バイオマスとしての大根の可能性を探る 

O-4 11:00～ 新地高校 環境制御型農業における光効果の研究 

O-5 11:15～ 福島第一中学校 ヒメオドリコソウ大発生の秘密 

O-6 
11:30～ 会津学鳳高校 カイコガの体内機能の進化 

11:45～ 会津学鳳高校 シンガポール研修報告 

ポスター発表（１２：５０～１３：５０） 

No. 発表校 タイトル No. 発表校 タイトル 

P-1 会津学鳳 カイコガの体内機能の進化 p-10 福島 都市鉱山は採掘できるか 

P-2 
会津学鳳 芳香を有する植物の科学 

p-11
福島 放射線への不安を払拭する企画の具体的な立

案 

P-3 会津学鳳 会津メダカの遺伝子解析 p-12 福島 放射能汚染への対策 

P-4 会津学鳳 過冷却水をつくる p-13 福島 バイオマスとしての大根の可能性を探る 

P-5 会津学鳳 アブラナ科植物の遺伝的多様性 p-14 福島一中 ヒメオドリコソウ大発生の秘密 

p-6 
会津学鳳 思わぬ生物の抗菌作用に迫る 

P-15
磐城 ２進数を用いた数当てゲームの仕組みを知

る 

p-7 
会津学鳳 LEGOmindstormsNXTによる迷路探

索 
P-16

磐城 古典暗号の説明と制作 

p-8 
福島 複素２次方程式を解く 

P-17
磐城 三角関数の公式とベクトルを用いた方法の

比較 

p-9 福島 プラズマのらせん運動 

 

２．１．３ 仮説の検証 

本研究ではサイエンスフェアや交流会（発表会）を通じたサイエンスコミュニケーション活動、お

よび課題研究活動を推進することを通じて、②課題突破力、③実行力、④コミュニケーション力の育

成を図った。 

課題発見力、課題設定力、課題解決力をまとめて表現した課題突破力については、課題研究に関す

る項目である。コアＳＳＨではＳＳＨ校以外の高校の課題研究支援を目的としたが、今回は物品整備

について、安積高、会津高、相馬高、川口高、福島南高、安達高に支援を行った。これらの高校では

支援を元に課題研究を進めており、課題突破力の育成にある程度貢献できたと思われる。 

 実行力については、サイエンスフェアのアンケート結果より、この取組みを通じて、熱意、行動力

が身についたという生徒が非常に多く、ある程度達成できたと言える。 

コミュニケーション力についても、サイエンスフェアのアンケート結果より、育成できたと思われ

る。また、交流会では口頭発表、ポスター発表ともに、熱心に質疑応答をする生徒が多く、このこと

からもコミュニケーション力を育成する場として有効に機能したと言える。 



－ 72 －

第Ⅱ章　研究開発の内容

－ 73 －
 

２．２ 福島理数系セミナー 

２．２．１ 概要と仮説 

（１）概要 

本研究では、生徒が理数系の学問の奥深さを体感すること、生徒の潜在的な能力を引出し、理

数系の才能を開花させることを目的として、以下に示すセミナー等を行った。また、科学系オリ

ンピックの成果もまとめて示す。 

分野 主担当校 内    容 オリンピック結果 

数学 会津高校 数学への興味関心を高めるセミナー 

日本数学オリンピックに向けたセミナー 

日本地学オリンピックへの参加 

北海道東北地区  

優秀賞表彰 ４名 

物理 福島高校 放射性物質、放射線に関する合同セミナー 

物理チャレンジに向けた学習セミナー 

物理チャレンジへの参加 

二次選考進出 １名 

化学 安積高校 全国高校化学グランプリに向けた学習セミナー 

全国高校化学グランプリへの参加 

二次選考進出 １名

（銅賞受賞） 

生物 会津学鳳高校 

福島高校 

日本生物学オリンピックに向けた学習セミナー 

分子生物学に関する実験、セミナー 

日本生物学オリンピックへの参加 

 

地学 磐城高校 日本地学オリンピックに向けた学習セミナー 

フィールドワーク 

日本地学オリンピックへの参加 

二次選考進出 １名 

 

（２）仮説 

  この活動を通して、①思考力、②課題突破力の育成を図る。 

 

 

 

２．２．２ 内容 

（１）数学 

数学については、福島数学キャラバン（数学への興味関心を高めるセミナー）、トップセミナー（日

本数学オリンピックに向けたセミナー）を行った。 

福島数学キャラバン 

第１回 

日時：平成２４年８月１９日（日）１０：３０～１５：００ 

会場：福島高校 視聴覚室 

参加者： 

高校名 福島 会津 福島西 磐城 相馬 白河 安積 合計 

生徒 １１ １３ １ ２ ３ １ ８ ３９ 

引率 １ ２ ０ １ １ １ ０ ６ 

講師：根上生也先生（横浜国立大学教授）「パソコンで学ぶ幾何学」 

中本敦浩先生（横浜国立大学准教授）「敷き詰めの問題」 

桜井 進先生（東京工業大学 世界文明ｾﾝﾀｰﾌｪﾛｰ）「数と計算の進化」 

 

 

 

第２回 

日時：平成２４年９月３０日（日）１０：３０～１５：３０ 

会場：福島高校 視聴覚室 

参加者： 

高校名 磐城 福島東 安積黎明 川口 双葉 福島西 白河旭 石川 

生徒 ３ ２ １ ５ ３ １ ４ １ 

引率 １ １ ０ １ ０ ０ １ １ 

 

高校名 郡山 相馬 福島 会津 安積 合計 

生徒 １ ３ ８ １３ ９ ５４ 

引率 ０ ０ ２ ３ ０ １０ 

講師と演題：根上生也先生（横浜国立大学教授）「数式処理システムを使ってみよう」 

中本敦浩先生（横浜国立大学准教授）「河渡りの問題」 

桜井 進先生（東京工業大学 世界文明ｾﾝﾀｰﾌｪﾛｰ）「黄金比と白銀比」 

 

第３回 

日時：平成２４年１０月２８日（日）１０：３０～１５：３０ 

会場：福島高校 視聴覚室 

参加者： 

高校名 磐城 安積 川口 喜多方 会津 福島 合計 

生徒 ７ ６ ５ １ １１ ４ ３４ 

引率 １ ０ １ ０ １ １ ４ 

講師と演題：根上生也先生（横浜国立大学教授）「パソコンで探る整数問題」 

中本敦浩先生（横浜国立大学准教授）「もっと自由に考える」 

桜井 進先生（東京工業大学 世界文明ｾﾝﾀｰﾌｪﾛｰ）「音楽と数学」 

 

個別意見 

 世界は数学で出来ている！とすごく印象に残りました。根上先生や桜井先生がＴＶに出ていること

は分かりやすく面白かったし今回のセミナーで話していらっしゃったことは分からない事が多か

ったけど興味が湧いたし面白かったです。 
 学校で習っている数学は計算や証明など、嫌になってしまうような事を習いますが、普段やってい

る数学とは違う数学の面白さを数学活用を通して伝えていくことはとても良いことだと思います。 
 このようなセミナーを今後も続けて欲しい。感動することが多く、文字では表現しきれないのがと

ても残念です。3 回とも素晴らし講演をありがとうございました。 
 苦手な数学に興味をもって取り組めるようになりたいと思い、今回のキャラバンに参加したのだが、

普段考える事のない様な数学と触れ合うことができて数学の面白さを実感することができた。見方

を変えることができ、とてもよい経験になった。ありがとうございました。 
 小さい頃は数学が好きだった。TV で放映されている数学番組、身の回りにあるもの全てに数学が

関係しているのではないかと考えるととても面白かった。しかし、中学、高校と年を重ねるにつれ

て、その面白さや意欲が消えていった。しかし、この「数学キャラバン」を受講してみて、昔感じ

ていたこと、初心を思い出すことができました。 
 数学というものは受験の際にできなくてはならないからするものだという考えが面白いからする

という考えに変わってとても嬉しかった。他の高校の方々の積極的な姿に感心した。 
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２．２　福島理数系セミナー

 

２．２ 福島理数系セミナー 

２．２．１ 概要と仮説 

（１）概要 

本研究では、生徒が理数系の学問の奥深さを体感すること、生徒の潜在的な能力を引出し、理

数系の才能を開花させることを目的として、以下に示すセミナー等を行った。また、科学系オリ

ンピックの成果もまとめて示す。 

分野 主担当校 内    容 オリンピック結果 

数学 会津高校 数学への興味関心を高めるセミナー 

日本数学オリンピックに向けたセミナー 

日本地学オリンピックへの参加 

北海道東北地区  

優秀賞表彰 ４名 

物理 福島高校 放射性物質、放射線に関する合同セミナー 

物理チャレンジに向けた学習セミナー 

物理チャレンジへの参加 

二次選考進出 １名 

化学 安積高校 全国高校化学グランプリに向けた学習セミナー 

全国高校化学グランプリへの参加 

二次選考進出 １名

（銅賞受賞） 

生物 会津学鳳高校 

福島高校 

日本生物学オリンピックに向けた学習セミナー 

分子生物学に関する実験、セミナー 

日本生物学オリンピックへの参加 

 

地学 磐城高校 日本地学オリンピックに向けた学習セミナー 

フィールドワーク 

日本地学オリンピックへの参加 

二次選考進出 １名 

 

（２）仮説 

  この活動を通して、①思考力、②課題突破力の育成を図る。 

 

 

 

２．２．２ 内容 

（１）数学 

数学については、福島数学キャラバン（数学への興味関心を高めるセミナー）、トップセミナー（日

本数学オリンピックに向けたセミナー）を行った。 

福島数学キャラバン 

第１回 

日時：平成２４年８月１９日（日）１０：３０～１５：００ 

会場：福島高校 視聴覚室 

参加者： 

高校名 福島 会津 福島西 磐城 相馬 白河 安積 合計 

生徒 １１ １３ １ ２ ３ １ ８ ３９ 

引率 １ ２ ０ １ １ １ ０ ６ 

講師：根上生也先生（横浜国立大学教授）「パソコンで学ぶ幾何学」 

中本敦浩先生（横浜国立大学准教授）「敷き詰めの問題」 

桜井 進先生（東京工業大学 世界文明ｾﾝﾀｰﾌｪﾛｰ）「数と計算の進化」 

 

 

 

第２回 

日時：平成２４年９月３０日（日）１０：３０～１５：３０ 

会場：福島高校 視聴覚室 

参加者： 

高校名 磐城 福島東 安積黎明 川口 双葉 福島西 白河旭 石川 

生徒 ３ ２ １ ５ ３ １ ４ １ 

引率 １ １ ０ １ ０ ０ １ １ 

 

高校名 郡山 相馬 福島 会津 安積 合計 

生徒 １ ３ ８ １３ ９ ５４ 

引率 ０ ０ ２ ３ ０ １０ 

講師と演題：根上生也先生（横浜国立大学教授）「数式処理システムを使ってみよう」 

中本敦浩先生（横浜国立大学准教授）「河渡りの問題」 

桜井 進先生（東京工業大学 世界文明ｾﾝﾀｰﾌｪﾛｰ）「黄金比と白銀比」 

 

第３回 

日時：平成２４年１０月２８日（日）１０：３０～１５：３０ 

会場：福島高校 視聴覚室 

参加者： 

高校名 磐城 安積 川口 喜多方 会津 福島 合計 

生徒 ７ ６ ５ １ １１ ４ ３４ 

引率 １ ０ １ ０ １ １ ４ 

講師と演題：根上生也先生（横浜国立大学教授）「パソコンで探る整数問題」 

中本敦浩先生（横浜国立大学准教授）「もっと自由に考える」 

桜井 進先生（東京工業大学 世界文明ｾﾝﾀｰﾌｪﾛｰ）「音楽と数学」 

 

個別意見 

 世界は数学で出来ている！とすごく印象に残りました。根上先生や桜井先生がＴＶに出ていること

は分かりやすく面白かったし今回のセミナーで話していらっしゃったことは分からない事が多か

ったけど興味が湧いたし面白かったです。 
 学校で習っている数学は計算や証明など、嫌になってしまうような事を習いますが、普段やってい

る数学とは違う数学の面白さを数学活用を通して伝えていくことはとても良いことだと思います。 
 このようなセミナーを今後も続けて欲しい。感動することが多く、文字では表現しきれないのがと

ても残念です。3 回とも素晴らし講演をありがとうございました。 
 苦手な数学に興味をもって取り組めるようになりたいと思い、今回のキャラバンに参加したのだが、

普段考える事のない様な数学と触れ合うことができて数学の面白さを実感することができた。見方

を変えることができ、とてもよい経験になった。ありがとうございました。 
 小さい頃は数学が好きだった。TV で放映されている数学番組、身の回りにあるもの全てに数学が

関係しているのではないかと考えるととても面白かった。しかし、中学、高校と年を重ねるにつれ

て、その面白さや意欲が消えていった。しかし、この「数学キャラバン」を受講してみて、昔感じ

ていたこと、初心を思い出すことができました。 
 数学というものは受験の際にできなくてはならないからするものだという考えが面白いからする

という考えに変わってとても嬉しかった。他の高校の方々の積極的な姿に感心した。 

２．２　福島理数系セミナー
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福島トップセミナー 

第１回 

日時：平成２４年１１月１１日（日）１０：３０～１５：００ 

会場：福島高校 視聴覚室 

参加者： 

高校名 相馬 福島西 川口 会津 安積 福島 合計 

生徒 ２ １ ４ ５ ５ １３ ３０ 

引率 ０ ０ １ １ ０ １ ３ 

講師：中田文憲先生（福島大学人間発達文化学類准教授） 

「数学的美しさとの出会い～数学オリンピックの問題を解いてみよう～」 

平良 誠先生（福島高校教諭）「整数問題について」 
中澤春雄先生（会津高校教諭）「ＲＳＡ暗号のしくみ」 

 

第２回 

日時：平成２４年１２月９日（日）１０：３０～１５：００ 

会場：福島高校 視聴覚室 

参加者： 

高校名 原町 相馬 福島西 川口 会津 

生徒 ２ ２ １ ２ ５ 

引率 １ ２ ０ １ １ 

 

高校名 磐城 安積 橘 福島 合計 

生徒 １１ ５ ３ １３ ４４ 

引率 １ ０ １ １ ８ 

 

講師：笠井博則先生（福島大学システム理工学類准教授） 

「なんでだろうと思える心 －漸化式から始める解析学入門－」 

平良 誠先生（福島高校教諭）「ピタゴラス数と素数の分解」 

中澤春雄先生（会津高校教諭）「Chinese Remainder Theorem に挑戦！」 
 

個別意見 

 自分の知らなかった世界や視点を体験できてとても面白かった。「数学って面白い！」という感じ

を持てた。 
 授業の範囲を超えた数学をしたい生徒達の大きな交流の場や手助けになった。 
 応用的な学習をさせていただくことで数学に対する興味関心をわきたたせる活動としてとても重

要なきっかけとなる。 
 自分にとって難しすぎて理解できませんでした。わたしにとっては難しくても、この中に理解でき

る人がいて不安になりました。でも参加して良かったです。色んな高校の人が来てみんな数学好き

でそんな人たちと授業を聞くことはなかなかないので、良い経験が出来ました。 
 

 

項目別アンケート（＋＋：強く肯定  ＋：肯定  －：否定  ――：強く否定） 
 数学キャラバン トップセミナー 

＋＋ ＋ － －－ ＋＋ ＋ － －－ 

参加して良かったか？ 79 21 0 0 58 39 3 0 

内容に興味をもった

か？ 
50 50 0 0 49 50 1 0 

また参加したいか？ 52 48 0 0 52 48 0 0 

このような企画は必要

か？ 
50 50 0 0 55 45 0 0 

この講座で身についた能力は何か？ 

 
知識 

思考 

判断 
活用力 洞察力

興味 

関心 

新たな

発見 

学習 

意欲 

受験 

ﾉｳﾊｳ 
その他

キャラバン 14 10 13 4 25 23 10 0 1 

トップセミナ

ー 
17 10 10 4 25 24 10 0 0 

• 生徒のアンケート結果をみると、まず、参加した全員がこの企画に参加したことに強い肯定的意見

を持っていることがわかる。否定的な意見がほぼゼロというのは非常に驚くべき結果である。学校

間で連携して数学に取り組むという企画は福島県ではおそらく初めての取組みであったが、このよ

うな取組みを生徒たちは潜在的に熱望していたことが伺える。 

• 数学キャラバンと数学セミナーでは、目的は異なるものの、生徒が身についたと感じる能力には同

じような傾向が見られた。最も割合が大きかったのは「興味関心」「新たな発見」である。特に「新

たな発見」が高いことは、普段の授業とは異なる視点、数学の応用的な視点がたくさん盛り込まれ

ていたためであると思われる。逆に、通常の授業では学問としての側面での学習が多く、数学の活

用という面では課題があるということを示している可能性もある。 

• トップセミナーの個別意見では、一部の生徒から「難しすぎる」との意見があったが、そもそも目

的とするところがハイレベルの内容であるため、これはやむを得ないであろう。 

 

成果  第２３回日本数学オリンピック予選 北海道東北地区優秀賞 ４名（福島高校）受賞 

 

（２）物理 

 理数系セミナー物理の内容として、①物理チャレンジサポート ②放射線研究サポート ③プレチ

ャレンジ、の３つの事業に取り組んだ。 

①  物理チャレンジサポート 

 これは、本県の物理チャレンジの受験者がここ数年 0 で推移しており、今年度本校が第 1 チャレ

ンジの会場に指定されたのを機に、受験者増を目指して支援しようと計画したものである。他の科

学オリンピック予選に比べて実験問題が課せられる分、参加しにくいと思われ、特にこの点を支援

しようと考えた。しかし、今年の受験者は本校３年生１名のみとなり、結局この生徒のための実施

となった。 

 実験サポートは５月 12 日（土）に実施した。今年の実験課題「音速を測る」に対し、気柱共鳴

実験を利用して５桁の精度で求めたいとのことで、実験セットの他、オシロスコープや低周波発振

器などを貸与し、自由に実験させた。結局波長を求めるところで５桁を断念したが、積極的に誤差

の評価に取り組んだ成果があり、「AA」の成績（SS、SA に継ぐランク、上位 5.8%以内）を獲得し

た。一方理論問題サポートは実施しなかったが、第１チャレンジでは 91 点の成績となり、8 月３日

から岡山大学で開かれる第 2 チャレンジに進出した。 
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福島トップセミナー 

第１回 

日時：平成２４年１１月１１日（日）１０：３０～１５：００ 

会場：福島高校 視聴覚室 

参加者： 

高校名 相馬 福島西 川口 会津 安積 福島 合計 

生徒 ２ １ ４ ５ ５ １３ ３０ 

引率 ０ ０ １ １ ０ １ ３ 

講師：中田文憲先生（福島大学人間発達文化学類准教授） 

「数学的美しさとの出会い～数学オリンピックの問題を解いてみよう～」 

平良 誠先生（福島高校教諭）「整数問題について」 
中澤春雄先生（会津高校教諭）「ＲＳＡ暗号のしくみ」 

 

第２回 

日時：平成２４年１２月９日（日）１０：３０～１５：００ 

会場：福島高校 視聴覚室 

参加者： 

高校名 原町 相馬 福島西 川口 会津 

生徒 ２ ２ １ ２ ５ 

引率 １ ２ ０ １ １ 

 

高校名 磐城 安積 橘 福島 合計 

生徒 １１ ５ ３ １３ ４４ 

引率 １ ０ １ １ ８ 

 

講師：笠井博則先生（福島大学システム理工学類准教授） 

「なんでだろうと思える心 －漸化式から始める解析学入門－」 

平良 誠先生（福島高校教諭）「ピタゴラス数と素数の分解」 

中澤春雄先生（会津高校教諭）「Chinese Remainder Theorem に挑戦！」 
 

個別意見 

 自分の知らなかった世界や視点を体験できてとても面白かった。「数学って面白い！」という感じ

を持てた。 
 授業の範囲を超えた数学をしたい生徒達の大きな交流の場や手助けになった。 
 応用的な学習をさせていただくことで数学に対する興味関心をわきたたせる活動としてとても重

要なきっかけとなる。 
 自分にとって難しすぎて理解できませんでした。わたしにとっては難しくても、この中に理解でき

る人がいて不安になりました。でも参加して良かったです。色んな高校の人が来てみんな数学好き

でそんな人たちと授業を聞くことはなかなかないので、良い経験が出来ました。 
 

 

項目別アンケート（＋＋：強く肯定  ＋：肯定  －：否定  ――：強く否定） 
 数学キャラバン トップセミナー 

＋＋ ＋ － －－ ＋＋ ＋ － －－ 

参加して良かったか？ 79 21 0 0 58 39 3 0 

内容に興味をもった

か？ 
50 50 0 0 49 50 1 0 

また参加したいか？ 52 48 0 0 52 48 0 0 

このような企画は必要

か？ 
50 50 0 0 55 45 0 0 

この講座で身についた能力は何か？ 

 
知識 

思考 

判断 
活用力 洞察力

興味 

関心 

新たな

発見 

学習 

意欲 

受験 

ﾉｳﾊｳ 
その他

キャラバン 14 10 13 4 25 23 10 0 1 

トップセミナ

ー 
17 10 10 4 25 24 10 0 0 

• 生徒のアンケート結果をみると、まず、参加した全員がこの企画に参加したことに強い肯定的意見

を持っていることがわかる。否定的な意見がほぼゼロというのは非常に驚くべき結果である。学校

間で連携して数学に取り組むという企画は福島県ではおそらく初めての取組みであったが、このよ

うな取組みを生徒たちは潜在的に熱望していたことが伺える。 

• 数学キャラバンと数学セミナーでは、目的は異なるものの、生徒が身についたと感じる能力には同

じような傾向が見られた。最も割合が大きかったのは「興味関心」「新たな発見」である。特に「新

たな発見」が高いことは、普段の授業とは異なる視点、数学の応用的な視点がたくさん盛り込まれ

ていたためであると思われる。逆に、通常の授業では学問としての側面での学習が多く、数学の活

用という面では課題があるということを示している可能性もある。 

• トップセミナーの個別意見では、一部の生徒から「難しすぎる」との意見があったが、そもそも目

的とするところがハイレベルの内容であるため、これはやむを得ないであろう。 

 

成果  第２３回日本数学オリンピック予選 北海道東北地区優秀賞 ４名（福島高校）受賞 

 

（２）物理 

 理数系セミナー物理の内容として、①物理チャレンジサポート ②放射線研究サポート ③プレチ

ャレンジ、の３つの事業に取り組んだ。 

①  物理チャレンジサポート 

 これは、本県の物理チャレンジの受験者がここ数年 0 で推移しており、今年度本校が第 1 チャレ

ンジの会場に指定されたのを機に、受験者増を目指して支援しようと計画したものである。他の科

学オリンピック予選に比べて実験問題が課せられる分、参加しにくいと思われ、特にこの点を支援

しようと考えた。しかし、今年の受験者は本校３年生１名のみとなり、結局この生徒のための実施

となった。 

 実験サポートは５月 12 日（土）に実施した。今年の実験課題「音速を測る」に対し、気柱共鳴

実験を利用して５桁の精度で求めたいとのことで、実験セットの他、オシロスコープや低周波発振

器などを貸与し、自由に実験させた。結局波長を求めるところで５桁を断念したが、積極的に誤差

の評価に取り組んだ成果があり、「AA」の成績（SS、SA に継ぐランク、上位 5.8%以内）を獲得し

た。一方理論問題サポートは実施しなかったが、第１チャレンジでは 91 点の成績となり、8 月３日

から岡山大学で開かれる第 2 チャレンジに進出した。 
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 第 2 チャレンジのサポートは、３年生ということもあり、夏期休業中になってオシロスコープ・

テスターの利用法に関する書物に目を通させる程度にとどめた。校内ではトップクラスの成績を収

める生徒であるが、第 2 チャレンジでは全国の壁を感じて帰福した。 

 次年度に向けては、実験課題のサポートを充実させること、理論問題コンテストに向けての学習

会の設定などに取り組みたい。 

 

②  放射線研究サポート 

 3・11 後、福島復興のため放射線をテーマに課題研究に取り組む生徒が県内に多数おり、これら

の生徒たちの研究交流会として 8 月 20・21 日に実施した。参加校は福島南高校、安達高校、会津

学鳳高校、神奈川大学附属中・高校、奈良学園中・高校、および本校で、参加生徒数は 30 名、教

員他 10 名となった。 

初日は 13:30 に開会し、すぐに福島大学うつくしまふくしま未来支援センター特任研究員 開沼 

博先生より「原子力発電所と福島」と題しての講演。原子力発電所が地域にどのように根付いてき

たか、その歴史的過程を紹介していただいた。 

その後生徒の研究発表（発表＋質疑 20 分）。発表は、「放射能除染の検討」福島県立福島高等

学校、「ＮａＩ検出器におけるγ線のエネルギー測定」福島県立福島南高等学校、「安達高校にお

ける、放射線量の分析と、放射性物質の挙動」福島県立安達高等学校、「Jindai Radiology」神奈川

大学附属中・高等学校、「被爆地広島における放射能汚染からの浄化メカニズムを探る」奈良学園

中学校・高等学校の５件であった。講評の後、合宿棟 2F に移動して会食ならびに参加校による学

校紹介を楽しみ、20:30 終了した。 

翌日は、8:30 より研修「放射線測定を通した放射線・放射能の学習」を行った。講師は、日本科

学技術振興財団情報システム開発部 掛布智久先生で、文科省が貸し出す「はかるくん」の開発を

担当された方から直接、放射線とは何か、どのように計測するのかなどの体験的にご指導いただい

た。部屋を暗くして 1 人 1 台の霧箱観察には多くの生徒が見とれていた。12:00 に閉会の後解散した。 
 

③  プレチャレンジ 

１月１４日（月・成人の日）に福島高校 物理実験室にて、

物理チャレンジの体験イベント「物理プレチャレンジ in 福島」

を実施した。今回、県内の物理チャレンジ参加者を増やそうと

計画したところ、磐城高校、福島南高校、福島成蹊高校、米沢

興醸館高校、福島高校から生徒３０名、教員８名の参加があっ

た。 

講師は、NPO 物理オリンピック日本委員会 理事長の北原和

夫先生、理事の近藤泰洋先生、また以前日本代表として国際物

理オリンピックメキシコ大会に参加された現在東京大学の３年生の学生さんにお出で頂いた。 

午前の第１チャレンジ理論試験では、重心を通る面でダイコ

ンを２つに切ったら太い方細い方どちらが重いか、という問題

を考えた。 

２年生はモーメントを習っているが、短時間にわかりやすい

解答をかけた人はいなかったようであった。「物理は単純化し

て考える」という北原先生のアドバイスで、黒板なような図と

なり、ようやく太い方が重いと、解決できた。他にも、左右に

異なるおもりのつり下がる滑車につけた糸の張力を求める問

題を考えた。午後からは第２チャレンジ実験課題に挑戦。全員１人１セットずつ装置を与えられて

実験を行った。写真は「回転運動」の実験で他に「完成モーメント」や「偏光」の実験があった。

 

どれも高校の物理では扱わないレベルの高い実験である。残念ながらこの日は大雪となったため、

レポート講評の時間は省略され、会は短縮となったが、「物理の楽しさを伝える」当初の目的は充

分果たすことができた。 

充実したプレチャレンジを実施していただき、NPO 物理オリンピック日本委員会の皆様には心よ

り感謝申し上げたい。 

 

（３）化学 

化学分野では、化学グランプリ向け勉強会を行った。 

第１回 

日時：平成２４年７月８日（日）１０：００～１５：００ 

会場：安積高校  

参加者： 

 

 

 

 

講師：尾池秀章先生（東京農工大学大学院工学府 准教授） 

内容：化学グランプリの過去問問題集を用いた問題解説と演習 

 

第２回 

日時：平成２４年７月１３日（金）～１４日（土） 

会場：仙台第二高校 東北大学 

参加者： 

 

 

 

 

講師：渡辺 尚先生（仙台二高 教員） 

   益子 章先生（安積高 教員） 

内容：化学グランプリの過去問問題集を用いた問題解説と演習 

   マイクロスケール実験器具を活用した実験問題の実践 

 

成果 

化学グランプリ 二次選考進出 １名（福島高校）銅賞受賞 

 

高校名 福島 安積 会津学鳳 磐城 合計 

生徒 １５ ２０ ３ １７ ５５ 

引率 １ ３ ０ １ ５ 

高校名 仙台二 福島 安積 磐城 合計 

生徒 ４５ １１ ７ １８ ８１ 

引率 １ １ ２ １ ５ 
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 第 2 チャレンジのサポートは、３年生ということもあり、夏期休業中になってオシロスコープ・

テスターの利用法に関する書物に目を通させる程度にとどめた。校内ではトップクラスの成績を収

める生徒であるが、第 2 チャレンジでは全国の壁を感じて帰福した。 

 次年度に向けては、実験課題のサポートを充実させること、理論問題コンテストに向けての学習

会の設定などに取り組みたい。 

 

②  放射線研究サポート 

 3・11 後、福島復興のため放射線をテーマに課題研究に取り組む生徒が県内に多数おり、これら

の生徒たちの研究交流会として 8 月 20・21 日に実施した。参加校は福島南高校、安達高校、会津

学鳳高校、神奈川大学附属中・高校、奈良学園中・高校、および本校で、参加生徒数は 30 名、教

員他 10 名となった。 

初日は 13:30 に開会し、すぐに福島大学うつくしまふくしま未来支援センター特任研究員 開沼 

博先生より「原子力発電所と福島」と題しての講演。原子力発電所が地域にどのように根付いてき

たか、その歴史的過程を紹介していただいた。 

その後生徒の研究発表（発表＋質疑 20 分）。発表は、「放射能除染の検討」福島県立福島高等

学校、「ＮａＩ検出器におけるγ線のエネルギー測定」福島県立福島南高等学校、「安達高校にお

ける、放射線量の分析と、放射性物質の挙動」福島県立安達高等学校、「Jindai Radiology」神奈川

大学附属中・高等学校、「被爆地広島における放射能汚染からの浄化メカニズムを探る」奈良学園

中学校・高等学校の５件であった。講評の後、合宿棟 2F に移動して会食ならびに参加校による学

校紹介を楽しみ、20:30 終了した。 

翌日は、8:30 より研修「放射線測定を通した放射線・放射能の学習」を行った。講師は、日本科

学技術振興財団情報システム開発部 掛布智久先生で、文科省が貸し出す「はかるくん」の開発を

担当された方から直接、放射線とは何か、どのように計測するのかなどの体験的にご指導いただい

た。部屋を暗くして 1 人 1 台の霧箱観察には多くの生徒が見とれていた。12:00 に閉会の後解散した。 
 

③  プレチャレンジ 

１月１４日（月・成人の日）に福島高校 物理実験室にて、

物理チャレンジの体験イベント「物理プレチャレンジ in 福島」

を実施した。今回、県内の物理チャレンジ参加者を増やそうと

計画したところ、磐城高校、福島南高校、福島成蹊高校、米沢

興醸館高校、福島高校から生徒３０名、教員８名の参加があっ

た。 

講師は、NPO 物理オリンピック日本委員会 理事長の北原和

夫先生、理事の近藤泰洋先生、また以前日本代表として国際物

理オリンピックメキシコ大会に参加された現在東京大学の３年生の学生さんにお出で頂いた。 

午前の第１チャレンジ理論試験では、重心を通る面でダイコ

ンを２つに切ったら太い方細い方どちらが重いか、という問題

を考えた。 

２年生はモーメントを習っているが、短時間にわかりやすい

解答をかけた人はいなかったようであった。「物理は単純化し

て考える」という北原先生のアドバイスで、黒板なような図と

なり、ようやく太い方が重いと、解決できた。他にも、左右に

異なるおもりのつり下がる滑車につけた糸の張力を求める問

題を考えた。午後からは第２チャレンジ実験課題に挑戦。全員１人１セットずつ装置を与えられて

実験を行った。写真は「回転運動」の実験で他に「完成モーメント」や「偏光」の実験があった。

 

どれも高校の物理では扱わないレベルの高い実験である。残念ながらこの日は大雪となったため、

レポート講評の時間は省略され、会は短縮となったが、「物理の楽しさを伝える」当初の目的は充

分果たすことができた。 

充実したプレチャレンジを実施していただき、NPO 物理オリンピック日本委員会の皆様には心よ

り感謝申し上げたい。 

 

（３）化学 

化学分野では、化学グランプリ向け勉強会を行った。 

第１回 

日時：平成２４年７月８日（日）１０：００～１５：００ 

会場：安積高校  

参加者： 

 

 

 

 

講師：尾池秀章先生（東京農工大学大学院工学府 准教授） 

内容：化学グランプリの過去問問題集を用いた問題解説と演習 

 

第２回 

日時：平成２４年７月１３日（金）～１４日（土） 

会場：仙台第二高校 東北大学 

参加者： 

 

 

 

 

講師：渡辺 尚先生（仙台二高 教員） 

   益子 章先生（安積高 教員） 

内容：化学グランプリの過去問問題集を用いた問題解説と演習 

   マイクロスケール実験器具を活用した実験問題の実践 

 

成果 

化学グランプリ 二次選考進出 １名（福島高校）銅賞受賞 

 

高校名 福島 安積 会津学鳳 磐城 合計 

生徒 １５ ２０ ３ １７ ５５ 

引率 １ ３ ０ １ ５ 

高校名 仙台二 福島 安積 磐城 合計 

生徒 ４５ １１ ７ １８ ８１ 

引率 １ １ ２ １ ５ 
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（４）生物 

 理数系セミナー生物の内容として、①生物オリンピックサポート ②遺伝子診断実習・生命倫

理講座 ③実践力育成、の３つの事業に取り組んだ。 

 

④  生物オリンピックサポート 

 生物オリンピック予選といっても特殊な問題を解かされるわけではない。基礎力を身に着

け、考える力を育成すれば、十分に対応できる。そこで、コア SSH 初年度の今年は基礎力育成

を目指した。 

第１回 期日 平成２４年６月２３日（土）、２４日（日） 一泊二日 

    参加生徒 福島高校・安積高校・会津高校・相馬高校 の生徒６１名 

    場所：福島高校 同窓会館 

    内容：生命科学の基本である細胞の働きを分子レベルで理解できるようにする 

 

第２回 期日 平成２４年７月１４日（土）～１６日（月） 二泊三日 

    参加生徒 福島高校・安積高校・会津高校・会津学鳳・相馬高校 の生徒６５名 

    場所：福島高校 同窓会館 

     内容：生物オリンピック予選の受験と問題解説、思考力育成 

        変異遺伝子の発現とエピジェネティクス（後天的遺伝子発現の変化） 

情報伝達（ホルモンや神経、細胞間情報伝達）機構について 

 

⑤  遺伝子診断実習・生命倫理講座 

第３回 期日 平成２４年１０月１３日（土）、１４日（日） 一泊二日 

    参加生徒 福島高校・安積高校・会津高校・相馬高校 の生徒６０名 

    場所：会津学鳳高校 宿泊：会津自然の家 

    内容：自己ゲノム DNA の抽出と ALDH2 遺伝子（アルコール代謝遺伝子）の 

遺伝子診断 

遺伝子診断から生命倫理を考える。 

 

⑥  実践力育成 

第４回 期日 平成２５年３月２日（土）、３日（日） 一泊二日 

    参加生徒 福島高校・安積高校の生徒４０名 

    場所：福島高校 同窓会館 

    内容：思考力を要する考察問題で考える力を育成する。 

今年度実施の講座はすべてビデオで録画しており、希望生徒には配布している。今後、この講義

をネット視聴できる環境を次年度整備する予定である。 

 

 

（５）地学 

地学分野では、地学オリンピック向け勉強会、天体観測、フィールドワーク等を磐城高校が主担当

となり実施した。いわき地区はフタバスズキリュウが発見された地として、また石炭の産出地として

有名であり、地質の学習には好適な場所である。またアマチュアの天文同好会の活動も活発であり、

様々な方に協力をいただきながら、地の利を活かして地学の多くの領域を学ぶことができた。 

日 時：平成２４年１２月１日（土）～２日（日） 

会 場：磐城高校  

参加者： 

 

講師と内容：久田健一郎先生（筑波大学大学院教授） 

地学グランプリの概要紹介、問題解説と演習、福島県の地質 

      大野裕明先生（田村市星の村天文台長） 

最新天文学のトピックスについての講義 

桂伸夫先生（いわき天文同好会）およびいわき天文同好会の皆様 

  天体望遠鏡による天体観測 

星野辰夫先生（いわき自然史研究会長） 

菜花 智先生（いわき市石炭・化石館学芸員） 

  いわきの化石についての講義、化石クリーニング、フィールドワーク 

成果  地学オリンピック２次選考進出  生徒１名（磐城高） 

 

 

 

 

２．２．３ 仮説の検証 

理数系セミナーでは、学校単位の枠を超えて各学校がそれぞれ担当を受け持つことにより、福島県

内の生徒の理数系分野の興味関心、潜在的能力を引き出すことを目的として実施した。特に、重点的

な仮説として、①思考力、②課題突破力の育成を図った。 

 福島県ではこれまで科学系のオリンピックへの参加を積極的に促すような取組はほとんど実施して

いなかった。このため、参加者数が少ない状況が続いていた。また、二次選考に進出する生徒も過去

にはいたものの、その生徒個人の資質によるところが大きかった。今回、コア SSH の機会を活用して、

初めて組織的に科学系オリンピックへの参加を積極的に支援することができた。結果としては、二次

審査に進出する生徒が各分野で出現し、このような機会が生徒に大きな刺激になることが明確となっ

た。生徒のアンケート等を見ると、数学分野では「新たな発見」に気づく生徒が多く、これまで自分

の頭になかったものの見方が大いに養われていると思われる。このことから思考力は高まっていると

言えるであろう。また、課題突破力という意味では、二次選考に進出する生徒が現れてきていること

から、明らかにそのような力が育成できていると言える。 

 理数系セミナーは今年度初めての取り組みであったが、まずはこのような企画が立ち上がったとい

うこと自体、非常に意味が大きい。初めてということで主担当校では手探りで企画を立ててきた部分

が多いが、来年度以降、さらに充実した取り組みになることが期待できる。 

 

 

高校名 福島東 安積 福島 磐城 白河実業 合計 

生徒 ３ ２ ４ １３ ０ ２２ 

引率 １ １ １ ４ １ ８ 
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（４）生物 

 理数系セミナー生物の内容として、①生物オリンピックサポート ②遺伝子診断実習・生命倫

理講座 ③実践力育成、の３つの事業に取り組んだ。 

 

④  生物オリンピックサポート 

 生物オリンピック予選といっても特殊な問題を解かされるわけではない。基礎力を身に着

け、考える力を育成すれば、十分に対応できる。そこで、コア SSH 初年度の今年は基礎力育成

を目指した。 

第１回 期日 平成２４年６月２３日（土）、２４日（日） 一泊二日 

    参加生徒 福島高校・安積高校・会津高校・相馬高校 の生徒６１名 

    場所：福島高校 同窓会館 

    内容：生命科学の基本である細胞の働きを分子レベルで理解できるようにする 

 

第２回 期日 平成２４年７月１４日（金）～１６日（日） 二泊三日 

    参加生徒 福島高校・安積高校・会津高校・会津学鳳・相馬高校 の生徒６５名 

    場所：福島高校 同窓会館 

     内容：生物オリンピック予選の受験と問題解説、思考力育成 

        変異遺伝子の発現とエピジェネティクス（後天的遺伝子発現の変化） 

情報伝達（ホルモンや神経、細胞間情報伝達）機構について 

 

⑤  遺伝子診断実習・生命倫理講座 

第３回 期日 平成２４年１０月１３日（土）、１４日（日） 一泊二日 

    参加生徒 福島高校・安積高校・会津高校・相馬高校 の生徒６０名 

    場所：会津学鳳高校 宿泊：会津自然の家 

    内容：自己ゲノム DNA の抽出と ALDH2 遺伝子（アルコール代謝遺伝子）の 

遺伝子診断 

遺伝子診断から生命倫理を考える。 

 

⑥  実践力育成 

第４回 期日 平成２５年３月２日（土）、３日（日） 一泊二日 

    参加生徒 福島高校・安積高校の生徒４０名 

    場所：福島高校 同窓会館 

    内容：思考力を要する考察問題で考える力を育成する。 

今年度実施の講座はすべてビデオで録画しており、希望生徒には配布している。今後、この講義

をネット視聴できる環境を次年度整備する予定である。 

 

 

（５）地学 

地学分野では、地学オリンピック向け勉強会、天体観測、フィールドワーク等を磐城高校が主担当

となり実施した。いわき地区はフタバスズキリュウが発見された地として、また石炭の産出地として

有名であり、地質の学習には好適な場所である。またアマチュアの天文同好会の活動も活発であり、

様々な方に協力をいただきながら、地の利を活かして地学の多くの領域を学ぶことができた。 

日 時：平成２４年１２月１日（土）～２日（日） 

会 場：磐城高校  

参加者： 

 

講師と内容：久田健一郎先生（筑波大学大学院教授） 

地学グランプリの概要紹介、問題解説と演習、福島県の地質 

      大野裕明先生（田村市星の村天文台長） 

最新天文学のトピックスについての講義 

桂伸夫先生（いわき天文同好会）およびいわき天文同好会の皆様 

  天体望遠鏡による天体観測 

星野辰夫先生（いわき自然史研究会長） 

菜花 智先生（いわき市石炭・化石館学芸員） 

  いわきの化石についての講義、化石クリーニング、フィールドワーク 

成果  地学オリンピック２次選考進出  生徒１名（磐城高） 

 

 

 

 

２．２．３ 仮説の検証 

理数系セミナーでは、学校単位の枠を超えて各学校がそれぞれ担当を受け持つことにより、福島県

内の生徒の理数系分野の興味関心、潜在的能力を引き出すことを目的として実施した。特に、重点的

な仮説として、①思考力、②課題突破力の育成を図った。 

 福島県ではこれまで科学系のオリンピックへの参加を積極的に促すような取組はほとんど実施して

いなかった。このため、参加者数が少ない状況が続いていた。また、二次選考に進出する生徒も過去

にはいたものの、その生徒個人の資質によるところが大きかった。今回、コア SSH の機会を活用して、

初めて組織的に科学系オリンピックへの参加を積極的に支援することができた。結果としては、二次

審査に進出する生徒が各分野で出現し、このような機会が生徒に大きな刺激になることが明確となっ

た。生徒のアンケート等を見ると、数学分野では「新たな発見」に気づく生徒が多く、これまで自分

の頭になかったものの見方が大いに養われていると思われる。このことから思考力は高まっていると

言えるであろう。また、課題突破力という意味では、二次選考に進出する生徒が現れてきていること

から、明らかにそのような力が育成できていると言える。 

 理数系セミナーは今年度初めての取り組みであったが、まずはこのような企画が立ち上がったとい

うこと自体、非常に意味が大きい。初めてということで主担当校では手探りで企画を立ててきた部分

が多いが、来年度以降、さらに充実した取り組みになることが期待できる。 

 

 

高校名 福島東 安積 福島 磐城 白河実業 合計 

生徒 ３ ２ ４ １３ ０ ２２ 

引率 １ １ １ ４ １ ８ 
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２．３ グローバル人材の育成 

２．３．１ 概要と仮説 

（１）概要 

 現在の日本は、あらゆる産業でグローバル化が求められ、もはや外国語を使える人材の育成なくし

て日本の発展は考えられない。また、グローバル化に対応できる人材の育成は、福島だけでなく日本

の喫緊の課題である。そこでこの取組みでは、生徒を海外に派遣し、現地の高校や大学において科学

的なテーマに関する活動を行う。また、今回の大災害により「Fukushima」の知名度、注目度は世界的

に高まったことから、この高まりを好機として捉え、海外の人たちに現在の日本あるいは福島の現状

を伝え、復興に向けた姿勢や取り組みをアピールする。今年度は具体的に以下の取り組みを行った。 

・国内研修：海外研修に向けた準備という位置づけで、英語によるプレゼンテーションのトレーニン

グ、大学の先生による指導を行った。 

・海外研修：台湾でサイエンスに関わる研修を行った。 

（２）仮説 

この活動を通して、③実行力、④コミュニケーション力の育成を図る。 

 

２．３．２ 内容 

国内研修 

日時：平成２５年２月２３日（土）～２４日（日） 

会場：福島高校 梅苑会館 

参加者： 

高校名 会津 会津学鳳 安積 磐城 相馬 福島 合計 

生徒数 ５ ５ ５ ４ ２ ８ ２９ 

引率数 １ １ １ １ １ ２ ７ 

講師と内容 

月日 概要 内容 

2/23 

（土） 

プレゼンテーション指導 

台湾の研修に参加する生徒による英語プレゼンテーションの

実施 

・福島県の紹介（会津学鳳高校） 

・和算（会津高校） 

・福島県の放射線の状況（安積高校） 

・再生可能エネルギー（福島高校） 

・福島復興プロジェクト（福島高校） 

・津波による被害状況（相馬高校） 

・津波の被害とその要因に関する考察（磐城高校） 

Dr. N. N. Mirenkov（会津大学 特別栄誉教授）、 

Dr. M. Mozgovoy（会津大学 准教授）による指導 

パワーポイントの作り方からプレゼンテーションの姿勢や技

術まで様々な観点からご指導いただいた。 

コミュニケーション講座 台湾研修の旅行業者である JTB より、コミュニケーションす

るときに気をつけたい事柄をまとめてご指導いただいた。 

 ・コミュニケーションにおける態度の重要性 

 ・訪問国の歴史や文化を学ぶことの重要性 

プレゼンテーション修正 昼間に指摘されたことをふまえて、夜にプレゼンテーション

の修正を行った。 

 

2/24 

（日） 

プレゼンテーション指導 英語プレゼンテーションの実施（2 回目） 

Dr. N. N. Mirenkov（会津大学特別栄誉教授） 

Dr. M. Mozgovoy（会津大学准教授）による指導 

時間的な制約もあり、ある程度の修正しかできなかったが、

いずれの発表も前日よりは改善が見られた。この後の修正は

各学校に持ち帰って実施することとした。 

中国語講座、日本の現状 台湾留学サポートセンターにより、簡単な中国語講座を行っ

ていただいた。また、日本の厳しい現状（経済的な側面、教

育や人々の意識の側面など）について海外、とりわけアジア

地域との比較しながら解説していただいた。若いうちに海外

の様子を知ることの重要性や台湾研修の目的等を改めて認識

することができた。 

 

海外研修（台湾） 

日 時：平成２５年３月１９日（火）～２３日（土） 

参加者： 

高校名 会津 会津学鳳 安積 磐城 相馬 福島 合計 

生徒数 ５ ５ ５ ５ ２ ８ ３０ 

引率数 １ １ ２ １ １ ２ ８ 

訪問先、スケジュール 

月日 

(曜) 

地  名 現地時刻   実施内容 

3/19 

(火) 

学校発 

成田空港発 

台北着 

午前 

１６：００頃 

１９：００頃 

貸切バスにて各学校から成田空港へ移動 

成田空港発 

台北空港着 

宿泊施設（台中市内ホテル）着 

3/20 

(水) 

台中市近郊 ９：００頃～ 

１３：００頃 

 

 

 

 

１４：００頃～ 

１７：００頃 

１９：００頃 

台中市暁明女子高等中学 研修 

 テーマ：サイエンスコミュニケーション 

 ・ＦＳＣの高校生、台湾の高校生による理数系テーマ

についての発表 

 ・ＦＳＣの高校生による東日本大震災、原発事故によ

る影響、福島県の現状についての発表 

国立自然科学博物館 見学 

９２１地震教育館 見学 

宿泊施設（国立精華大学 寮）着 研修まとめ 

3/21 

(木) 

新竹市近郊 ９：００頃～ 

１２：００ 

 

 

 

１３：００頃～ 

１７：００頃 

 

 

国立清華大学 研修 

 テーマ：素粒子、エネルギー、原子力、環境 

 ・原子科学院 李敏教授の講義 

 ・ＦＳＣ高校生によるプレゼンテーション 

・ディスカッション 

国立科学工業園区 実験高級中学 研修 

 テーマ：サイエンスコミュニケーション 

 ・ＦＳＣの高校生、台湾の高校生による理数系テーマ

についての発表 
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て日本の発展は考えられない。また、グローバル化に対応できる人材の育成は、福島だけでなく日本

の喫緊の課題である。そこでこの取組みでは、生徒を海外に派遣し、現地の高校や大学において科学

的なテーマに関する活動を行う。また、今回の大災害により「Fukushima」の知名度、注目度は世界的

に高まったことから、この高まりを好機として捉え、海外の人たちに現在の日本あるいは福島の現状

を伝え、復興に向けた姿勢や取り組みをアピールする。今年度は具体的に以下の取り組みを行った。 

・国内研修：海外研修に向けた準備という位置づけで、英語によるプレゼンテーションのトレーニン

グ、大学の先生による指導を行った。 

・海外研修：台湾でサイエンスに関わる研修を行った。 

（２）仮説 

この活動を通して、③実行力、④コミュニケーション力の育成を図る。 

 

２．３．２ 内容 

国内研修 

日時：平成２５年２月２３日（土）～２４日（日） 

会場：福島高校 梅苑会館 

参加者： 

高校名 会津 会津学鳳 安積 磐城 相馬 福島 合計 

生徒数 ５ ５ ５ ４ ２ ８ ２９ 

引率数 １ １ １ １ １ ２ ７ 

講師と内容 

月日 概要 内容 

2/23 

（土） 

プレゼンテーション指導 

台湾の研修に参加する生徒による英語プレゼンテーションの

実施 

・福島県の紹介（会津学鳳高校） 

・和算（会津高校） 

・福島県の放射線の状況（安積高校） 

・再生可能エネルギー（福島高校） 

・福島復興プロジェクト（福島高校） 

・津波による被害状況（相馬高校） 

・津波の被害とその要因に関する考察（磐城高校） 

Dr. N. N. Mirenkov（会津大学 特別栄誉教授）、 

Dr. M. Mozgovoy（会津大学 准教授）による指導 

パワーポイントの作り方からプレゼンテーションの姿勢や技

術まで様々な観点からご指導いただいた。 

コミュニケーション講座 台湾研修の旅行業者である JTB より、コミュニケーションす

るときに気をつけたい事柄をまとめてご指導いただいた。 

 ・コミュニケーションにおける態度の重要性 

 ・訪問国の歴史や文化を学ぶことの重要性 

プレゼンテーション修正 昼間に指摘されたことをふまえて、夜にプレゼンテーション

の修正を行った。 

 

2/24 

（日） 

プレゼンテーション指導 英語プレゼンテーションの実施（2 回目） 

Dr. N. N. Mirenkov（会津大学特別栄誉教授） 

Dr. M. Mozgovoy（会津大学准教授）による指導 

時間的な制約もあり、ある程度の修正しかできなかったが、

いずれの発表も前日よりは改善が見られた。この後の修正は

各学校に持ち帰って実施することとした。 

中国語講座、日本の現状 台湾留学サポートセンターにより、簡単な中国語講座を行っ

ていただいた。また、日本の厳しい現状（経済的な側面、教

育や人々の意識の側面など）について海外、とりわけアジア

地域との比較しながら解説していただいた。若いうちに海外

の様子を知ることの重要性や台湾研修の目的等を改めて認識

することができた。 

 

海外研修（台湾） 

日 時：平成２５年３月１９日（火）～２３日（土） 

参加者： 

高校名 会津 会津学鳳 安積 磐城 相馬 福島 合計 

生徒数 ５ ５ ５ ５ ２ ８ ３０ 

引率数 １ １ ２ １ １ ２ ８ 

訪問先、スケジュール 

月日 

(曜) 

地  名 現地時刻   実施内容 

3/19 

(火) 

学校発 

成田空港発 

台北着 

午前 

１６：００頃 

１９：００頃 

貸切バスにて各学校から成田空港へ移動 

成田空港発 
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宿泊施設（台中市内ホテル）着 

3/20 
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１９：００頃 

台中市暁明女子高等中学 研修 

 テーマ：サイエンスコミュニケーション 

 ・ＦＳＣの高校生、台湾の高校生による理数系テーマ

についての発表 

 ・ＦＳＣの高校生による東日本大震災、原発事故によ

る影響、福島県の現状についての発表 

国立自然科学博物館 見学 

９２１地震教育館 見学 

宿泊施設（国立精華大学 寮）着 研修まとめ 
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(木) 

新竹市近郊 ９：００頃～ 

１２：００ 

 

 

 

１３：００頃～ 

１７：００頃 

 

 

国立清華大学 研修 

 テーマ：素粒子、エネルギー、原子力、環境 

 ・原子科学院 李敏教授の講義 

 ・ＦＳＣ高校生によるプレゼンテーション 

・ディスカッション 

国立科学工業園区 実験高級中学 研修 

 テーマ：サイエンスコミュニケーション 

 ・ＦＳＣの高校生、台湾の高校生による理数系テーマ

についての発表 

２．３　グローバル人材の育成
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１８：００頃 

 ・ＦＳＣの高校生による東日本大震災、原発事故によ

る影響、福島県の現状についての発表 

 宿泊施設着（国立精華大学寮）着研のまとめ 

3/22 

(金) 

新竹市近郊 １０：００頃～ 

１６：００頃 

 

 

 

 

 

１８：００頃 

 研究機関 Industrial Technology Research Institute

研修 

 ・施設見学、講義、質疑応答 

半導体企業 Vanguard International Semiconductor 

Corporation（新竹市内）研修 

  テーマ：台湾のメーカーを知る 

 ・工場見学、台湾企業の隆盛についての講義、 

質疑応答 

 宿泊施設（台北市内ホテル）着 研修まとめ 

3/23 

(土) 

台北空港発 

成田空港着 

学校着 

１３：００頃 

１７：００頃 

２３：００頃 

台北空港発 

成田空港着 

貸切バスにて各学校へ 

 

２．３．３ 仮説の検証、成果 

 グローバル化に対応できる人材の育成は、福島だけでなく日本の喫緊の課題である。この活動を通

して、③実行力、④コミュニケーション力の育成を図ることを目指してこの取組みを行った。生徒は

各学校から選抜され、参加したものが多く、非常に積極的に行動することができた。また、英語によ

るコミュニケーション力も高い生徒が多く、この取組みでこの能力がさらに高められたことは間違い

ない。 

 今回は、ＦＳＣとして初めての試みであり、まずはこのような企画が実施できたことを大きな成果

としたい。また、学校間連携、台湾の大学、高校との緊密な連携体制の構築ができたことも大きな成

果である。科学技術立国として世界に存在感ある日本を維持する人材を早期に育成するためには、今

回のような海外との連携活動は極めて重要であるとの認識を持ち、今後も継続してこのような活動を

行いたい。 

 

第Ⅲ章 実施の効果とその評価 

 

３．１ 実施内容別の評価 

ＦＳＣでは以下の４つの取組みを計画時に設定した。 

Ａ 課題研究、サイエンスコミュニケーション活動の推進  Ｂ 福島復興人材の育成 

Ｃ 福島理数系セミナー                 Ｄ グローバル人材の育成 

このうち、今年度はＡ、Ｃ、Ｄを実施した。Ｂについては来年度以降、実施予定である。 

Ａ 課題研究、サイエンスコミュニケーション活動の推進 

課題研究活動ではＳＳＨ校以外の高校への物品の支援を中心に行った。また、サイエンスコミュニ

ケーション活動では、ふくしまサイエンスフェアおよび交流会を行った。ほぼ計画とおりに取組みを

実施できたことは大きな成果である。特にサイエンスフェアについてはこれまで各学校が単独で行っ

ていたものを連携して実施することができた。のべ１００名以上の高校生が運営に参加し、また冬季

であっても来場者は１５００人程度と多くの一般の方に参加していただくことができた。高校生のア

ンケートでは、ほぼ全ての項目で肯定的意見が９割以上となった。また来場者アンケートにおいても

肯定的意見が極めて高く、また参加したいという意見が１００％であった。 

Ｃ福島理数系セミナー 

数学、物理、化学、生物、地学の分野ごとに、セミナーを行った。拠点校の各学校に主担当を分担

していただき、各科目の興味関心を高める取組み、科学系オリンピックへの参加を推進するための学

習会等を実施した。各分野で魅力ある企画を立て、多くの生徒に参加していただいた。また、物理、

化学、地学では、全国大会に相当する二次審査に進出する生徒を輩出することができた。科学系オリ

ンピックへの参加について、福島県では今回のように組織的に参加を促したことはなく、このような

活動ができたこと自体、大きな成果と言える。 

 また、数学分野では、理数系セミナーの取組みをきっかけとして、福島大学の先生方とも連携が始

まりつつあり、この活動の他の団体への波及効果も極めて大きいと言える。 

Ｄグローバル人材の育成 

理数系教科に関連した外国語によるコミュニケーション力の育成を図るため、国内研修、海外（台

湾）研修を実施した。国内研修では、海外研修の準備段階という位置づけのもと、プレゼンテーショ

ントレーニングを実施した。また、ここでの成果をもとに、台湾で発表を行った。プレゼンテーショ

ンでは東日本大震災後の地域の現状や今後のエネルギーを中心にテーマを設定した。英語で発表、議

論する機会を得たことだけでなく、このようなテーマで現状をまとめるという作業が福島県に住む高

校生にとっては非常に重要な学習となった。参加した生徒たちの潜在的な英語コミュニケーション力

は高く、今回の取り組みへの参加により、その能力をより一層開花させることができた。 

 

３．２ 全体評価 

ＦＳＣの取組みは今年度が１年目であったが、ほぼ全ての取組みについて年度当初に計画していた

以上に取り組むことができた。また、これまで各学校が単独でおこなっていたものを連携して実施す

ることにより、生徒、教員にも大きな刺激となった。福島県内の理数系教科の取組みで、このような

規模で連携が実現できたことは非常に大きな成果である。また、このような取組みを通じて、高校間

だけでなく、福島大学、福島サイエンスぷらっとフォーム（ｓｐｆｆ）など、外部機関との連携の輪

も広がり始めており、ＦＳＣの果たす役割は大きくなっている。 

 連携校の数についても、年度当初は拠点校の６校のみであったが、次第に参加校が増え、年度末に

は２４校になった。この中には中学校や県外の高校も含まれており、この活動の領域が拡大し、活発

になってきた。 

 ＦＳＣは３年間の実施予定であるが、その後も長期的に連携活動が運営できるように取組みを進め

たい。 
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２．３．３ 仮説の検証、成果 
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実施内容別と全体の観点からまとめる。 

Ａ 課題研究、サイエンスコミュニケーション活動の推進 

 課題研究、サイエンスコミュニケーション活動ともに、これまで連携する高校は増えているものの、

その数はまだ十分とは言えない。そこで来年度以降は、この活動に参加する学校がさらに増えるよう

努力する必要がある。また今年度は中学校が 1 校だけ参加したが、その活動は高校生にも大いに刺激

になった。高校だけでなく、中学校へのはたらきかけも重要と思われる。 

また、参加校の増加、中高連携の増加といった量的な改善だけでなく質的な向上も必要である。そ

のためには発表会の場が極めて有効であると思われる。1 年目で築くことができた素地を 2 年目以降

はさらに発展させる必要があるであろう。 

 

Ｂ 福島復興人材の育成 

福島復興人材育成については、今年度、パイロット的に福島高校の SSH 通常枠の中で実施してきた。

この取り組みを発展させ、県内の中高生に展開することを検討したい。福島復興と一言で言っても、

内容は多岐にわたる。このうち、サイエンスに関わる内容について取り上げ、地域の復興に貢献でき

るような内容を盛り込みたい。具体的には、例えば放射性物質の汚染に関連する取り組み、エネルギ

ー産出県としての地位を維持しつつ新たなエネルギーのあり方について検討する取り組み、風評被害

で打撃を被っている農業、農産物等に関する取り組み等を挙げることができる。 

 

Ｃ 福島理数系セミナー 

1 年目は手探り状態で実施してきたが、セミナーの実施により、科学系オリンピック等において大

きな成果を挙げることができた。しかし 1 年目は活動しながら計画を立てることが多く、何度か直前

に生徒を募集せざるをえない状況に陥ってしまった。その結果、参加したくても参加できなかった生

徒もいた、という話も聞いた。来年度はこのようなことがないように、事前に計画を立て実践してい

く必要がある。内容についても、今年度のアンケート結果などをふまえて、生徒の意欲、理数系能力

を高める仕掛け作りを検討したい。 

 

Ｄ グローバル人材の育成 

 グローバルコミュニケーション力を育成するために、来年度も国内研修、海外研修を実施したい。

今年度はアジア地域における研修であったが、来年度は世界の科学の基盤の多くを築いてきたイギリ

スを訪問し、大学研修等を実施する予定である。アジア、ヨーロッパ等様々な地域で連携を模索し、

長期的に連携して理数系の教育活動ができる体制を構築していく必要がある。 

 

全体の課題と今後の方向性 

本校コア SSH（FSC）全体の事業としては、連携体制の拡大、コア SSH の評価のあり方に課題があり、

改善していく必要がある。 

 今年度、拠点校の 6 校が中心となり、FSC 事業を進めてきたが、連携校はさらに増やすことができ

ると思われる。FSC の取組の魅力を伝え、なるべく多くの学校が参加できるように検討を進めたい。

また、企画する側である拠点校の拡大も検討していきたい。 

 また、評価のあり方について、今年度は担当者（担当校）によって、アンケートの取り方、評価の

方法がまちまちであった。来年度は評価方法について共通理解を図り、なるべく統一した方法によっ

て評価を進めたい。 

 

第Ⅴ章 資料 

 

５．１ 新聞報道等    注 全ての記事・写真等は、出版元の許諾を得て転載しています。 

無断で複製、送信等をすることは禁止されています。 
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